
 

 

 

 

 

2019 年度 事 業 報 告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公益財団法人 日本ラグビーフットボール協会 

 



1 

 

2019 年度 事業報告 

 

 2019 年度は、我が国で初めてラグビーワールドカップ（RWC2019）が開催されました。この大会において、

ベスト 8 入りを果たすことは、我々にとっての悲願であり、2010 年 4 月に公表した「JRFU 戦略計画 2010-

2019」におけるミッションの一つとして、この間、培って来た努力の成果を示す 1 年となりました。 

 RWC2019 が開幕する 9 月 20 日に向けては、男子 15 人制日本代表チームの強化活動の他、同戦略計

画で示したもう一つのミッションである「ラグビーファミリー増大」に向けたチャンスと捉え、ラグビー機運を醸

成する活動にも積極的に取り組みました。RWC2019 は日本代表チームの活躍により大いに盛り上がり、国

内において記録的なラグビーブームを巻き起こしました。日本代表チームのスローガンであった「ONE 

TEAM」は「2019 新語・流行語大賞」に輝きました。 

 一方、2020 年に入ってからは、新型コロナウィルスの感染拡大の影響を受け、チーム活動はもとより、様々

な大会の中止・延期などの極めて深刻な事態となっております。 

 

 普及面においては前年と比較して、高校・社会人・一般クラブの選手やチーム数が減少し、登録チー

ム数は 50 減少しました。一方、RWC の効果もあり、小学生は選手数 2,779 人増、中学生も 134 人増とな

りました。選手登録数全体では前年比 1,603 人増となりました。また、指導者資格取得者数も 1,100 人

増となり、安全対策に関する講習会を各支部および各都道府県で開催するとともに、新たにインテグリティに

関する講習会も実施し、指導の拡充を図りました。 

 

 強化面においては、男子 15 人制代表チームは、サンウルブズの強化スケジュールと連動した遠征・強化

試合を実施しました。6 月に開幕したワールドラグビー・パシフィック・ネーションズカップ 2019 では、フィジー代

表、トンガ代表、アメリカ代表に勝利し、見事優勝しました。9 月 20 日に開幕したラグビーワールドカップ 2019 で

は、予選プール A において、ロシア代表、アイルランド代表、サモア代表、スコットランド代表に勝利、4 戦全勝で

1 位通過、初の決勝進出を果たしました。決勝トーナメント初戦（準々決勝）で南アフリカ代表に 3-26 で敗れたも

のの、目標としていたベスト 8 入りを果たすことが出来ました。開幕時 10 位だったワールドランキングは、大会期

間中に最高 6 位（大会終了時 8 位）まで上昇しました。 

 U20 日本代表は World Rugby U20 Trophy 2019（ブラジル サンパウロ州）で優勝し World Rugby U20 

Championship 2020 に昇格しました。 

 Jr.JAPAN は World Rugby Pacific Challenge 2020（フィジー スバ）でトンガＡ代表、サモアＡ代表、フィジー・

ウォーリアーズ代表に勝利し、初優勝しました。 

 女子 15 人制日本代表は、8 月と 11 月に強化試合を実施、スコットランド代表に勝利しました。 

 男子 7 人制日本代表は、HSBC ワールド―ラグビーセブンズシリーズ、アジアラグビーセブンズシリーズに参

戦、アジアシリーズでは総合優勝しました。来季コアチーム入りを争う HSBC ワールドラグビーセブンズ チャレン

ジャーシリーズでは予選第 2 ラウンドまでを 1 位で通過しました。 

 女子 7 人制日本代表は、アジアラグビーセブンズシリーズに参戦し、シリーズ総合優勝を成し遂げました。 

 また、高校日本代表ウェールズ遠征は、新型コロナウィルス感染拡大により中止となりました。 
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 事業面においては、RWC2019 のテストイベントとして、フィジー代表・トンガ代表・南アフリカ代表との国内テスト

マッチを開催、釜石、花園、熊谷の 3 会場合わせて 55,000 人を超える観客が来場しました。13 年ぶりの早明対

決となった第 56 回全国大学ラグビーフットボール選手権大会決勝戦は、新装されたばかりの国立競技場で開

催、57,345 人もの観客を迎えました。2020 年 1 月より開幕したジャパンラグビー トップリーグ 2020 では、

RWC2019 によるラグビー人気拡大を受け 1 試合平均 11,366 人（前年比 145％）の観客増を記録しました。しか

し、トップリーグ加盟チームに所属する一部選手よるコンプライアンス違反、および新型コロナウィルスの感染拡大

に伴い、リーグ戦は第 7 節以降の全ての試合を中止としました。トップリーグは第 6 節までの 48 試合で総入場者

420,546 人（前年 120 試合/458,597 人、前年比 91％）を記録しました。マーケティング・セールスにおいても、

RWC2019 と連動した日本代表マーケティング施策の成功により、日本代表協賛、大会協賛ともに好調な結果と

なりました。 

 

 財政面においては、RWC2019 日本大会の成功や日本代表の活躍による人気拡大により各事業収入は、

対予算で 697 百万円の増収となりましたが、スーパーラグビー事業の負担増や消費税の増加などもあり、対

予算で 812 百万円の支出増となったため、一般正味財産増減の部では 1,109 百万円（対予算△115 百万

円）の赤字となりました。一方、指定正味財産増減の部においては、ラグビーワールドカップ 2019 組織委員

会からの返還金により対予算比で 4,840 百万円の収入増となり、各正味財産増減を合計した当期正味財産

増減額では 3,731 百万円の黒字となりました。 

 

 RWC2019 の成功を契機に、ラグビーを取り巻く情勢も大きく変化しました。加えて、新型コロナウィルス感

染拡大に伴い世界的に社会・経済活動が制限されることとなり、2020 年度のラグビー事業活動にも大きな

影響が及び、計画変更を余儀なくされております。JRFU では組織体制を見直すとともに、新たに「ジャパン

ラグビー中長期戦略計画 2020-2050」を策定し、新たな理念（Mission, Vision）と達成目標（Target）実現に

向けて、ONE TEAM で取り組んでいきます。 

 

                              

 以 上 
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１．総務委員会 

（１）定款の変更、規程集の制定・改定 

①定款 

   改定なし 

②規程集 

   ・支部に関する規程 

有料の国際試合は日本協会、又は支部の主催となるが、無料試合の場合、国や地域の代表、又は選

抜チームとの試合は、届け出をすれば主催をしてよく、それ以外の試合は届け出も不要とした。 

   ・手当に関する特別内規 

     マッチドクターとメディカルコミッショナーのドクターフィを、同額に統一することとした。 

   ・ラグビー指導者に関する規程 

     WR の考え方をベースに、各コーチの呼称を修正し、エデュケーターの内容を加えるなど改正した。 

   ・個人情報保護に関する基本方針 

     これまでの十分とは言えない内容を、法律専門家(弁護士)の指導（支援）の下、全面改正した。   

  ③通知 

   通知なし 

 

 

２．法務委員会 

（１）協会主管の各種契約書について、法務委員会アドバイザー弁護士による事前確認を確実に実施し、法的問

題の発生回避に注力  

（２）ラグビーワールドカップ 2019 年大会に関するホストユニオン契約上、協会が負って（JR2019 に委託して）いる

RWCL 及び大会に関する無体財産権を有する者の権利保護、会場及び周辺の「クリーン」実施状況情報享受 

(3) ラグビーワールドカップ 2019 年大会に関する協会のホストユニオン契約上の義務の JR2019 への委託契約の

終了に伴う処理 

 

 

３．財務委員会 

（１）2019 年度予算の執行状況を主要部門別に確認し、会計役及び事務局へ報告。 

（２）2020 年度予算策定方針案について検討し、会計役へ報告。 

主要部門に対し予算策定状況を確認し、会計役及び事務局へ報告。 

 

 

４．国際部 

1. RWC2019 関連 

(1) RWC2019 ホストユニオンとして、ワールドラグビー及び参加海外協会との調整対応 

（ホストユニオン歓迎レセプション海外招待客調整、大会期間中の全試合会場における海外ゲスト対応、

ワールドラグビーアワードセレモニー国内出席者調整、来日者の多い大会期間中を活用したワールドラ



5 

 

グビーおよび諸外国協会とのネットワーキング構築） 

(2) 日本代表チーム参加に関連し、参加規程ほかの調整 

(3) 日本からのマッチオフィシャル参加に際しての調整 

(4) 来日した海外協会関係者のビザサポート 

 

2. RWC2019 以外の代表戦、国際大会の計画・開催・参加サポート 

国内開催のスーパーラグビー、サンウルブズ戦のサポート 

4 月 20 日～21 日の、北九州セブンズ大会におけるワールドワイドパートナー対応 

4 月 26 日～5 月 4 日のオセアニアＵ２０大会への男子 15 人制Ｕ２０代表参加支援 

4 月 26 日～5 月 6 日のサニックスワールドラグビーユース交流大会への海外チーム招聘、現地サポート対

応 

7 月 9 日～21 日のＵ２０トロフィー大会への男子Ｕ２０代表参加支援 

7 月 13 日、19 日の女子 15 人制代表のオーストラリア遠征テストマッチ支援 

7 月 27 日、パシフィックネーションズカップの日本代表対フィジー代表戦開催支援 

8 月 3 日、パシフィックネーションズカップの日本代表対トンガ代表戦開催支援 

9 月 6 日の男子 15 人制代表の南アフリカ戦（熊谷）開催支援 

 

3. アジアラグビーと連携したアジア地域支援サポート 

アジアラグビー主催大会への各委員会協力支援（マッチオフィシャル、メディカル、ジュディシャル派遣など） 

 

4. ワールドラグビー及び海外協会とのコミュニケーションのさらなる促進 

(1) 2020 年夏のウエールズ戦、イングランド戦含め国際試合計画促進 

(2) 2020 オリンピックに向けた代表資格確認対応 

(3) ワールドラグビー理事会連絡、競技規則、競技に関する規定、定款ほかの対応 

(4) ワールドラグビー競技規則レビューグループへの人材調整 

(5) プレーヤーズクリアランス、遠征承認処理 

(6) 国際マッチアプルーバル申請 

 

5. 2020 東京オリンピックへの準備サポート 

(1) 2020 年 4 月に予定していた 7 人制ラグビーテストイベントへの海外チーム参加調整 

 

6. 翻訳、通訳業務の円滑な遂行 

(1) ワールドラグビー、アジアラグビー、海外協会とのコミュニケーション、翻訳、調整全般 

(2) 各委員会、各部門への翻訳・通訳サービス提供 

(3) 学生インターンの有効活用 
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５．広報部 

1. 行動計画 

①広報部の重点課題、部門ミッション 

○マスコミを通じた日本ラグビーの認知度向上（ブランディング）。 

○各部門とのコミュニケーションの向上（インターナル広報）。 

○ラグビーファミリーの拡大（SNS を使った若年層、女性へのアプローチ）。 

○仕掛け、攻めの広報業務の実施（特集、企画露出の機会を増やす）。 

  

②RWC2019 組織委員会との連携 

○RWC2019 日本大会における海外メディア対応。 

○組織委員会広報との定期的な情報交換。 

○RWC2019 日本大会に向けた機運醸成の報道。 

    

③危機管理広報の強化 

○各カテゴリー代表選手・スタッフへのメディア対応、ＳＮＳ利用に関するレクチャーの実施。 

○広報スタッフのリスク管理マネジメントの意識付け。 

 

2．メディア対応報告 

ラグビーワールドカップ 2019 日本大会の開催に際し、国内メディアは勿論、来日する海外メディアへの対応も

考慮し、大会終了までは男子 15 人制日本代表への対応を中心とする体制をとった。その上で並行して進行す

る男女セブンズ日本代表、女子 15 人制日本代表、U20 日本代表、そして国内各種大会へのメディア対応を行

った。 

 

①4 月のウルフパック NZ 遠征、豪州遠征には広報部から 2 名がチームに帯同し、遠征の取材に同行した国内メ

ディアの取材対応を行い、また、現地での練習や試合の情報を HP で公開し、試合の経過などは SNS でタイム

リーに発信した。試合が SR の前座だったため、記者会見の場所や時間にも制限があり、また、AD についても

日本の国際試合と様相が違っていたため、混乱した部分もあったが、滞りなく行うことが出来た。空いている時

間に選手やスタッフの個別取材も行い、メディアからのニーズにも十分対応することが出来た。 

 

②6 月 9 日から始まった日本代表候補合宿以降、広報部からは常時 2 名が帯同することになり、また、チーム側

よりワールドカップ本大会に向けてチームメディアマネージャーとサポートという役割を固定して欲しいとの要望

があり、広報部内でも協議し、2 名を固定して帯同させることにした。 

 

②6 月 10 の合宿初日には、約 80 名のメディアが取材に訪れ、ワールドカップの関心の高さが窺えた。また、事務

所には毎日、中央や地方のメディアから取材依頼が入り、事務所で取材対応の整理を行い、事務所とチーム

広報が連絡を取り合い、選手やスタッフの取材を調整した。10日間の合宿が3クール行われた宮崎合宿では、

朝、昼、夜という 3 部練習も行われたため、選手の疲労度も勘案しながら、空いている時間に個別取材を合同

で行うようにした。チーム広報スタッフはファン対応もする必要が生じ、グランドと宿舎の間に設営されたファン
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ゾーンとメディアゾーンと呼ばれる約 200 メートルの区間を行き来し、選手やスタッフをコントロールしながら誘

導した。 

 

③パシフィックネーションズカップでは広報部総動員で釜石と花園の試合対応をワールドカップ仕様で行い、選

手やスタッフにも慣れてもらうことが出来た。 

 

⑤8 月 18 日からの網走合宿は、ワールドカップメンバーの最終選考でもあり、連日多くの取材が入り、宮崎合宿

同様、事務所とチーム広報で連携して取材対応を行った。 

 

⑥ワールドカップメンバー発表会見を帝国ホテルで行い、約 200 名のメディアが来場した。その後、日本記者クラ

ブでもジェイミーHC の会見を行い、自国開催に向けて機運を高めるメディア対応に努めた。 

 

⑦9 月 12 日にワールドカップ本大会に向けてチームが集合し、以降はワールドカップのレギュレーションに沿っ

たメディア対応を連日行った。選手 31 名とコーチ 4 名を試合までの 1 週間、ローテーションを組んで行い、試

合メンバーは試合の 2 日前からキャプテンズランの日を含め人数も決められているので、週始めからのメンバ

ーの調整が大変であった。選手やスタッフの協力も得て、ペナルティを課せられることなく、そして、国内メディ

アのニーズにも応えるメディアカンファレンスを行うことが出来た。唯一、日本代表チームにはリエゾンが帯同し

なかったため、メディアカンファレンス時の通訳対応が出来ず、一部の海外メディアからはコンプレインを受けた。

ワールドカップのオフィシャルメディアからの取材対応も突然申し込みがあるなど、日本代表の活躍と共に、取

材依頼が殺到したが、練習や試合に影響することなく対応出来た。 

 

⑧10 月 20 日の準々決勝で日本代表は大会を終えたが、翌 21 日に終了の記者会見を行った。予選プール敗

退、準々決勝、準決勝、決勝と、全ての場合を想定した記者会見を事前に予約していたため、自国開催の大

会を滞りなく締めることが出来た。自国開催のワールドカップを、事前、直前、大会期間中と、広報部員が総出

で総力を挙げて対応し、新聞、テレビ、雑誌、WEB、SNS などのオウンドメディアと、幅広いメディア対応をする

ことができ、成功に終えた。 

 

⑨日本代表が予選を全勝、1 位通過で初のベスト 8 進出という結果で終えたことで、大会終了直後から多くのメデ

ィアから取材依頼、映像や写真貸し出しの依頼が殺到した。選手の所属チームやエージェントとの調整を行い

ながら最大の露出を図った。 

⑩NHK スペシャル、日テレの特番と、2 年以上に渡り追いかけた番組にも、広報部全員が最大限協力することに

よって、貴重な映像を撮影し提供することが出来た。 

 

⑪ワールドカップ静岡会場のメディアオペレーション責任者として広報部スタッフから 1 名を派遣した。日々の業

務の合間を縫って研修に参加し、本大会での対応を行うことで、大会に貢献するとともに貴重な経験を積むこ

とが出来た。 

 

⑫日本ラグビーフットボール協会主催の各種大会において、メディア向け要項を予め準備作成することで、円滑
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なメディア対応を行うことが出来た。大学選手権の決勝は新しい国立競技場で開催されたため、記者席、記者

会見、ミックスゾーンなど、特に入念な下見が必要であった。 

 

⑬オリンピックに向けた男女オリンピックトレーニングスコッドを発表したあとは、各合宿での取材調整を行い、広

報部スタッフが現地に出向いて取材に対応した。新聞、テレビなどに報道され、Tokyo2020 に向けて仕掛けの

広報が出来た。また、SNS などのオウンドメディアを活用し、セブンズチームの活動をステークホルダー及びファ

ンに向け適宜発信した。 

 

⑭女子 15 人制日本代表の豪州遠征、欧州遠征について、広報部からメディアに積極的に仕掛け、取材を促し

た。世界的に女子ラグビーの強化、普及が進む中で、国内メディアを通じて、女子ラグビーの継続的なブラン

ディングに力を入れた。 

 

⑮トップリーグ開幕後の各会場でのメディア対応においては、チーム広報の方と連携し、日本代表選手の取材対

応を行った。多くのメディアが集まる試合には広報部スタッフが会場に出向き、テレビ放送への対応や試合後

の会見、ミックスゾーンでのメディア対応のサポートを行った。 

 

⑯2019 年度もタイムリーで正確な情報のメディア配信に努め、HP や SNS などウェブ媒体を通じたコミュニケーシ

ョンの拡充を図った。また、マスコミの方々との信頼関係の構築を大切にし、広聴活動を目的に各媒体とのコミ

ュニケーションの場を積極的に設けた。各媒体、新規メディアの開拓も実現し、ラグビーの露出の幅が広がり、

掘り下げたコンテンツが展開された 1 年であった。 

 

⑰新型コロナウイルスの影響で、トップリーグ、セブンズオリンピックスコッド合宿など 3 月以降は活動中止が続き、

その報道対応を行った。 

 

２．ウェブ、SNS 関連報告 

ラグビーワールドカップ 2019 日本大会の影響でサイトのアクセス数が増えた。 

日本代表の活動の紹介に SNS を積極的に活用した。 

 

① 協会オフィシャルサイトへのアクセス(セッション)数 

2019/4/1～2020/3/31：21,710,802 

（前年比 240.97％ 前年 2018/4/1～2019/3/31：9,009,683） 

 

② Facebook 2020 年 3 月末 フォロワー数 

日本代表ページ  160,258（前年比 105.8% 前年：151,512）  

日本協会ページ  25,145（前年比 109.2% 前年：23,017） 

 

③ Twitter 2020 年 3 月末 フォロワー数 

JRFU Media  222,559（前年比 157.1% 前年：141,667） 
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６．プロモーション委員会・プロモーション部 

活動施策報告 

(ア) 月１回開催の委員会を通じてラグビーファン拡大に向けた具体的施策の提案、審議をした。 

(イ) ワールドカップ開催前の日本代表戦におけるチケット増売策をプロモーション部へ提案。 

(ウ) ラグビーを支えるビジネス界や企業との関係拡充をはかった。 

(エ) ラグビーにはじめて触れる層＝子どもや女性に向けた環境の創造や啓蒙、およびマニュアル等の作成

を審議した。 

 

●ワールドカップ機運醸成およびラグビー普及のための主な具体的施策は以下の通り。 

・ 2018 年 9 月～2019 年 4 月  

「ラグビープロモーションアプリ作成」企画協力 

バンタンアカデミーと協同で RWC2019 以降のラグビーをより盛り上げるためのスマホ向けアプリケーションの開

発着手。学校のカリキュラムに反映できるタイミングが合わず、見送りに。 

 

・2019 年 7 月 20 日  

「第 36 回・うえの夏まつりパレード 」 企画運営協力 

主催：一般社団法人 上野観光連盟 共催：東京都 台東区 

100 名以上で上野中央通りをワールドカップの告知と路上でのラグビー模擬試合を披露しながらパレード。トー

クライブも実施。 

 

・2019 年 8 月 3 日 

「代表戦 PV 企画」企画進行 

キヤノンマーケティングジャパン社の依頼で、日本代表ｖｓトンガ戦の東京でのパブリックビューイングを企画し

たが、実施に至らず。 

 

・2019 年 10 月 「NIKKEI Special Forum 2019」企画協力 

WRC 参加各国のビジネスパーソン、大使館、協会関係者を招いたビジネス交流会。総勢 200 名によるクローズセッ

ション。テーマは「ラグビーとビジネス」。於：ホテルオークラ 

参加者：日本→JRFU 幹部、ビジネス界（新日鉄進藤会長 大正製薬上原会長 NTT コム庄司社長 ヤマハ発動機

柳会長 キヤノン真栄田社長 丸紅国分会長 玉塚氏など）、外交団（野上国問研理事長 田中国際戦略研理事長

ほか）、自治体（東大阪 豊田両市長） 

海外→フランス 2023 アチェ CEO ほかフランス代表団、ロシア、南ア、豪州、アイルランドなどの駐日大使、パーカー

BrunswickCEO、各国商工会議所会頭ほか。 

 

・普及育成と協業で作製した道徳の副読本「あなたたちへのパス」の第 2 弾の企画進行。 
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プロモーション部 

＜JRFU 主催有料試合プロモーション＞ 

日本協会主催有料試合（トップリーグは除く）において、チケットプランの策定とセールス、プロモーション施策の

プランニング、各所と連携しながら実施。 

日本代表戦においては、RWC2019 前に開催された 3 試合すべてチケットは前売りで完売、満員となり、大学選

手権においても準決勝、決勝ではチケットは前売りで完売。決勝は改装後はじめての国立競技場で超満員とな

った。 

日本協会主催有料試合全体で、集客及び対目標予算において成果を出した。 

 

【WSS2019】 

試合 日付 曜

日 

会場 都道府

県 

来場者数 

初日 4 月 20 日 土 ミクニワールドスタジアム 福岡 3,791 

2 日目 4 月 21 日 日 ミクニワールドスタジアム 福岡 5,717 

※過去最多 

 

【日本代表戦】 

対戦相手 日付 曜

日 

会場 都道府

県 

来場者数 

フィジー 7 月 27 日 土 釜石 岩手 13,135※完売 

トンガ 8 月 3 日 土 花薗 大阪 20,940※完売 

南アフリカ 9 月 6 日 土 熊谷 埼玉 22,258※完売 

 

【大学選手権】 

日時 会場 試合 組合せ 来場者数 

11 月 24 日 岐阜 1 回戦 朝日×八戸学院 960 

12 月 8 日 ミクニ 2 回戦 朝日×九州共立 2,269 

12 月 15 日 熊谷 3 回戦 帝京×流経、日本×京産 4,003 

12 月 15 日 花薗 3 回戦 関西学院×朝日、同志社×

筑波 

7,478 

12 月 21 日 秩父宮 準々決勝 筑波×東海、明治×関西学

院 

13,070 

12 月 21 日 花薗 準々決勝 早稲田×日本、流経×天理 9,316 

1 月 2 日 秩父宮 準決勝 早稲田×天理、明治×東海 21,513※完売 

1 月 11 日 国立 決勝 明治×早稲田 57,345※完売 
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＜JRFU メンバーズクラブ＞ 

ラグビーワールドカップ 2019 の盛り上がりを受けて、大幅な新規入会増に伴い、会員数は約倍増となった。 

 

＜マーチャンダイズ＞ 

日本代表戦やラグビーワールドカップでの日本代表の活躍と連動し、大幅な売り上げ増となった。 

 

＜RWC2019 のレガシー＞ 

「顧客データベースプロジェクト」として企画部や TL 部等と連携し、RWC2019 のチケット購入者を中心に、ラグビ

ーファンの新たな受け皿として「ラグビーファン ID」サービスを 2019 年 12 月にリリース。RWC2019 チケット購入者

に対しては、JRFU が新たな利用許諾をとったうえで、メール配信などが可能。合計約 20 万人の登録者にメール

配信、プレゼントキャンペーンなどを実施。 

 

 

７．マーケティング・セールス委員会・マーケティング部 

① RWC2019 と連動した日本代表マーケティング施策の成功 

・「WE ARE BRAVE BLOSSOMS」を代表ブランディングのコンセプトに、RWC2019 イヤー幕開けから応援ファ

ンサイトを開設、PNC＋１でのコミュニケーションで代表チームへの期待値を最大限に高め、開幕直前にファ

ンイベント「ONE TEAM 決起会」の開催、代表応援ソング「Victory Road」の仕掛け等、SNS 展開とリアルイベ

ントにて”にわかファン”の欲求を満たすコミュニケーションを設計。空前の日本代表ブームへの下地を準備し、

RWC2019 本番を迎えた。 

・大会閉幕翌日に、JRFU としての日本中のファンへの感謝を込め、RWC2019 開催地を含む、全国 10 紙に

全頁のステートメント広告『世界一、楽しもう』を掲載、SNS 展開とも連動し反響を呼んだ。 

・日本代表選手からのファンへの感謝イベントとして「ラグビー日本代表 ONETEAM パレード」を丸の内仲通

りで実施。沿道には約 50,000 人のファンで溢れ話題となった。 

 

② 日本代表協賛プログラム、大会協賛関連 

・マーケティング部門領域で最大価値である日本代表協賛プログラムのセールスを推進、更なるセールス機

会の拡大に着手し、新規の男女オフィシャルサポーターに NTT ドコモ、カルビーが決定。 

・プロモーション部との協業にてライセンス事務局とマーチャンダイジングの拡大に努め、ラグビー日本代表

オフィシャルストアを全国各地に開設。カンタベリー社が販売する日本代表ジャージは 20 万着が完売、大正

製薬との協業によるリポビタン D ボトルの拡大など、活況を呈した。 

・3 年契約の最終年度となった HSBC ウィメンズワールドセブンズシリーズ 2019 にて、過去最高額の売上を記

録。 

    

③ 新設大会や新規セールス企画 

・第 99 回全国高校大会で新規スポンサーとしてマイナビを獲得し、全国高校大会の協賛化を開始した 96 回

大会以降、過去最高額の売上を達成。また全 50 試合のインターネットライブ中継「花園 LIVE！」を、ソフトバ

ンク社のスポナビ、プレゼントキャスト社の TVer との提携にて配信環境を向上。前年比 6 倍以上の視聴者を
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獲得した。 

    

④ 放送権販売の拡大 

・RWC2019 の影響もありトップリーグが変則シーズン（1-5 月開催）となったが、日本代表人気を背景に、放送

権販売も好調。トップリーグは前年比 3 倍の放送本数（地上波、BS、CS）が確定していたが、コロナ禍の影響

により不成立試合が多く、収入増には繋がらなかった。 

 

 

７．競技運営委員会 

日本協会主催試合と各種大会の事業企画、スムーズな運営を行うと同時に、RWC2019 へ向けたテストイベントと

しての環境の提供及び、本大会の競技運営サポートを行った。 

 

競技運営部門 

１．主催大会スケジュール 

（１）国際試合  

  ①ＨＳＢＣワールドラグビー女子セブンズシリーズ 

    日程：令和元年 4 月 20 日（土）～21 日（日） 

    場所：ミクニワールドスタジアム北九州（福岡） 

    優勝 カナダ 準優勝 イングランド 第三位 USA 

 

  ②日本代表戦 

   ・パシフィック・ネイションズ・カップ（PNC）2019 

日本代表 vs フィジー 

日程：令和元年 7 月 27 日（土） 

場所：釜石鵜住居復興スタジアム（岩手） 

 

日本代表 vs トンガ 

日程：令和元年 8 月 3 日（土） 

場所：東大阪花園ラグビー場（大阪） 

 

・リポビタン D チャレンジカップ 2019 

日本代表 vs 南アフリカ代表 

日程：令和元年 9 月 6 日（金） 

場所：熊谷ラグビー場（埼玉） 

 

③ラグビーワールドカップ 2019™日本大会 

    日程：令和元年 9 月 20 日（金）～11 月 2 日(土) 

    場所：全国 12 会場 
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    ＊大会運営部職員を中心に、マッチマネージャー、アシスタントマッチマネージャーを派遣 

 

（２）大学選手権  

  日程：令和元年 11 月 24 日（日）～令和２年 1 月 11 日（土） 

  大会方式：14 チームによりトーナメント 

  優勝：早稲田大学 準優勝：明治大学 

  ＊新国立競技場で初のラグビー開催 

 

（３）太陽生命ウーメンズセブンシリーズ 

  ①第１戦： 4 月 28 日（日）～29 日（月） あきぎんスタジアム（秋田） 

  ②第２戦： 5 月 18 日（土）～19 日（日） 秩父宮ラグビー場（東京） 

③第３戦： 6 月 8 日（土）～9 日（日）   三重交通 G（三重） 

  ④第４戦： 6 月 29 日（土）～30 日（日）裾野市運動公園陸上競技場（静岡） 

  年間総合優勝  ながとブルーエンジェルス 

  ＊入替戦：7 月 13 日（土）～14 日（日） 日本体育大学健志台キャンパスラグビーグラウンド 

 

大学部門 

１．第 70 回全国地区対抗大学ラグビーフットボール大会 

日程： 令和 2 年１月２日（木）・４日（土）・６日（月） 

会場 パロマ瑞穂ラグビー場 

優勝 東京学芸大学 準優勝 名城大学 

  

国体部門 

第 74 回 国民体育大会（茨城県） 

期   間 2019 年 9 月 29 日（日）～10 月 3 日（木）の 5 日間 

試合会場 ケーズデンキスタジアム水戸・水戸市立サッカー・ラグビー場 

成   績 総合優勝 福岡県  2 位 佐賀県  3 位 島根県  4 位 茨城県 

・成年男子（7 人制：参加 16 チーム）： 

1 位 三重県  2 位 大分県  3 位 東京都  4 位 佐賀県 

・女子（7 人制：参加 12 チーム） 

   1 位 茨城県  2 位 埼玉県  3 位 北海道  4 位 福岡県 

・少年男子（15 人制：参加 15 チーム） 

1 位 福岡県  2 位 佐賀県  3 位 京都府・島根県 

 

社会人部門  

１．第 60 回 YC&AC 大会の開催・運営 

   2019 年４月７日（日）於：横浜 YC&AC グラウンド 

   出場：社会人・クラブ ８チーム 大学８チーム 計 16 チーム 
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   結果：優勝 チャンピオンシップ YC&AC   

            コンソレーション  慶應義塾大学 

２．トップチャレンジリーグの運営全般 

３．新リーグ構想に関わる地域リーグの関係等の検討 

４．地域社会人リーグの普及・発展・強化のための施策検討・実施 

５．３地域社会人委員長会議の開催（通年） 

 

クラブ部門 

 1. クラブ大会の開催 

  （１）第 27 回全国クラブラグビーフットボール大会 

①日程：1 回戦：令和 2 年 1 月 13 日、2 回戦：1 月 19 日及び 1 月 26 日、 

準決勝：2 月 2 日、決勝：2 月 16 日 

②会場：熊谷ラグビー場、パロマ瑞穂ラグビー場、本城陸上競技場、宝ヶ池公園球技場 

③結果：優勝～ハーキュリーズ(東京都) 準優勝～名古屋クラブ(愛知県) 

④参加数：16 チーム 

（２）学生クラブ東西交流フェスティバルル IN 菅平 2019 

（安全対策・指導者・レフリー講習会および交流戦実施） 

①日程：令和元年 8 月 30 日～9 月１日  

②会場：長野県菅平高原サニアパーク 

③参加数：20 チーム 

（３）第 18 回東西学生クラブ対抗試合 

①日程：令和元年 12 月 22 日 

②会場：熊谷ラグビー場 西多目的グランド 

③結果：拓殖大学オリバーズ<関東代表> (78- 7) 立命館大学グラスルーツ<関西代表> 

（４）第 13 回クラブユース交流試合（兼：クラブユースＵ-19） 

  令和 2 年 3 月下旬開催予定であったが、新型コロナウイルス感染防止の為中止 

(５)部門会の開催 

 令和元年 6 月 16 日(東京)及び令和 2 年 2 月 1 日(愛知県)にて 2 回開催 

 

高校部門 

① 第２０回全国高校選抜ラグビー大会 

2019 年 3 月 29 日（金）~4 月 7 日（日） 熊谷スポーツ文化公園陸上競技場 

   優勝 桐蔭学園（29-19）御所実業 

② ｻﾆｯｸｽﾜｰﾙﾄﾞﾗｸﾞﾋﾞｰﾕｰｽ交流大会 2019 

2019 年 4 月 28 日（日）～5 月 5 日（日） 福岡県宗像市：グローバルアリーナ 

優勝 ポール ルース ジムナジウム（南アフリカ） 準優勝 セント ピーターズ カレッジ（NZ） 

③ 第 6 回全国高校 7 人制ラグビーフットボール大会 

2019 年 7 月 19 日（金）～22 日（月）  
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長野県上田市：菅平高原サニアパーク 

カップトーナメント：桐蔭学園（24-22）國學院大學栃木 

プレートトーナメント：天理（26-12）茗渓学園 

ボウルトーナメント：光泉（19-7）鹿児島工業 

MVP カップ：伊藤 大祐（桐蔭学園） プレート：本田 飛翔（天理） ボウル：三宅颯馬（光泉） 

④ 第 15 回全国高等学校合同チームラグビー大会  

2019 年 8 月 1 日（木）～4 日（日）  長野県上田市：菅平高原サニアパーク 

U１７ カップ優勝：関東   プレート優勝：近畿   ボウル優勝：北信越 

U１８ カップ優勝：近畿   プレート優勝：東北   ボウル優勝：東海 

U１７優秀選手  

北海道  ｱｼｭﾃﾞﾝ ﾜｧﾀ ﾕｳｪﾝｽﾞ（札幌山の手高等学校） 

東北   梅田 海星（秋田工業高等学校） 

関東   佐藤 健次（桐蔭学園高等学校） 

北信越  大久保 征（新潟工業高等学校） 

東海   福田 大晟（中部大学春日丘高等学校） 

近畿   二重 賢治（天理高等学校） 

中国   澤田 壮太郎（尾道高等学校） 

四国   河坂 修斗（高知中央高等学校） 

九州   吉野 遼（東福岡高等学校） 

⑤ 第 99 回全国高校ラグビー大会 

2019 年 12 月 27 日（金）～2020 年 1 月 7 日（火） 大阪：東大阪市花園ラグビー場 

優勝 桐蔭学園 23－14 御所実業 

⑥ 第 12 回 U18 合同チーム東西対抗 

2020 年 1 月 7 日（月） 大阪：東大阪市花園ラグビー場 

U18 東軍（12-19）U18 西軍 

⑦ 第 50 回全国高専ラグビー大会 

2020 年 1 月 4 日～9 日 神戸総合運動公園ユニバー記念競技場 

優勝 奈良工業高専 (33-0) 仙台高専・名取 

 

【女子】 

1. 第 9 回全国高等学校女子合同チームラグビー大会  

2019 年 8 月 1 日（木）～4 日（日）  長野県上田市：菅平高原サニアパーク 

  優勝：中国  準優勝：関東  3 位：九州 

2. ｻﾆｯｸｽﾜｰﾙﾄﾞﾗｸﾞﾋﾞｰﾕｰｽ交流大会 2019 

2019 年 4 月 28（日）〜29 日（月） 福岡県宗像市：グローバルアリーナ 

優勝 福岡レディース（日本） 準優勝 石見智翠館高校（日本） 

3. 第 2 回全国 U18 女子セブンズラグビーフットボール大会 

2019 年 10 月 26 日（土）～27 日（日） 埼玉県：熊谷スポーツ文化公園陸上競技場 
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カップ優勝 石見智翠館高校 プレート優勝 追手門学院高等学校 ボウル優勝 鳴門渦潮高等学校 

    MVP 今釘 小町（石見智翠館高校） 

  

９．トップリーグ委員会・トップリーグ部 

（１）観客数／試合数／開催数 （目標 60 万人に対して 42 万人。 ▲18 万人） 

ＴＬ 2018 年度 2019 年度 対前年比 

総入場者数 458,597 人 420,546 人 ▲38,051（91.7％） 

試合数 120 試合 48 試合 ▲72 

開催数 89 37 ▲52 

1 開催平均集客 5,153 11,366 6,213 

※新型コロナの影響で 7 節以降中止 

     【ＴＬカップ】 

ＴＬカップ 2019 年度 備考 

総入場者数 130,629 人 2018 は 16 チーム、2019 は 23 チームが参加。トヨタ自

動車が辞退（薬物問題） 試合数 ５８ 

開催数 ４３ 

1 開催平均集客 3,038 人  

    【参考】 

（参考）

TL2020 
目 標 実績＋見通し 備 考 

総 観 客 数 600,763 人 1,033,190 人 総当り 

試 合 数 120 120 第 1 節～第 6 節実績＋ 

1 試 合 平 均 5,006 人 8,610 人 第 7 節以降発券ベース 

開 催 数 86 86  

1 開 催 平 均 6,986 人 12,014 人  

（２）収支                                                （千円） 

 
実績 

収入 支出 収支損益 

2018 年度 863,260 727,856 135,404 

201９年度 １,084,327 963,594 120,733 

対前年比 221,067 235738 ▲14,671 

 

（３）成績 

   TL2020 については新型コロナの影響で 7 節以降中止となり、順位確定せず。 

 【ＴＬカップ 2019】ＴＬ16 チーム、ＴＣＬ8 チームの計 24 チーム参加 

  優勝  神戸製鋼コベルコスティーラーズ 
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  準優勝 クボタスピアーズ 

  3 位  サントリーサンゴリアス、東芝ブレイブルーパス 

 

１０．強化委員会・代表強化部 

男子 15 人制（Team Japan2019） 

1．RWCTS（ラグビーワールドカップトレーニングスコッド） 

【キャンプ/試合】 チーム名：ウルフパック 

2019 年 3 月 25 日～4 月 6 日 RWCTS ニュージーランド遠征       

 

ウルフパック (RWCTS、NDS、サンウルブズスコッドらを中心とした特別チーム) 試合結果 

3 月 29 日 ウルフパック 31 – 52 ハリケーンズ B  ＠ジェリー・コリンズ・スタジアム（ニュージーランド・ポ

リルア） 

4 月 5 日 ウルフパック 46 – 21 ハイランダーズ B ＠フォーサイス・バー・スタジアム（ニュージーランド・

ダニーデン） 

 

2019 年 4 月 14 日～28 日 RWCTS キャンプ⑦ ＠NTT コミュニケーションズ アークス浦安パーク（千葉県） 

4 月 20 日 ウルフパック 66 – 21 ハリケーンズ B  ＠ゼットエーオリプリスタジアム（千葉県市原市） 

4 月 27 日 ウルフパック 51 – 38 ウェスタン・フォース ＠秩父宮ラグビー場 

 

2019 年 5 月 7 日～19 日  RWCTS オーストラリア遠征 

5 月 12 日 ウルフパック 66 – 17 ブランビーズ B ＠GIO スタジアム（キャンベラ）5 月 17 日ウルフパック 

39 – 12 レベルズ B ＠AAMI パーク（メルボルン） 

 

2．日本代表  

（1）キャンプ 

2019 年 

6 月 9 日～19 日  宮崎合宿  ＠シェラトン・グランデ・オーシャンリゾート  

6 月 23 日～7 月 3 日  宮崎合宿  ＠シェラトン・グランデ・オーシャンリゾート  

7 月 7 日～17 日  宮崎合宿  ＠シェラトン・グランデ・オーシャンリゾート  

7 月 21 日～25 日  盛岡合宿 ＠いわぎんスタジアム 

7 月 25 日～28 日  釜石へ移動・試合   

7 月 28 日～8 月 2 日  堺合宿  ＠J-GREEN 堺（大阪府）  

8 月 2 日～4 日  大阪市へ移動・試合   

8 月 4 日～12 日  パシフィック・ネーションズカップ 2019 フィジー遠征   

8 月 18 日～28 日  網走合宿 ＠網走スポーツ・トレーニングフィールド（北海道網走市） 
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8 月 31 日～9 月 8 日  東京合宿 ＠秩父宮ラグビー場 

ラグビーワールドカップ 2019 事前合宿・公認キャンプ 

2019 年 9 月 12 日～21 日 秩父宮ラグビー場/東京スタジアム 

2019 年 9 月 22 日～28 日 遠州灘海浜公園球技場/エコパスタジアム（静岡県） 

2019 年 9 月 29 日～10 月 3 日 辰巳の森海浜公園ラグビー場（東京都） 

2019 年 10 月 4 日～5 日 豊田スタジアム（愛知県） 

2019 年 10 月 6 日～20 日 秩父宮ラグビー場/横浜国際総合競技場/東京スタジアム 

    

（２）大会・試合 

【ワールドラグビー パシフィック・ネーションズカップ 2019】 

2019 年 7 月 27 日 日本代表 34 – 21 フィジー代表 ＠釜石鵜住居復興スタジアム（岩手県釜石市） 

2019 年 8 月 3 日 日本代表 41 – 7  トンガ代表  ＠東大阪市花園ラグビー場（大阪府東大阪市） 

2019 年 8 月 10 日 日本代表 34 – 20 アメリカ代表 ＠ANZ スタジアム（フィジー・スバ） 

※目標の優勝を 3 勝 0 敗で達成。ワールドラグビーランキングが 11 位から 9 位へ上昇。 

 

【リポビタン D チャレンジカップ 2019】 

2019 年 9 月 6 日 日本代表 7 – 41 南アフリカ代表 ＠県営熊谷ラグビー場（埼玉県） 

 

【ラグビーワールドカップ 2019】 

2019 年 9 月 20 日 日本代表 30 – 10 ロシア代表  ＠東京スタジアム（東京都） 

2019 年 9 月 28 日 日本代表 19 – 12 アイルランド代表 ＠エコパスタジアム（静岡県） 

2019 年 10 月 5 日 日本代表 38 – 19 サモア代表  ＠豊田スタジアム（愛知県） 

2019 年 10 月 13 日 日本代表 28 – 21 スコットランド代表 ＠横浜国際総合競技場（神奈川県） 

2019 年 10 月 20 日【準々決勝】 日本代表  3 – 26 南アフリカ代表 ＠東京スタジアム（東京都） 

※目標の TOP8 を達成。ワールドラグビー世界ランキング：開幕時 10 位。 

大会中最高 6 位に上昇。大会終了時：8 位 

 

３．サンウルブズ 

2019 シーズン 

4 月 6 日  サンウルブズ 15－42 レベルズ  @AAMI パーク（オーストラリア） 

4 月 19 日  サンウルブズ 23-29 ハリケーンズ @秩父宮ラグビー場   

4 月 26 日  サンウルブズ 0-52 ハイランダーズ @秩父宮ラグビー場 

5 月 3 日  サンウルブズ 26-32 レッズ  @サンコープ・スタジアム（オーストラリア） 

5 月 12 日  サンウルブズ 0-33 ブランビーズ  @GIO スタジアム（オーストラリア） 
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5 月 25 日  サンウルブズ 7-52 レベルズ  @秩父宮ラグビー場 

6 月 1 日  サンウルブズ 19-42 ブランビーズ @秩父宮ラグビー場  

6 月 9 日  サンウルブズ 18-31 ストーマーズ @DHL ニューランズ（南アフリカ） 

6 月 15 日  サンウルブズ 10-52 ハグアレス  @ホセ・アマルフィター二 スタジアム （アルゼンチン） 

2020 シーズン 

2 月 1 日  サンウルブズ 36-27 レベルズ  @レベルファイブ スタジアム（福岡県） 

2 月 15 日  サンウルブズ 17-43 チーフス  @秩父宮ラグビー場  

2 月 22 日  サンウルブズ 5-64 レッズ  @サンコープ・スタジアム（オーストラリア） 

2 月 29 日  サンウルブズ 15-62 ハリケーンズ  @マクリーンパーク （ニュージーランド） 

3 月 6 日  サンウルブズ 14-47 ブランビーズ  @WIN スタジアム（オーストラリア） 

3 月 14 日  サンウルブズ 14-49 クルセイダーズ @サンコープ・スタジアム（オーストラリア） 

 

4．U20 日本代表  

・2019 年度は、U20 監督に水間良武氏が就任、新スタッフを編成し活動。目標の「 World Rugby U20 

Championship 2020」昇格を成し遂げた。 

（１）2019 年度 TID キャンプ（育成強化プログラム） 

 ① 第 1 回 2019 年 4 月 12 日（金）～4 月 14 日（日）（千葉県浦安市：NTT コミュニケーションズ アークス浦安パーク） 

 ② 第 2 回 2019 年 5 月 31 日（金）～6 月 2 日（日）（千葉県船橋市：クボタ船橋グランド） 

 ③ 第 3 回 2019 年 6 月 5 日（水）～6 月 9 日（日） （東京：栗田工業昭島グランド） 

 ④ 第 4 回 2019 年 6 月 14 日（金）～6 月 16 日（日）（神奈川県横浜市：清水建設株式会社 荏田グランド） 

 ⑤ 第 5 回 2019 年 7 月 31 日（水）～8 月 2 日（金）（長野県上田市：菅平国際ホテルベルニナグランド） 

 ⑥ 第 6 回 2019 年 12 月 21 日（土）～12 月 23 日（月）（京田辺市：同志社大学田辺キャンパス内ラグビー場） 

 ※第５・6 回は、高校 2 年生以下を対象にした人材発掘キャンプ（Bigman & Fastman Camp）として開催 

 ⑦ 第 7 回 2019 年 12 月 27 日（金）～12 月 28 日（土）（兵庫県神戸市：神戸製鋼所灘浜グランド） 

 ⑧ 第 8 回 2020 年 2 月 7 日（金）～2 月 8 日（東京：栗田工業昭島グランド） 

 ⑨ 第 9 回 2020 年 2 月 13 日（木）～ 2 月 18 日（火）（東京：栗田工業昭島グランド） 

 ⑩ 第 10 回 2020 年 3 月 25 日（水）～3 月 28 日（土） ※新型コロナ感染防止から中止 

 

（２）大会 

2019 Oceania Rugby U20 Championship（オーストラリア ゴールドコースト） 

①  遠征期間 2019 年 4 月 20 日（土）出国～5 月 7 日（火）帰国 

② 結果 3 戦全敗（優勝：U20 オーストラリア） 

第 1 戦 2019 年 4 月 26 日（金）U20 ジャパン 14-62 U20 オーストラリア（ボンド大学スタジアム） 

第 2 戦 2019 年 4 月 30 日（火）U20 ジャパン 12-87 U20 ニュージーランド（ボンド大学スタジアム） 

第 3 戦 2019 年 5 月 4 日（土）U20 ジャパン 37-59 U20 フィジー（ボンド大学スタジアム） 

 

World Rugby U20 Trophy 2019 （ブラジル サンパウロ州 サンジョセ・ドス・カンポス） 

①  遠征期間 2019 年 7 月 2 日（火）出国～7 月 21 日（日）帰国 
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②  結果 1 位（World Rugby U20 Championship 2020 昇格） 

第 1 戦 2019 年 7 月 9 日（火）U20 ジャパン 56-24 U20 ブラジル（Estadio Martins Pereira） 

第 2 戦 2019 年 7 月 13 日（土）U20 ジャパン 46-31 U20 ウルグアイ（Estadio Martins Pereira） 

第 3 戦 2019 年 7 月 17 日（水）U20 ジャパン 48-34 U20 ケニア（Estadio Martins Pereira） 

第 4 戦 2019 年 7 月 21 日（日）U20 ジャパン 35-34 U20 ポルトガル（Estadio Martins Pereira） 

 

４．Ｊｒ．ＪＡＰＡＮ  

（１）強化キャンプ（2019 年度第 9 回 TID キャンプとして実施） 

① 2 月 13 日（木）～ 2 月 18 日（火）（東京：栗田工業昭島グランド） 

（２）大会 

World Rugby Pacific Challenge 2020（フィジー：スバ）  

①  遠征期間 2020 年 2 月 28 日（金）出国～3 月 17 日（火）帰国 

② 結果：1 位（初優勝） 

第 1 戦 2020 年 3 月 6 日（金）ジュニア・ジャパン 46-10 トンガＡ（ANZ スタジアム） 

第 2 戦 2020 年 3 月 10 日（火）ジュニア・ジャパン 76-3 サモアＡ（ANZ スタジアム） 

第 3 戦 2020 年 3 月 14 日（土）ジュニア・ジャパン 21-12 フィジー・ウォリアーズ（ANZ スタジアム） 

 

 

（５）7 人制男子 

①HSBC ワールド―ラグビーセブンズシリーズ第 7 戦 香港大会 

2019 年 4 月 5 日−8 日 場所：香港 

結果：10 位 

4/5  第 1 戦      日本 7-22 南アフリカ 

4/6 第 2 戦     日本 21-31 サモア 

4/6  第 3 戦     日本 19-33 スコットランド 

4/7  チャレンジトロフィートーナメント準々決勝  日本 38-7 ウェールズ 

4/7  チャレンジトロフィートーナメント準決勝  日本 21-12 ケニア 

4/7  チャレンジトロフィートーナメント決勝(9 位決定戦) 日本 24-26 スコットランド 

②HSBC ワールド―ラグビーセブンズシリーズ第 8 戦 シンガポール大会  

2019 年 4 月 13 日−14 日 場所：シンガポール 

結果：15 位 タイ 

4/13 第 1 戦     日本 0-43 ニュージーランド 

4/13  第 2 戦     日本 5-57 サモア 

4/13  第 3 戦     日本 17-5 スペイン  

4/14 チャレンジトロフィートーナメント準々決勝 日本 14-33 カナダ 

4/14 13 位決定トーナメント   日本 24-31 ケニア 

③HSBC ワールド―ラグビーセブンズシリーズ第 9 戦 ロンドン大会  
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2019 年 5 月 25 日−26 日 場所：ロンドン 

結果：13 位  

5/25 第 1 戦                     日本 0-49 南アフリカ 

5/25 第 2 戦                     日本 7-36 アルゼンチン 

5/25 第 3 戦                     日本 12-31 カナダ                                  

5/26 チャレンジトロフィートーナメント準々決勝   日本 0-17 ウェールズ  

5/26 13 位決定トーナメント   日本 26-17 ケニア 

5/26 13 位決定戦                  日本 29-14 イングランド 

④HSBC ワールド―ラグビーセブンズシリーズ第 10 戦 パリ大会 

2019 年 6 月 1 日−2 日 場所：パリ  

結果：14 位 来シーズンのコアチーム降格 

6/1 第 1 戦                      日本 17-14 フランス 

6/1 第 2 戦                      日本 14-31 ニュージーランド 

6/1 第 3 戦                      日本 21-22 スコットランド 

6/2 チャレンジトロフィートーナメント準々決勝    日本 7-52 イングランド  

6/2 13 位決定トーナメント              日本 33-17 ウェールズ 

6/2 13 位決定戦                   日本 26-31 スコットランド 

⑤アジアラグビーセブンズシリーズ 韓国大会  

2019 年 8 月 31 日− 9 月１日 場所：韓国  

結果：1 位  

8/31 第 1 戦           日本代表 29 - 7 ＵＡＥ代表 

8/31 第 2 戦           日本代表 43 - 5 スリランカ代表 

9/ 1 第 3 戦           日本代表 24 - 12 中国代表                                 

9/ 1  準決勝                 日本代表 43 - 5 韓国代表 

9/ 1 決 勝            日本代表 21 - 12 香港代表 

⑥アジアラグビーセブンズシリーズ 中国大会 

2019 年 9 月 14 日− 9 月１5 日 場所：中国   

結果：3 位  

9/14 第 1 戦           日本代表 41 - 0 チャイニーズタイペイ代表 

9/14 第 2 戦           日本代表 38 - 0 韓国代表 

9/15 第 3 戦           日本代表 37 - 0 スリランカ代表                                 

9/15  準決勝                 日本代表  7 - 14 中国代表 

9/15 3 位決定戦         日本代表 21 - 12 香港代表 

⑦アジアラグビーセブンズシリーズ スリランカ大会 
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2019 年 9 月 28 日− 9 月 29 日 場所：スリランカ  

結果：1 位  

9/28 第 1 戦           日本代表 43 - 0 チャイニーズタイペイ代表 

9/28 第 2 戦           日本代表 33 - 0 中国代表 

9/29 第 3 戦           日本代表 35 - 5 フィリピン代表                                

9/29  準決勝                 日本代表 45 - 0 スリランカ代表 

9/29 決 勝           日本代表 17 - 12 香港代表 

アジアシリーズ総合優勝 

⑧HSBC ワールドラグビー男子セブンズシリーズ 2019-2020 第 1 戦 ドバイ大会 

2019 年 12 月 5 日− 12 月 7 日 場所：ドバイ  

結果：16 位 

12/5  第1 戦         日本代表  17 - 24 フィジー代表 

12/6  第2 戦         日本代表   5 - 41 フランス代表 

12/6  第3 戦        日本代表   7 - 33 アルゼンチン代表 

12/7  15位決定戦       日本代表  12 – 38  ウェールズ代表 

⑨HSBC ワールドラグビー男子セブンズシリーズ 2019-2020 第 2 戦 ケープタウン大会 

2019 年 12 月 13 日− 12 月 15 日 場所：ケープタウン  

結果：15 位 

12/13  第1 戦        日本代表 0-49 南アフリカ代表 

12/14  第2 戦        日本代表 0-42  アメリカ代表 

12/14 第3戦           日本代表 7-54  フィジー代表日本代表   

12/15  15位決定戦     日本代表 19-15  ウェールズ代表 

⑩HSBC ワールドラグビー男子セブンズシリーズ 2019-2020 第 3 戦 ハミルトン大会 

2020 年 1 月 25 日− 1 月 26 日 場所：ハミルトン  

結果：14 位 

1/25  第1戦         日本代表  5-31 南アフリカ代表 

1/25  第2戦         日本代表 12-12  ケニア代表 

1/26 第3戦           日本代表  7-26  イングランド代表   

1/26  13位決定戦     日本代表  15-19  スペイン代表 

⑪HSBC ワールドラグビー男子セブンズシリーズ 2019-2020 第4戦 シドニー大会 

2020 年 2 月 1 日− 2 月 2 日 場所：シドニー  

結果：14 位 

2/1  第1戦         日本代表  7-33 オーストラリア代表 

2/1  第2戦         日本代表  7-45  アメリカ代表 

2/2 第3戦           日本代表 21-21  スコットランド代表   
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2/2  13位決定戦     日本代表   7-14  スペイン代表 

⑫HSBC ワールドラグビーセブンズ チャレンジャーシリーズ チリ大会 

2020 年 2 月 15 日− 2 月 16 日 場所：チリ  

結果：3 位 

2/15  第1戦         日本代表 17-12 ウルグアイ代表 

2/15  第2戦         日本代表 40- 0  ポルトガル代表 

2/15 第3戦           日本代表 33- 7  トンガ代表   

2/16  準々決勝戦     日本代表  33- 0  ジンバブエ代表 

2/16  準決勝戦      日本代表   5-12  ドイツ代表 

2/16  3位決定戦      日本代表  31-14  チリ代表 

⑬HSBC ワールドラグビーセブンズ チャレンジャーシリーズ ウルグアイ大会 

2020 年 2 月 22 日− 2 月 23 日 場所：ウルグアイ 

結果：優勝 

2/22  第1戦         日本代表 71- 5 パラグアイ代表 

2/22  第2戦         日本代表 26-12  イタリア代表 

2/22 第3戦           日本代表 26-12  ジンバブエ代表   

2/23  準々決勝戦     日本代表  32- 0  ジャマイカ代表 

2/23  準決勝戦      日本代表  31-10  チリ代表 

2/23  決勝戦        日本代表   5- 0  ウルグアイ代表 

⑭HSBC ワールドラグビー男子セブンズシリーズ 2019-2020 第6戦 バンクーバー大会 

2020 年 3 月 9 日− 3 月 10 日 場所：バンクーバー  

結果：14 位 

3/9  第1戦          日本代表  7-24 アルゼンチン代表 

3/9  第2戦          日本代表  7-19  イングランド代表 

3/9 第3戦           日本代表  7-29  スコットランド代表   

3/10  チャレンジトロフィートーナメント準々決戦  日本代表    0-35  ウエールズ代表 

3/10  13位決定トーナメント     日本代表   22-14  ケニア代表 

3/10  13位決定戦          日本代表   10-15  スペイン代表 

 

 

（６） 男子 7 人制セブンズディベロップメントスコット 

①4/13-14 第 57 回木元杯九州セブンズ  

2019 年 4 月 13 日―14 日 場所：鹿児島 

結果：優勝 

②オセアニアセブンズ（フィジー） 

2019 年 11 月 7 日―9 日 場所：フィジー  
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結果：3 位  

11/7 第1 戦            SDS 50-0 ニューカレドニア 

11/7 第2 戦            SDS 0-31 フィジー 

11/8 第3 戦            SDS 17-14 ニュージーランド 

11/8 第4 戦            SDS 31-0 ニウエ 

11/9 準決勝            SDS 0-33 フィジー 

11/9 3 位決定戦        SDS 26-21 サモア 

③ドバイ ラグビーセブンズ 

2019 年 12 月 5 日―7 日 場所：ドバイ 

結果：3 位 

12/5  第１戦                            SDS  15-12  RUSSIA7s 

12/5  第 2 戦                           SDS  36- 5  OLD GEORGIANS RFC 

12/6  第 3 戦                           SDS  19-21 SPERANZA 22 

12/7 カップトーナメント準々決勝           SDS 21-21 FRANCE 7 DEVELOPMENT （サドンデス勝利） 

12/7 カップトーナメント準決勝        SDS   7-19 THE RAMBLIN JESTERS 

12/7  カップトーンメント 3 位決定戦    SDS – SPERANZA22 （不戦勝） 

④ロサンゼルス インビテーショナル 

2020 年 2 月 28 日―29 日 場所：ロサンゼルス 

結果：優勝 

2/28  第1戦         JAPAN SDS 43- 7 Stars 

2/28  第2戦         JAPAN SDS 31- 0  Upright Rogues 

2/28 第3戦           JAPAN SDS 14- 0  Chicago Lions   

2/29  準決勝戦      JAPAN SDS  17-12  Chicago Lions 

2/29  決勝戦         JAPAN SDS  14-12  US Falcons 

 

 

（７） 男子 7 人制 TID 

①第 57 回木元杯九州セブンズ  

2019 年 4 月 13 日―14 日 場所：鹿児島 

結果：準決勝敗退 

②第 8 回 北海道バーバリアンズ７’s トーナメント大会 2019 

2019 年 6 月 15 日―16 日 場所：北海道 

結果：優勝 
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（8）男子 7 人制ユニバーシアード日本代表 

①第 30 回ユニバーシアード競技大会（2019／ナポリ） 

2019 年 7 月 5 日―7 日 場所：イタリア・ナポリ 

結果：優勝（金メダル） 

7/5 第 1 戦    日本 17-0 イタリア  

7/5 第 2 戦    日本 44-5 カナダ   

7/6 第 3 戦    日本 14-21 フランス 

7/7 準決勝    日本 14-0 ロシア 

7/7 決勝          日本 15-12 南アフリカ   

 

(9)男子 7 人制ユースアカデミー 

①男子ユースフィジー遠征 

2019 年 8 月 1 日―8 日 場所：フィジー 

地元高校生とのゲーム形式練習・小学校訪問・砂丘トレーニング等 

 

 

（10）15 人制女子 

① 2019 年７月 13 日    日本（5-34）オーストラリア 

場所：ニューキャッスルスポーツグランド（オーストラリア） 

②  2019 年７月 19 日    日本（3-46）オーストラリア 

場所：ノースシドニーオーバル（オーストラリア） 

③  2019 年 11 月 16 日      日本（17-17）イタリア         

場所：トマッソファットーリスタジアム（イタリア） 

④  2019 年 11 月 24 日             日本（24-20）スコットランド           

場所：スコッツタウンスタジアム（スコットランド） 

 

（11）7 人制女子 

①HSBC ワールドラグビー女子セブンズシリーズ 2019-2020 コアチーム昇格大会 

2019 年 4 月 4 日−5 日 場所：香港 

結果：2 位 

4/4  第 1 戦          日本 54-0 メキシコ 

4/4 第 2 戦          日本 27-19 スコットランド 

4/4  第 3 戦          日本 35-0 ベルギー 

4/5  準々決勝戦  日本 27-7 香港 

4/5  準決勝戦    日本 19-24 スコットランド 

②HSBC ワールド―ラグビー女子セブンズシリーズ 北九州大会  
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2019 年 4 月 20 日―21 日 場所：北九州 

結果：12 位 

4/20  第 1 戦                                   日本 0-43 ニュージーランド 

4/20  第 2 戦                                   日本 19-33 フランス 

4/20  第 3 戦                                   日本 21-28 ロシア  

4/21 チャレンジトロフィートーナメント準々決勝  日本 17-28 フィジー 

4/21 11 位決定戦                              日本 0-7 中国 

③アジアラグビーセブンズシリーズ 韓国大会  

2019 年 8 月 31 日− 9 月１日 場所：韓国  

結果：1 位  

8/31 第 1 戦           日本代表 50 - 0 マレーシア代表 

8/31 第 2 戦           日本代表 36 - 5 香港代表 

9/ 1 第 3 戦           日本代表 34 - 7 スリランカ代表                                 

9/ 1  準決勝                 日本代表 22 - 5 カザフスタン代表 

9/ 1 決 勝            日本代表 19 - 5 中国代表 

④アジアラグビーセブンズシリーズ 中国大会 

2019 年 9 月 14 日− 9 月 15 日 場所：中国   

結果：1 位  

9/14 第 1 戦           日本代表 54 - 0 シンガポール代表 

9/14 第 2 戦           日本代表 12 - 19 カザフスタン代表 

9/15 第 3 戦           日本代表 27 -  0 タイ代表                                

9/15  準決勝                 日本代表 33 - 12 香港代表 

9/15 決 勝           日本代表 22 - 17 中国代表 

⑤アジアラグビーセブンズシリーズ スリランカ大会 

2019 年 9 月 28 日− 9 月 29 日 場所：スリランカ 

結果：1 位  

9/28 第 1 戦           日本代表 34 - 0 スリランカ代表 

9/28 第 2 戦           日本代表 24 - 0 香港代表 

9/29 第 3 戦           日本代表 31 - 0 タイ代表                                 

9/29  準決勝                 日本代表 22 - 14 中国代表 

9/29 決 勝           日本代表 26 - 5 タイ代表 

アジアシリーズ総合優勝 

⑥HSBC ワールドラグビー女子セブンズシリーズ 2019-2020 第 1 戦 アメリカ大会 
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2019 年 10 月 5 日− 10 月 6 日 場所：アメリカ  

結果：10 位  

10/5 第 1 戦                      日本代表  7 - 40 ニュージーランド代表 

10/5 第 2 戦                      日本代表 14 - 21 イングランド代表 

10/5 第 3 戦                         日本代表  0 –  9  ロシア代表 

10/6  チャレンジトーナメント 1 回戦      日本代表 21 - 19  フィジー代表 

10/6  9 位決定戦              日本代表 14 - 36  イングランド代表 

⑦HSBC ワールドラグビー女子セブンズシリーズ 2019-2020 第 2 戦 ドバイ大会 

2019 年 12 月 5 日―7 日 場所：ドバイ 

結果：12 位 

12/5 第 1 戦          日本代表    0 - 48  ニュージーランド代表 

12/6 第２戦         日本代表   7 – 21  フランス代表 

12/6 第３戦         日本代表  14 – 31  イングランド代表 

12/7 11 位決定戦        日本代表   12 - 14  ブラジル代表 

⑧HSBC ワールドラグビー女子セブンズシリーズ 2019-2020 第 5 戦 シドニー大会 

2020 年 2 月 1 日―2 日 場所：シドニー 

結果：9 位 

2/1  第1戦         日本代表  0-28 ニュージランド代表 

2/1  第2戦         日本代表  5-26  イングランド代表 

2/2 第3戦           日本代表 12-14  ロシア代表   

2/2  9位決定戦      日本代表  33-17  スペイン代表 

 

 

（12）女子 7 人制セブンズディベロップメントスコット 

①第 8 回 北海道バーバリアンズ７’s トーナメント大会 2019 

2019 年 6 月 15 日―16 日 場所：北海道 

結果：準優勝 

②オセアニアセブンズ（フィジー） 

2019 年 11 月 7 日―9 日 場所：フィジー  

結果：10 位 

11/7 第1 戦              SDS   0-26  ニュージーランド 

11/8 第2 戦              SDS  12 -5  カナダ 

11/8 第3 戦              SDS  10-28  オーストラリア 

11/9 7-10 位決定戦       SDS  39- 0  バヌアツ 
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11/9 9 位決定戦          SDS   5-10  カナダ 

③ドバイ ラグビーセブンズ 

2019 年 12 月 5 日―7 日 場所：ドバイ 

結果：3 位 

12/5 第1 戦            SDS  36-10  Phoenix Rugby 7s 

12/5 第 2 戦           SDS  38- 0  Ireland Development 

12/6 第3戦             SDS  15-12  Russia 

12/6 第 4 戦            SDS  35- 7  Thursday Night Lights 

12/7 準々決勝          SDS  12-10  Russia 

12/7 準決勝            SDS   5-12  France 7 Development Women 

12/7 ３位決定戦        SDS  21-12  Delta Drone Tuks Ladies Sevens 

 

（13）女子 7 人制ユニバーシアード日本代表 

①第 30 回ユニバーシアード競技大会（2019／ナポリ） 

2019 年 7 月 5 日―7 日 場所：イタリア・ナポリ 

結果：優勝（金メダル） 

7/5 第 1 戦        日本 24-17 フランス 

7/6 第 2 戦        日本 29-0 カナダ 

7/6 第 3 戦        日本 36-17 イタリア 

7/7 準決勝        日本 31-12 ロシア 

7/7 決勝          日本 33-7 フランス 

 

（14）U18 女子 7 人制セブンズディベロップメントスコット 

①ワールドスクールセブンズ 2019 ＠オークランド  

2019 年 12 月 13 日−14 日 場所：ニュージーランド 

結果：準優勝 

 

 

１１．技術委員会 

評価部門 

（1）試合視察活動 

   ①日本代表 

     ・ラグビーワールドカップ 2019   対ロシア代表（9 月 20 日） ＠東京 

     ・ラグビーワールドカップ 2019   対アイルランド代表（9 月 28 日） ＠静岡 

     ・ラグビーワールドカップ 2019   対サモア代表（10 月 5 日） ＠愛知 
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     ・ラグビーワールドカップ 2019   対スコットランド代表（10 月 13 日） ＠神奈川 

     ・ラグビーワールドカップ 2019   対南アフリカ代表（10 月 20 日） ＠東京 

     ・特別強化試合（ウルフパック）   対ハリケーンズ B（4 月 20 日） ＠千葉 

②ジュニアジャパン 

     ・パシフィック・チャレンジ 2020   対トンガ A（3 月 6 日） ＠フィジー スバ 

                                   対サモア A（3 月 10 日） ＠フィジー スバ 

                                   対フィジーウォリアーズ（3 月 14 日） ＠フィジー スバ 

    ③ユース 

       ・サニックスワールドユース交流大会 2019（4 月 28 日～5 月 5 日） ＠福岡 

       ・KOBELCO CUP2019 第 15 回全国高等学校合同大会（8 月 2 日～4 日） ＠長野 

       ・第 99 回全国高等学校ラグビーフットボール大会（12 月 27 日～1 月 7 日） ＠花園 

（2）合宿等視察活動 

    ①ジュニア・ジャパン／U20 日本代表 

・第 1 回ＴＩＤU20 キャンプ（4 月 12 日～14 日） ＠千葉 

・第 2 回ＴＩＤU20 キャンプ（5 月 31 日～6 月 2 日） ＠千葉 

・第 3 回ＴＩＤU20 キャンプ（6 月 5 日～9 日） ＠東京 

・第 4 回ＴＩＤU20 キャンプ（6 月 14 日～16 日） ＠千葉 

・第 8 回ＴＩＤU20 キャンプ（2 月 7 日～8 日） ＠東京 

・第 9 回ＴＩＤU20 キャンプ（2 月 12 日～18 日） ＠東京 

    ②ユース 

・ＴＩＤ Bigman＆Fastman キャンプ（12 月 22 日） ＠京都 

・第 4 回ＴＩＤユースキャンプ（1 月 30 日～2 月 1 日） ＠和歌山 

    ③女子 

      ・15 人制合同合宿＜女子 15 人制強化合宿・女子 TID 合宿＞（4 月 16 日） ＠埼玉 

      ・15 人制合同合宿＜女子 15 人制強化合宿・女子 TID 合宿＞（5 月 27 日） ＠千葉 

      ・15 人制合同合宿＜女子 15 人制強化合宿・女子 TID 合宿＞（6 月 18 日） ＠千葉 

    ④レフリー 

      ・HP レフリートレーニングキャンプ 計 5 回 

      ・トップリーグパネルレフリーキャンプ 計 2 回 

      ・レフリング視察 2019 トップリーグカップ戦 計 12 試合 

      ・レフリング視察 2020 トップチャレンジリーグ戦 計 11 試合 

      ・レフリング視察 2020 トップリーグ戦 計 5 試合 

      ・レフリング視察 第 56 回全国大学ラグビー選手権大会 計 2 試合 

技術開発部門 

代表チームへの情報提供／競技力向上ロードマップ作成／競技規則およびルーリング対応などを計画、以下を

具体的実践 

（1）Dart Fish による代表選手（15 人制ラグビーワールドカップ・7 人制各種大会）の動作分析 

（2）2019 アジアパシフィック・スポーツ分析会議開催（10 月 14 日～17 日） ＠愛知 
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   内容をラグビー科学研究 31-2 に掲載・発刊 

科学情報部門 

（1）ラグビー科学研究 vol.31-1,2 発刊（2020 年 3 月） 

（2）2019 アジアパシフィック・スポーツ分析会議開催サポート（10 月 14 日～17 日） ＠愛知 

審判部門 

RWC2019、東京オリンピック2020以降を見据え、ハイパンフォーマンスに特化した体制への移行と役割分担の明

確化を図る。 

（1） パネルレフリー(WR パネル・ARFU パネル) 活動・海外研修 

    ①RWC2019 マッチオフィシャル（アシスタントレフリー） 1 名選出 

②ワールドシリーズセブンズパネル女子 1 名、アジアパネル男子 4 名/女子 1 名、アジア 

      セブンズパネル男子 2 名/女子 2 名が活動 

    ③海外交流（派遣・受け入れ） NZ・Scotland・USA・UAE・Singapore・Korea 

    ④トップリーグパネル/ディベロップメントレフリー研修（千葉・東京・大阪・神戸） 

      ・千葉船橋/クボタスピアーズ（10 月）、東京青山/アジア会館（11 月）、大阪クライトン 

       ホテル、関西大学北陽高校（12 月）、大阪南港/NTT ドコモ（2 月）、神戸（2 月） 

      ・トップリーグチームとの合同セッション（11 月） 

    ⑤トップリーグレフリートレーニング研修（福岡、大阪、千葉、愛知、長野） 

      ・福岡宗像/サニックスブルース（4 月）、大阪・関西大学北陽高校（5 月）、千葉/NTT 

         コム（6 月）、愛知刈谷/豊田自動織機（7 月）、長野菅平（8 月） 

      ・トップリーグチームとの合同セッション（7 月） 

    ⑥アカデミーレフリー研修会 

      ・集合研修 計 4 回（東京・千葉・菅平・大阪） 

      ・トップリーグ機構レフリー研修会に参加（8 月東京） 

    ⑦セブンズユニット研修（11 月福岡） 

（2）国際大会派遣 

    ①WR セブンズシリーズ 

    ②オリンピックアジア予選（男女各 1 大会） 

    ③Asia Rugby Championship （香港 2 試合、マレーシア 1 試合、韓国 1 試合） 

    ④WR Rugby World Cup2021 (Women) 予選 （中国 2 試合） 

    ⑤Asia Rugby Sevens Series Men &Women（アジアセブンズシリーズ）韓国 4 名、 

       中国 3 名、スリランカ 3 名 

    ⑥World Rugby HP Academy 南アフリカ・Stellenbosch 

    ⑦海外セブンズ大会等に派遣 

（3）日本協会主催試合派遣 計 162 試合派遣 

    ①トップリーグ 48 試合 

② トップリーグカップ 63 試合 

③ トップチャレンジリーグ 28 試合  ※三支部協会主催大会 

    ④全国大学選手権大会 3 回戦以降 11 試合 
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    ⑤全国高校大会 準々決勝以降 7 試合 

    ⑥全国高専大会 決勝 1 試合 

    ⑦全国地区対抗 決勝 1 試合 

    ⑧全国クラブ選手権大会 準決勝・決勝 3 試合 

（4）代表チームサポート（合宿派遣等） 計 41 回 

    ①男子 15 人制 日本代表 12 回 

    ②男子 15 人制 U20 代表 2 回 

    ③男子 15 人制 高校代表 2 回 

    ④女子 15 人制 日本代表 9 回 

    ⑤男子 7 人制  日本代表 2 回、ユース 4 回 

    ⑥女子 7 人制  日本代表 5 回、ユース 5 回 

HP コーチング部門 

（1）JRFU エリートコーチ育成 

    ①JRFU トップチームコーチ会議開催 

     ・2019 年 4 月 6 日（土）13:00～16：00   関西協会＠立命館大学いばらきキャンパス 

     ・2019 年 5 月 18 日（土）13:00～16：00  九州協会＠九州協会 

     ・2019 年 5 月 25 日（土）13:00～16：00  関東協会＠国立オリンピックセンター 

    ②JRFU ユース＆リソース＆ブロックコーチキャンプ 

     ・2019 年 4 月 21 日（日）〜23 日（火） ＠千葉県柏市 

    ③TID ユースキャンプ【U20 日本代表および U19 日本代表候補合宿】 

     ・U20 日本代表  2019 年 7 月 1 日〜22 日 ＠ブラジル 

     ・U19 日本代表  2020 年 1 月 30 日〜2 月 1 日  セレクション合宿 ＠和歌山 

                 2020 年 2 月 17 日〜19 日  強化合宿 ＠大阪 

 

（2）日本代表カテゴリー組織診断システム 

①チームレビュー診断（web 型アンケート） カテゴリーおよび実施期間 

2019 年 6 月 日本代表 U20 

2019 年 8 月 日本代表 U17 

（3）JRFU ハイパフォーマンスコーチ研究調査 

   ①2019 年 10 月  研究学会参加 Global Coach House/ICCE（国際エクセレントコーチ 

                    カンファレンス） 主催：日本 ＠東京 日本青年館ホール 

   ②2019 年 10 月 ワールドラグビートレーニング＆エデュケーションカンファレンス ＠福岡 

（4）JRFU コーチングアワード 

①2020 年 1 月 アワード候補者第一次選考 

②2020 年 2 月 アワード候補者第二次選考 

③2020 年 3 月 アワード候補者第三次選考 

④（2020 年 5 月 決定およびリリース）＊翌年度実施 

（5）エクスチェンジコーチングセッション 
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①2019 年 5 月 3 日 Sanix Word Youth エクスチェンジコーチングセッション 

各国協会関係者によるラグビー国家戦略共有 ＠九州 宗像市 

ユース戦略部門 

（１）U19 日本代表 

①TID ユースキャンプ【高校日本代表候補合宿】   

2019 年 6 月 21 日～23 日＠和歌山・上富田スポーツセンター 

2019 年 9 月 5 日～7 日＠東京・株式会社東芝 府中事業所敷地内グラウンド 

2019 年 12 月 20 日～22 日＠京都・同志社大学 

②高校日本代表セレクション合宿 

2020 年 1 月 29 日~2 月 1 日＠和歌山・上富田スポーツセンター 

③高校日本代表強化合宿 

      2020 年 2 月 17 日~20 日＠大阪・近畿大学 E キャンパス 

④高校日本代表直前合宿 

      ※新型コロナウイルスの影響で中止 

⑤高校日本代表ウェールズ遠征 

※新型コロナウイルスの影響で中止 

※2019 年度高校日本代表選出メンバーについては、「顕彰式」の開催を決定 

（2020 年内に実施予定） 

（2）U17 日本代表 

   ①U17 ブロックトライアウト  全国 9 ブロックで開催 

北海道：6 月 7 日（金）〜9 日（日） 定山渓バーバリアンズグランド 

東北  ：6 月 28 日（金）～30 日（日） 新青森県総合運動公園球技場 

関東  ：6 月 21 日(金)～23 日(日) 熊谷市 くまぴあ 

北信越：6 月 21 日(金）～23 日（日） 長野県上田市菅平 

東海  ：6 月 28 日（金）〜6 月 30 日（日） 三重交通Ｇｽﾎﾟｰﾂの杜鈴鹿 

近畿  ：5 月 31 日（金）～6 月 2 日（日） 奈良県御所市 

中国  ：6 月 14 日(金)～16 日(日) 山口県長門市俵山多目的交流広場 

四国  ：5 月 11 日(土)～12 日(日) 久万高原ラグビー場 

九州  ：7 月 6 日（土）～8 日（月） 湯布院スポーツセンター 

②U17 日本代表候補合宿 

2019 年 8 月 19 日（月）～22 日（木） ＠千葉 流通経済大学 

③第 27 回日韓中ジュニア交流競技大会 

2019 年 8 月 23 日（金）～29 日（木） 中国・湖南省長沙市 

第 1 戦（24 日） U17 日本代表（97- 3）長沙選抜 

第 2 戦（26 日） U17 日本代表（57-14）U18 韓国代表 

第 3 戦（27 日） U17 日本代表（76-17）U18 中国代表 

（2） TID キャンプ【Bigman&Fastman キャンプ】 

① 2019 年 8 月 1 日～4 日 ＠長野県・菅平高原 
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② 2019 年 12 月 21 日～23 日 ＠京都・同志社大学 

 

１２．普及育成委員会・普及育成部 

＜活動目的と方針＞ 

日本ラグビー戦略計画 2016-2020 に基づき、インテグリティの保持、安全対策の徹底を念頭におきながら、特に

若年層のラグビー普及と育成を目的として、以下の事業を実施 

 

＜事業＞ 

１．普及事業（基盤の整備） 

（１）学校体育を通した普及プログラムの実施 

①スポーツ庁委託事業「２０１９年ラグビーワールドカップ普及啓発事業」 

〇「タグラグビー」を活用したラグビーの普及・拡大 

・中学校タグラグビー導入モデル事業（タグティーチャー養成）の実施 

岩手県北上市 令和元年 9 月 4 日（水）場 所：北上市立北上南中学校 受講者：16 名 

千葉県柏市 令和元年 8 月 20 日（金）場 所：柏の葉公園体育館 受講者：105 名 

東京都江東区 令和元年 11 月 1 日（金）場 所：江東区立深川第八中学校 受講者：23 名 

大阪府 令和 2 年 2 月 22 日（土）場 所：大阪体育大学 受講者：40 名 

神戸市 令和 2 年 2 月 18 日（火）場 所：神戸市立筒井台中学校 受講者：43 名 

福岡県 令和元年 8 月 23 日（金）場 所：アクシオン福岡 受講者：10 名 

熊本県山鹿市 令和元年 7 月 23 日（火）場所：山鹿市菊鹿あんずの丘多目的体育館グリーンパルス 

受講者：14 名 

②タグラグビーエデュケーター養成  

認定者：7 名 

累 計：35 都道府県 182 名（エデュケーター）  7 都道府県 148 名（エデュケーター候補者） 

③タグラグビーティーチャー養成 

開催都道府県：北海道、宮城、福島、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨、愛知、静岡、岐阜、 

奈良、大阪、広島、福岡、佐賀、大分、熊本、長崎、宮崎、鹿児島、沖縄 

研修会開催数：66 回 受講者：3,001 名 

（２）全国一斉体験会の実施 

      RWC2019 開催都市を中心に全国のラグビースクールで開催 

      春（3 月～5 月）：8,000 人／秋（9 月～11 月）：18,000 人 

（３）情報交流基盤の整備 

      ①2019 年ＲＷＣに向けた取り組みついての集合会議 

       第 5 回：2019 年７月 7 日 

      第 6 回：2019 年 12 月 8 日 

      参加者：RWC 12 開催都市ラグビー協会の普及育成担当者 

 ②HP：SNS による情報発信 

      〇 ラ グ ビ ー フ ァ ミ リ ー ガ イ ド （ 普 及 育 成 総 合 HP ） ： https://www.rugby-
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japan.jp/RugbyFamilyGuide/index.html 

      〇コーチネット（コーチ情報 HP）：https://www.jrfucoach.com/ 

      〇ラグナビ（ラグビースクール検索サイト）：https://rugby-navi.jp/ 

      〇Impact Beyond 2019 Facebook：https://www.facebook.com/ImpactBeyond2019 

 

２．育成事業（プレー環境の整備） 

（１）各種エイジグレード大会の開催 

      小学生 

①サントリーカップ 第 16 回全国小学生タグラグビー選手権大会 

〇決勝大会 

期 間：2020 年 2 月 15 日、16 日 

場 所：味の素スタジアム・アミノバイタルフィールド（東京都） 

結 果：カップトーナメント優勝 

安達タグラグビー 

浦安ラグビースクール「浦安ウイングス」 

豊岡オールスターズ 

磐田タグラグビークラブ EARTH 

〇ボウルトーナメント優勝 

行田市立荒木小学校「武州荒木スピリッツ」 

日進レッドブラックス 

岡山市立高島小学校「グリーンボンバーズ」 

諫早クルセイダース 

恩納村立仲泊小学校「仲泊 TRC イエロー」 

〇シールドトーナメント優勝 

屯田ウインドブレイクス 

遠軽ラグビースクール Reds 

京都市立藤城小学校 

山口市立良城小学校「良城小ホワイトダイヤモンズ」 

財光寺ランランラガーズ 

石塚賞 

姶良市立重富小学校「重富ビクトリー」 

  ※大会 2 日目は選手等の安全を考慮し、各トーナメント第一試合のみ実施した。 

   各トーナメントの一回戦を勝利したチームはトーナメントの優勝とした。 

〇予選大会 

期 間：2018 年 9 月～2019 年 2 月 

場 所：全国 47 都道府県各会場   

参加チーム：1,243 チーム 参加選手：12,121 名  

参加者（選手・指導者・保護者等）合計：約 28,000 名 
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②三支部協会タグ・ミニラグビー交流助成事業 

〇関東協会 

第 30 回北海道ラグビースクール小学生大会、第 37 回北海道ラグビースクール中学生大会 

令和元年 9 月 14 日（土）～15 日（日）・小樽市サッカー・ラグビー場 

〇関西協会 

・北陸ミニラグビー交流大会  

2019 年 9 月 16 日 場 所：福井県運動公園 

・令和元年度第 6 回四国小学生タグラグビー選抜大会  

令和元年 9 月 8 日（日） 

・第 7 回クリスマス CUP 関西小学生タグラグビーチャンピオンシップ 

2019 年 12 月 21 日 場 所：滋賀県立長浜ドーム（滋賀県） 

・第 5 回北陸タグラグビーフェスティバル 2018 勧進帳 CUP in こまつドーム【新型コロナにより中止】 

2020 年 3 月 2 日 場 所：こまつドーム（石川県） 

〇九州協会 

・第 18 回タグフェスタｉｎ新富  

2019 年 10 月 12 日（土） 場 所：新富町三納代コミュニティー広場 

・第 11 回大分県小学生タグラグビー交流大会（タグフェスタ in 大分） 

2019 年 11 月 3 日 場 所：竹田市総合運動公園陸上競技場 

・タグ・ミニラグビーフェスタ 

2019 年 10 月 13 日 場 所：鹿児島県立鴨池緑地公園 

・第 22 回沖縄県スポーツレクリエーション祭タグラグビー大会兼タグフェスタｉｎ沖縄・第 16 回沖縄県女

子ラグビー大会 

2019 年 9 月 22 日 場 所：読谷村陸上競技場 

・オリエタルエアブリッジカップ タグラグビー大会 

2019 年 12 月 15 日 場 所：長崎県放虎原ラグビー場（大村市森園町） 

③三支部協会ミニラグビージャンボリー交流大会助成 

〇関東協会 

・SEINAN ラグビーマガジン CUP 関東ミニラグビー交流大会及び 2018 年菅平ミニラグビージャンボリー

交流大会 

期 間：2019 年 7 月 14 日～15 日 場 所：菅平高原サニアパーク(長野県) 

・SEINAN ラグビーマガジン CUP 第 19 回東北小学生ラグビーフットボール交流大会 

期 間：2019 年 10 月 5 日～6 日 場 所：山形総合運動公園ラグビー場(山形県)  

〇関西協会 

・第 13 回 関西ミニラグビージャンボリー交流大会 

期 間：2019 年 6 月 22 日～23 日  

場 所：淡路佐野運動公園多目的広場天然芝グラウンド(兵庫県) 

・SEINAN ラグビーマガジン CUP 関西ミニラグビー交流大会 2019  

2019 年 10 月 26 日 場 所： J-GREEN 堺(大阪府) 
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〇九州協会 

・SEINAN ラグビーマガジン CUP 第 45 回九州少年ラグビー交歓会 

期 間：2019 年 8 月 16 日～18 日 場 所：国立阿蘇青少年交流の家（熊本県） 

④ミニラグビーフレンドリーマッチ 

2019 年 1 月 11 日（土）場 所：秩父宮ラグビー場（東京都） 

参 加：関東支部推薦 山形ラグビースクール ／ 浦和ラグビースクール 

関西支部推薦 アウル洛南ジュニアラグビーフットボールクラブ 

      九州支部推薦 長崎ラグビースクール 

中学生 

①太陽生命カップ 2019 第 10 回全国中学生ラグビーフットボール大会 

期 間：2019 年 9 月 14 日～16 日 

場  所：ケーズデンキスタジアム水戸、水戸市ツインフィールド（茨城県） 

優勝チーム：中学校の部：東海大学付属仰星高等学校中等部  

ラグビースクールの部：ワセダクラブ・ラグビースクール、かしいヤングラガーズ 

女子の部：東京都女子代表、神奈川県女子代表 

予選大会参加チーム数・選手数：361 チーム、6274 名 

②第 25 回全国ジュニアラグビーフットボール大会 

期 間：2019 年 12 月 26 日～29 日 

場 所：江東区夢の島競技場、江戸川区陸上競技場、辰巳の森海浜公園ラグビー練習場 

優勝チーム：第１ブロック：福岡県代表  第２ブロック：神奈川県スクール代表  

第３ブロック：九州北部女子代表 

③三支部協会ジュニアラグビージャンボリー助成 

〇関東 

・第 21 回東日本ジュニアラグビー菅平ジャンボリー 

期 間：2019 年 7 月 27 日～28 日 場 所：菅平サニアパーク、市営グラウンド他（長野県） 

〇関西 

・第 21 回関西中学生ラグビーフットボールジャンボリー 

期 間：2019 年 7 月 26 日～28 日 場 所：ひだ数河高原ラグビー場他（岐阜県） 

〇九州 

・第 2１回九州ジュニアラグビー福岡・島原ジャンボリー大会 

福岡 期 間：2020 年 1 月 18 日～19 日 場 所：宗像市グローバルアリーナ 

長崎 期 間：2020 年 2 月 22 日～23 日 場 所：島原復興アリーナ 

④地域ブロック大会助成 

〇関東 

・第 17 回東日本 U15 ラグビーフットボール選抜大会 ※中止 

期 間：2020 年 3 月 14 日～15 日 場 所：K’s デンキスタジアム、水戸市ツインフィールド（茨城県） 

・第 40 回東北中学生ラグビーフットボール交流大会 

期 間：2019 年 8 月 3 日～4 日  
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場 所：ナショナルトレーニングセンター「J ヴィレッジ」（福島県） 

〇関西 

・第 11 回関西スクールジュニアラグビーフットボール新人交流大会 ※中止 

期 間：2019 年 3 月 22 日～23 日 場 所：淡路佐野運動公園・ボールパークあわじ（兵庫県） 

・第 23 回中四国ジュニアラグビーフットボール大会 

期 間：2019 年 8 月 31 日～9 月 1 日 場 所：防府スポーツセンター（山口県） 

・第21 回近畿スクールジュニア交流大会（兼第 24 回全国ジュニア大会近畿ブロックスクール予選大会） 

期 間：2018 年 11 月 16 日～17 日  

場 所：上富田スポーツセンター （和歌山県） 

〇九州 

・第 20 回ジュニアラグビー九州ブロック大会 

期 間：2019 年 11 月 9 日～10 日 場 所：湯布院スポーツセンター人工芝球技上場（大分県） 

（２）放課後ラグビープログラムの実施 

〇放課後ラグビープログラムモデル事業 

・東京都日野市クラス 

期 間：2 019 年 9 月〜11 月（全 9 回 9/3、10、17、10/1、8、15、29、11/5、12） 

場 所：日野レッドドルフィンズ練習グランド 参加者：38 名（男子 36 名/女子 2 名） 

・岩手県釜石市クラス 

期 間：2019 年 9 月～11 月（全 10 回 9/4、12、18、10/2、9、16、30、11/13、20、27） 

場 所：釜石市球技場  参加者：17 名（男子 14 名/女子 3 名） 

・静岡県静岡市 

期 間：2019 年 9 月～11 月（全 10 回 9/6、13、27、10/18、25、11/1、8、15、22、29） 

場 所：常葉大学附属橘中学校・高等学校グランド 参加者：21 名（男子 20 名/女子 1 名） 

・沖縄県読谷村クラス 

期 間：2019 年 10 月〜2020 年 1 月（全 10 回 10/24、31、11/7、14、28 、29、12/5、1/9、16、23） 

場 所：読谷村健康増進センター屋外広場、ZANPA SPORTS PARK 参加者：24 名（男子 17 名/女子

7 名） 

・千葉県浦安市クラス 

期 間：2019 年 11 月〜2020 年 2 月（全 9 回 11/7、14、12/5、12、19、1/16、30、2/6、13）  

場 所：NTT コミュニケーションズ「アークス浦安パーク」 参加者：50 名（男子 47 名/女子 3 名） 

〇放課後ラグビープロジェクト 

平日のラグビー環境のさらなる創設に向け、全国各地で取り組まれている類似の活動を特設 HP にて

紹介 

      札幌市：札幌市ジュニアアカデミー 

東京都：Bring Up Rugby Academy 

神奈川県：ラグビーパークアカデミー／チェイスラグビーアカデミー／ワイナスラグビーアカデミー／湘

南ベルマーレラグビーアカデミー 

千葉県：にしやんラグビー教室 
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千葉県／埼玉県：千葉アスリートアカデミー 

埼玉県：R’s Rugby Academy 

群馬県／埼玉県：ワイルドナイツスポーツプロモーションアカデミー 

大阪府／兵庫県：放課後ラグビーアカデミーカバジェーロ 

愛知県：豊田スポーツアカデミー 

静岡県：Bring Up Rugby Academy  

大阪府：東大阪 KINDAI クラブラグビー 

熊本県：玉名ラグビーアカデミー 

（３）国際交流プログラムの実施 

ラグビーを通じた国際交流プログラム事業（派遣・招へい） 

〇派遣事業 

派遣期間：2019 年 8 月 7 日（水）から 8 月 27 日（火） 

派 遣 先：ニュージーランド ベイオブプレンティ 

滞在方法：ニュージーランド家庭でのホームステイ 

内 容：英語及びラグビーのスキルアップを目的にした Game on English プログラム参加 

ラグビーを通じたニュージーランド文化・伝統学習 

帰国後の報告会及び 2019 年ラグビーワールドカップのレガシープラン推進活動参加 

参 加 者：12 名 

〇受入事業 

招へい期間：2019 年 10 月 1 日（火）～10 月 8 日（火） 

招へい者：フィジー、サモア、トンガの各国より中学生年代（13-15 歳）5 名＋引率 1 名（学校の教職員） 

計 18 名 

内容：10 月 1 日（火） 来日 

10 月 2 日（水） ジェネラルオリエンテーション 

東大阪市概要（東大阪市花園ラグビーワールドカップ 2019 推進室） 

東大阪市 野田義和市長表敬 

10 月 3 日（木） スポーツ庁 鈴木大地長官面会 

RWC2019 フィジー vs ジョージア観戦（花園ラグビー場） 

10 月 4 日（金） 東大阪市立上小坂中学校訪問 

NASA チーフサイエンティスト講演会 

10 月 5 日（土） 近鉄ライナーズ交流会 

日本 vs サモア戦観戦（パブリックビューイング） 

10 月 6 日（日） あべのハルカス見学 

大阪城見学（外観のみ） 

10 月 7 日（月） 東大阪市立小坂中学校訪問 

10 月 8 日（火） 離日 

（４）指導者の育成 

①有資格者数 （2020 年 6 月 7 日現在） 
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スタートコーチ：8,730 名 C 級コーチ：313 名   

B 級コーチ：1,117 名   A 級コーチ：1,029 名   S 級コーチ：53 名 

②2019 年度資格新規取得者 

スタートコーチ：2,109 名  C 級コーチ：201 名  

B 級コーチ：96 名  A 級コーチ：81 名  S 級コーチ：1 名 

③資格認定講習会開催状況 

（ア）スタートコーチ認定講習会：全国合計 50 回 

（イ）C 級コーチ：全国合計 19 回 

開催地：青森県、秋田県、埼玉県、東京都、千葉県、静岡県、岐阜県、三重県、広島県、福岡県、 

自衛隊  

（ウ）B 級コーチ 

関東支部（東京都）: 2019 年 7 月 13 日（土）～15 日（月）/会場：秩父宮ラグビー場ほか 

関東支部（岩手県）： 2019 年 1 月 11 日（土）〜1 月 13 日（月）/会場：盛岡大学 

九州支部（福岡県）： 2019 年 7 月 24 日（水）～26 日（金）/会場：福岡大学 

関西支部（大阪府）： 2019 年 9 月 14 日（土）〜16 日（月）/会場：大阪体育大学 

（エ）A 級コーチ 

関東支部（埼玉県）： 2019 年 7 月 20 日（土）～24 日（水）/会場：立正大学熊谷キャンパス 

関西支部（大阪府）： 2019 年 2 月 1 日（土）2 日（日）8 日（土）9 日（日）10 日（月）/ 

会場：大阪体育大学及び関空ジョイテルホテル 

九州支部（福岡県）： 2019 年 7 月 24 日（水）～28 日（日）/会場：福岡大学 

トップアスリート会場（神奈川県）： 2019 年 8 月 19 日（月）〜23 日（金） 

/会場：日本体育大学 

（オ）S 級コーチ 

日程：2019 年 5 月 20 日（月）～22 日（水）/2019 年 12 月 9 日（月）～12 月 11 日（水） 

/会場：秩父宮ラグビー場 

④ブラッシュアップ研修会（集合型）：25 回 

⑤コーチカンファレンス 

（ア）関西支部（大阪府）：2020 年 6 月 20 日（土） 場所：立命館大学いばらきキャンパス 

（イ）関東支部（東京都）：2020 年 6 月 13 日（土） 場所：国立オリンピック記念青少年総合センター 

（ウ）九州支部（福岡県）：2020 年 5 月 23 日（土） 場所：福岡大学 

⑥JRFU 講師養成講習会 

2020 年 2 月 15 日（土）16 日（日）23 日（日）/会場：アジア会館 

⑦オンライン講習会（2019 年 4 月～3 月 31 日） 

Gaccco システムのオンライン講習会を受講した人数：444 名 

（スタートコーチ・C 級コーチブラッシュアップと特別措置でスタートコーチとして受講した総人数） 

⑧ミニラグビー研修会助成 

・関西地区ラグビースクール指導者講習会 

期 間：2019 年 2 月 22 日～23 日 場 所：天理教第 38 母屋（奈良県） 
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・2019 年度指導者講習会～ラグビースクールプロモーション～ 

期 間：2019 年 7 月 6 日～7 日 場 所：宮崎県宮崎市北部土地区画整理事業記念体育館ほか 

 

（５）U12 競技規則の検討より安全にプレーできるようにルールについて検討 

（６）U12 ラグビー審判制度の試行 

U12 の安全性およびレフリングや声掛けなど年代特性の研修を実施によるミニラグビーレフリーの育成 

U8 のタグラグビー指導に関する HP 作成の準備 

 

３．RWC 開催都市との連携事業 

（１）未来計画の推進 

①札幌市・北海道ラグビーフットボール協会 

＜取組事項１＞小学校におけるタグラグビーの普及促進 

・市内全小学校（199 校）タグラグビーセット配布・教員向けタグラグビー普及説明及び出前授業実施 

＜取組事項２＞児童会館におけるタグラグビーの普及促進 

＜取組事項３＞国際交流の推進 

・ラグビートップアスリート市内小学校交流授業等 

②岩手県・釜石市・岩手県ラグビーフットボール協会 

＜取組事項１＞釜石鵜住居復興スタジアムの整備 

＜取組事項２＞いわて・かまいしラグビー応援団＆応援の店 

＜取組事項３＞「アワード・フォー・キャラクター」の受賞 

＜取組事項４＞ラグビーを通じた国際交流 

(1)2018 シーズン「クライスト・カレッジ高校」招聘事業  

(2)2019 シーズン「カシミア高校」招聘事業 

(3)チャリティーフォーオールとしてダン・カーター、リッチー・マコウがイベント実施 

＜取組事項５＞復興の姿の国内外への情報発信 

＜取組事項６＞復興後の地域づくりを担う子どもたちの人材育成 

・ラグビーワールドカップに関する学習、あいさつ運動、おもてなし活動、タグラグビー体験等 

＜取組事項７＞県内各地でのパブリックビューイングの開催 

＜取組事項８＞ナミビア・カナダチームによる被災地支援や交流活動 

＜取組事項 9＞全国一斉ラグビー体験会への参画・周知 

＜取組事項 10＞いわてスーパーキッズ発掘・育成事業への参画 

＜取組事項 11＞地域イベントへの参画 

③埼玉県・熊谷市・埼玉県ラグビーフットボール協会 

＜取組事項 1＞全国一斉ラグビー体験会への参画・周知 

＜取組事項 2＞ボランティアチーム「BAND」の設立 

・ラグビーを支える地域住民とのつながりの形成 

＜取組事項 3＞タグラグビーセット配布 

・2109 年 3 月末現在 対象学校数 819 校に対して 266 校配布、達成率 33％ 
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＜取組事項 4＞放課後・休日ラグビープログラムの拠点を整備 

・4 年間で 233 名が参加 

＜取組事項 5＞ラグビータウン熊谷の新たな取組み 

・ラグビーの普及と地域振興 

＜取組事項 6＞トップリーグチームのホーム誘致を進める 

・トップチームを核としたまちづくり、地域振興を推進 

＜取組事項 7＞ 熊谷ラグビー場を核とした基盤整備 

④東京都・東京都ラグビーフットボール協会 

＜取組事項１＞ラグビーなどスポーツの裾野拡大・スポーツ振興 

・都主催イベントでのラグビーをはじめとした、多様なスポーツ体験を実施 

＜取組事項２＞試合会場の整備等 

＜取組事項３＞東京の魅力を世界に発進 

＜取組事項４＞大会を支えるボランティアの活用等 

＜取組事項５＞ラグビー普及に向けた取組 

・都内被災地ジュニアラグビー選手を対象とした観戦招待・交流事業、全国一斉ラグビー体験会への参

画・周知、東京都教育庁と「国際的なスポーツ大会を契機とした体力向上事業」での協働 

⑤神奈川県・横浜市・神奈川県ラグビーフットボール協会 

＜取組事項１＞ラグビー競技の普及・強化 

（ア）「する」ラグビーの推進 

1. 元ラグビー代表選手等の小学校訪問事業（講演＋タグラグビー体験）【横浜市】 

2. 特別支援学校でのタグラグビー教室【神奈川県】 

3. 小学校でのタグラグビー普及強化【神奈川県、横浜市、神奈川県協会】 

4. 小学校教諭向けタグラグビー指導の実施【県協会、神奈川県、横浜市】 

5. 各区単位の小学校へのタグラグビー出前講座の実施。（港北区、神奈川区、西区など） 

6. 港北カップタグラグビー大会の開催（2018、2019） 

7. ミルキーラグビーフェスティバル 2019 in 横浜八景島【県協会】 

8. はじめてのラグビー一斉体験会（2019 年は春と秋に実施） 

9. ミニラグビーの推進 

10. 障害者スポーツの普及【神奈川県、横浜市】 

（イ）「みる」ラグビーの推進 

1. RWC2019 における子ども招待事業【神奈川県・横浜市】 

2. トップリーグと連携した取組【県協会、神奈川県、横浜市】 

3. 女子ラグビー応援企画【横浜市】 

4. パブリックビューイングの実施（2017-2019）【神奈川県・横浜市】 

5. キックオフ・ラリー2019 実施【県協会】 

（ウ）「ささえる」ラグビーの推進 

1. タグティーチャー講習会の実施【県協会、神奈川県、横浜市】 

2. 小学校教諭向けタグラグビー指導の実施【県協会、神奈川県、横浜市】 
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＜取組事項２＞ ラグビーの競技や精神の普及・交流を通じた「優しさにトライ」の実現 

（ア）「優しさにトライ」プロジェクト 

1. 県内トップリーグ開催試合での美化活動 

2. 県内ビーチでの美化活動 

3. トンガ王国との交流 

4. （２）ラグビーを通じた国際交流 

5. こどもラグビーワールドフェスティバル 

6. 世界から 6 か国（NZ、豪、イングランド、スコットランド、イタリア、インドネシア）を招待し、文化

交流（4/18-19）、ラグビー交流（4/20-21、＠日産スタジアム）を実施。 

7. 日豪少年少女ラグビー交流フェスティバル（2017 年）、日新豪少年少女ラグビー交流フェステ

ィバル（2018 年）の実施 

8. スコットランド代表 HC による市内高校生向けラグビークリニック 

9. RWC2019 キャンプ地での交流 

10. RWC スポンサーによるラグビー国際交流の実施 

⑥静岡県・静岡県ラグビーフットボール協会 

＜取組事項１＞ボランティアによるおもてなし 

＜取組事項２＞小中学生世代へのタグラグビーの普及 

・小中学生世代のタグラグビーの普及を図るため、元日本代表選手による小学生を対象としたタグラグ

ビー教室を実施。また、学校での普及を図るため、小中学校教員等を対象としたタグラグビーの指導者

養成講習会を開催 

＜取組事項３＞ラグビー文化の醸成を図るタグラグビーを中心とした普及イベント 

＜取組事項４＞ラグビー文化の醸成を図る、毎年開催の県内ラグビーフェスタ 

＜取組事項５＞ラグビー文化の醸成を図る、カジュアルラグビーFIVES をラグビーワールドカップ期間

中エコパおもてなしエリアで実施 

＜取組事項６＞小中学生を対象としたラグビー授業の実施 

・「ノーサイド」や「One for All、All for One」などのラグビー精神を通して、人間性を育むことを目的に、

子ども向けのラグビーの教本を作成 

＜取組事項７＞教育プログラムの実施 

＜取組事項８＞高校生研修の実施 

＜取組事項９＞外務省対日理解促進交流プログラム JENESYS2016、2017、2018 

・ASEAN10 カ国、東ティモールの中高生とのタグラグビー（FIVES）交流事業 

＜取組事項 10＞地域クラブの創設 

・女性や子どもに特化した地域スポーツの活性化、一般社団法人アザレア・スポーツクラブ設立 

⑦愛知県・豊田市・愛知県ラグビーフットボール協会 

＜取組事項１＞ボランティアレガシー 

・大会を契機とした豊田市民有志のレガシー実行委員会を設立した 

＜取組事項２＞豊田スタジアムの改修 
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＜取組事項３＞豊田スタジアムへのアクセス道路等の整備 

＜取組事項４＞豊田市の魅力を多言語で紹介するウェブサイトにグルジア語とイタリア語を追加  

＜取組事項５＞タグラグビーの普及 

(ア) タグラグビーイベントの実施愛知県内のイベントで誰でも楽しめるタグラグビーイベントを開催 

(イ) 豊田市民向けタグラグビー教室の実施 

(ウ) 豊田市内小・中学校でのタグラグビー体験会の実施 

(エ) タグラグビーティーチャー講習会の実施 

(オ) 小中学校教員向けのタグラグビー指導者養成研修会等の実施 

(カ) スポーツ推進委員向けのタグラグビー指導者養成研修会等の実施 

＜取組事項６＞ラグビーボールの寄贈・配布 

＜取組事項７＞教育プログラムの実施 

⑧大阪府・東大阪市・大阪府ラグビーフットボール協会 

＜取組事項１＞国際水準の設備、大会開催のブランド効果を活かした花園ラグビー場のさらなる活用 

（活動１）花園ラグビー場の大規模改修により国内外のトップレベルの試合（国際試合、 

ジャパンラグビートップリーグ等）の開催を促進する。 

（活動２）会場周辺（花園中央公園）との一体的な魅力を発信する。大阪府ラグビーカーニバル 

の実施 

＜取組事項２＞ラグビーの裾野を拡大 

（活動１）小中学校にてタグラグビーを普及促進する 

・東大阪市内の小学校にて、体育の授業でタグラグビーを実施等 

（活動２）選手やコーチによる出張ラグビー教室や試合観戦の優待、体験イベントの実施等により、ラグ

ビーの楽しさに触れる機会を創出する 

・ラグビーの裾野拡大を図る様々なラグビーイベントを実施、・トップアスリート小学校ふれあい授業を実

施、ラグビー体験を通じたラグビーの魅力発進、イベントを活用したラグビー体験の実施 

＜取組事項３＞スポーツの素晴らしさを通じた都市魅力のアピール 

＜取組事項４＞海外との交流の促進 

＜取組事項５＞経験者の呼び戻し 

・シニアラグビーなど競技者層の拡充を図る、タグラグビー指導者講習会を継続実施 

⑨神戸市・兵庫県ラグビーフットボール協会 

＜取組事項１＞地元チームの活躍と、経済界も一緒になった取り組み[みる・ささえる] 

・企業や経済界と連携し、まち全体でラグビーを楽しむ雰囲気づくりを行った 

＜取組事項２＞スポーツツーリズムの推進[みる・ささえる] 

＜取組事項３＞ラグビー教室や体験会・スクール交流戦等の実施[する・みる] 

・全国一斉ラグビー体験会、ストリートラグビーin KOBE、小学生ラグビー教室等 

＜取組事項４＞誰もが楽しめる 5 人制タグラグビーFIVES を実施［する・みる］ 

・５人制タグラグビーFIVES（Impact Beyond 認定）を開催 

＜取組事項５＞FIVES には若い世代が運営に参画［ささえる］ 

＜取組事項６＞スポーツボランティアの確立［ささえる］ 
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⑩福岡県・福岡市・福岡県ラグビーフットボール協会 

＜取組事項１＞県民・市民のスポーツの振興 

(ア) 気運醸成イベントの開催 

(イ) パブリックビューイング開催 

(ウ) ラグビーワールドカップ 2019 福岡会場観戦招待事業 

(エ) 福岡フューチャーセッション活動の推進 

＜取組事項２＞地域経済の活性化 

＜取組事項３＞スポーツを起点としたアジア諸国との交流拠点づくり 

・アジアラグビー交流フェスタの開催 

アジア地域のラグビーの健全な普及・発展及びオリンピックやワールドカップを目指すプレイヤーのアジ

アレベルでの交流・育成を図ることを目的に実施 

＜取組事項４＞ラグビーの普及強化 

(ア) ラグビートップ選手派遣事業 

(イ) タグラグビー指導者養成研修会 

(ウ) 全国一斉ラグビー体験会 

(エ) ラグビー体験授業 

＜取組事項５＞ラグビーをとおしたアジアとの国際交流 

・アジアラグビー交流フェスタの実施運営 

＜取組事項６＞組織力の強化 

・ラグビーを支える人材の発掘・育成を行い、今後もラグビーに携わることができる環境を整えていくた

めの組織力の強化を図った 

＜取組事項７＞地域に根付いたラグビー文化の構築 

・キャンプ地におけるラグビー文化の交流等 

⑪熊本県・熊本市・熊本県ラグビーフットボール協会 

＜取組事項１＞ 震災からの復興の姿の発信 

・ＲＷＣ２０１９の成功等を震災復興のマイルストーンとして取組みを実施する。 

＜取組事項２＞ スポーツの普及と振興 

・誰もが生涯、スポーツを楽しめる環境の整備等を行い、県民へのスポーツの普及と振興を図る。 

 ・県内小学校等でのタグラグビー教室やタグラグビー大会の実施 

＜取組事項３＞ インバウンド観光の推進 

・世界中からの旅行者に熊本の素晴らしさを体感してもらい、リピーターを増やす取組みを推進する。 

＜取組事項４＞ 国際交流の促進 

・ＲＷＣ２０１９等の開催を国際交流の機会と捉え、これを継続できる取組を推進する。 

＜取組事項５＞ラグビー人を育てる ～未来の熊本ラグビーの柱となる肥後モンを育てる。 

・平日の放課後もラグビーが出来る環境を整備し、中学生等の競技者の拡大を図った 

＜取組事項６＞ラグビーでつながる ～障がい者を含む他のスポーツとの交流を深める。 

・障がい者スポーツと「まちなかイベント」を合同開催するなど、誰もがラグビー 

を楽しめる環境づくりに取組んだ 
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＜取組事項７＞ラグビーの魅力を熊本から発信する～ラグビー人による広報体制強化に取組む。～ 

・イベント情報や注目選手、協会の取り組みなどのトピックスを盛り込んだ定期情 

報紙を新設 

⑫大分県・大分県ラグビーフットボール協会 

＜取組事項１＞ラグビーの魅力と感動の共有、グローバル人材の育成 

    ・来県チームと県民の地域交流イベント等実施 

    ・中学校拠点型ラグビー部（別府市）の創設 

    ・HP や SNS 等を活用してラグビーイベント等の情報を積極的に発信 

    ・県内の学校訪問事業（幼・小・中学校）を地域協会と連携を図り実施 

    ・大分県協会自主運営放課後ラグビーの実施 

    ・県内のイベント等においてラグビーを体験する機会を創出 

    ・経験者や保護者等を中心にラグビーイベント等を支えるボランティアを育成 

    ・タグラグビー指導者やコーチの研修を通じて、ラグビーの普及を支える人材を育成 

    ・トップ選手などの協力を得て、技術力の向上を目指す選手、指導者の育成 

    ・普及育成を推進するため、地域協会の設立を促進 

    ・ファンゾーン活動ラグビーアクティビティの運営実施 

＜取組事項２＞海外誘客（インバウンド）の加速 

＜取組事項３＞海外との継続的な交流 

・海外高校生等との交流や国際理解促進のためトップリーグ外国人選手との遠隔交流授業、副教材

（小学校 5・6 年）を活用した国際理解教育や RWC 給食を実施 

 

４．ラグビーリンク事業 

（１）ラグビー関連団体との連携 

 ①FIVES（タグラグビー）参加者：1,915 人 

    ②田んぼラグビー参加者：2,278 人 

    ③Street Rugby：8,000 人 

    ④第 12 回ヒーローズカップ 期 間：2019 年 10 月～2020 年 2 月 

 

５．国際協力事業 

（１）JICA-JRFU アジアスクラムプロジェクトの実施 

JICA 海外協力隊 

ウズベキスタン 期間：2017 年 7 月 4 日〜2019 年 7 月 3 日（2 年派遣） 

インドネシア 期間 ：2018 年 7 月 31 日〜2019 年 7 月 30 日（大学連携） 

インドネシア 期間 ：2019 年 8 月〜2019 年 9 月（短期・大学連携 4 名） 

インドネシア 期間 ：2019 年 9 月 3 日〜2020 年 9 月（コロナのため 2020 年 3 月末より一時帰国中） 

インドネシア 期間 ：2020 年 2 月〜2020 年 3 月（短期・大学連携 9 名） 

マダガスカル 期間 ：2017 年 9 月 26 日〜2020 年 3 月（2 年派遣） 

マダガスカル 期間 ：2019 年 7 月 31 日〜2019 年 8 月 30 日（短期 3 名） 
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ラオス 期間：2019 年 7 月 18 日〜2021 年 7 月 17 日（コロナのため 2020 年 3 月末より一時帰国中） 

インド 期間 ：2019 年 12 月 2 日〜2021 年 12 月 1 日（コロナのため 2020 年 3 月末より一時帰国中） 

インド 期間 ：2020 年 2 月〜2020 年 3 月（短期・大学連携 8 名） 

（２）JENESYS プログラムの実施 

内 容：タグラグビー指導及び交流大会 

期 間：2019 年 9 月 13 日～21 日 場 所：時之栖 （静岡県）、ワールドカップ開幕戦 

訪日団：ASEAN10 カ国・東ティモール約 164 名 

（３）Sport for Tomorrow 事業の実施 

①JSC-JRFU 連携ラグビー国際貢献プロジェクト 

期 間：2019 年７月 16 日～23 日  場 所：インド 派遣者：7 名 

目的：車いすアスリートや女性アスリートの環境改善・社会参画支援 

②JSC-JRFU 連携ラグビー国際貢献プロジェクト 

期 間：2019 年 2 月 27 日～3 月 3 日 場 所：インド 派遣者：5 名 

目的：車いすアスリートの環境改善・社会参画支援 

（４）その他 

①カトマンズラグビーフェスティバル・普及・強化活動 

期間：2019 年 5 月１７日〜２１日 場所：カトマンズ（ネパール） 

派遣者：菊谷崇、乾あゆみ 

目的：カトマンズラグビーフェスティバル参加、普及活動、ネパール代表チームへのコーチング 

②Child Fund「Child Fund Pass It Back Cup delivered by DHL」 

期 間：2019 年 7 月 29 日～ 8 月１日 場 所：大分県別府市  

訪日団：ラオス 12 名、オーストラリア先住民アボリジニ 10 名、日本 24 名 

③Impact Beyond 2019 Legacy Programme Asia Rugby Invitation 

期間：2019 年９月１８日〜２１日 場所：流通経済大学 

目的：Asia Rugby 加盟協会（26 カ国）から次世代を担う人材（選手４８名、引率者 26 名）をラグビーワー

ルドカップ開幕戦などに招待し、今後のアジアにおけるラグビーの発展を目指す。 

④Asia Rugby Award  

   期間：2019 年 11 月 16 日・17 日 場所：バリ島（インドネシア） 

 目的：アジアラグビー協会より、「Award for Character 2019」を受賞 

 （この賞は、ラグビーのコアバリューを優れた形で体現した個人、協会に贈られる賞である。） 

⑤スリランカ・ネパール視察 

期間：2020 年 2 月 6 日〜15 日 場所：カトマンズ（ネパール）、コンボ、キャンデイ・ゴール（スリランカ） 

派遣者：伊藤悠理（日本ラグビー協会） 

目 的： 

〇青年海外協力隊派遣地域の事後調査 

〇協力隊派遣・再派遣を希望する地域の調査 

⑥キルギス共和国・ウズベキスタン視察 

期間：2020 年 2 月 12 日〜20 日 場所：キルギス共和国・ウズベキスタン 
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派遣者：服部貴紀 

目的： 

〇Asian Scrum Project（以下、ASP）の成果と課題を洗い出す 

今後のより効果的なプロジェクト案件形成に向けた相手協会ニーズを確認する 

〇社会課題解決にラグビーが貢献できる取り組みの調査を行う 

⑦Asia Scrum Project 報告書とパンフレットの作成 

目的：これまでの Asia Scrum Project の生い立ちと活動報告を今後の活動に活かしていく為 

⑧ヨルダンへのビデオレター 

目的：3 月に訪問予定であったヨルダンにコロナウィルスの影響で訪問できなかった為、ビデオレターを

励ましの意味を込めて送信 

 

 

 

１３．安全対策委員会 

（１）安全推進講習会 ４～5 月 各県 

（２）安全推進伝達講習会 

関東 2020 年 1 月 19 日 

関西 2020 年２月 4 日 

九州 2020 年１月２６日 

（３）セーフティアシスタント認定講習会 各県 

 

 

１４．メディカル委員会 

1.メディカル委員会総会、三支部連絡協議会の開催 

  【総 会】 （covid-19 のため）年度内未実施 

  【三支部連絡協議会】 2019 年 11 月 17 日 於秩父宮ラグビー場会議室 

 

2.各カテゴリー日本代表チームへのメディカルサポート 

 

3.日本協会主催試合へのマッチデードクター、メディカルコミッショナーの派遣 

 

4.ラグビードクターカンファレンスの開催 

  第四回ラグビードクターカンファレンス 2020 年 2 月 8 日 於オリエンタルホテル博多 

 

5.スーパーラグビー日本チーム（サンウルヴス）メディカル部門へのサポート 

 

6.安全推進講習会開催への協力 

  安全・インテグリティ推進講習会 
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関東協会 2020 年 1 月 19 日 於青山高校 

九州協会 2020 年 1 月 26 日 於九州協会会議室 

関西協会 2020 年 2 月 2 日 於大阪興國高校 

 

7.World Rugby medical course 講習会の開催 

  Immediate Care In Rugby Level2 更新講習会 2019 年 5 月 1 日 

  Prehospital Immediate Care In Sports Level2 更新講習会 2019 年 4 月 29.30 日 

     於日本青年館 

 

8.アジア協会主催試合等へのマッチデードクターを含むメディカルスタッフ派遣 

  香港セブンス 2019 年 4 月 4.5.6 日於香港 田村謙太郎・服部惣一・浦野哲盟・山本順啓・ 

篠原靖司・山田睦雄・木山輝郎・大岩晋・万本健生  

  Asia Rugby Championship 韓国対マレーシア 2019 年 5 月 18 日 於韓国 浦野哲盟  

  東京五輪アジア予選 2019 年 11 月 2.3.4 日 於韓国 山田睦雄  

 

9.WR メディカルカンファレンスへの派遣 

   2019 年 10 月 15.16.17 日 於福岡 中村明彦・守屋拓朗 

 

10.RWC2019 組織委員会への協力 

 

＜トレーナー部門＞ 

1) セミナー/研修会開催  

＜セミナー＞  

今年度開催せず。＊2019RWC に伴う国内日程により開催時期調整つけず 

                     （昨年度計 216 名、一昨年度 174 名） 

＜研修会＞   

・JRFU トレーナー研修会（九州）  8/11 参加者 22 名 

「ラグビーにおける競技復帰までの RTP プロトコル」 

久々知修平 国立スポーツ科学センター 

・JRFU トレーナー研修会（関東）  8/17 参加者 48 名 

「SCAT5 を中心とした脳振盪の疑い時の評価方法 

坂根 正孝 一般財団法人筑波麓仁会 筑波学園病院 

・JRFU トレーナー研修会 ～女子選手に関わる方のための研修会～ 2/15 参加者 45 名ビデオ受講者 42

名 

「外傷・障害予防プログラム”World Rugby: ACTIVATE”」 

平井 晴子 日本協会トレーナー部門委員 

「ラグビー現場における外傷対応」 

田中 彩乃 日本協会トレーナー部門委員 
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「女性アスリートのコンディショニング」 

高尾 美穂 イーク表参道 

 

2)令和元年度 JSPO-AT 養成講習会受講推薦者結果 

5 名応募 ⇒ 4 名推薦（JRFU→JSPO） ⇒ 受講受諾者 2 名 

 

3)令和 2 年度 JSPO-AT 養成講習会受講推薦者選定 

4 名応募 ⇒4 名推薦（JRFU→JSPO） ⇒受講受諾結果は、令和 2 年 5 月に通知予定 

 

4)日本代表サポート 男子 15 人制日本代表  井澤秀典 青野淳之介 

＊マッサージセッション（合宿・大会期間中） 

7 人制日本代表 古舘昌宏 若林重光 二橋元紀  

伊津野立一 

U20 久々知修平 萩原章雄、高校代表 大石徹、 

アカデミー 狩野祐司 

女子 15 人制 日本代表  木村朱里 

7 人制  日本代表/アカデミー 安永華南絵 松岡紗也香 

 

5)派遣（公募）事業  

・男子 15 人制代表トレーナー/7 人制代表トレーナー 

・女子 15 人制代表トレーナー/7 人制代表トレーナー 

・U-20(JWC)サポートトレーナー 

・U19 ｾﾚｸｼｮﾝ合宿 サポートトレーナー 

・高校代表トレーナー 

・TID ユースキャンプ 

・NDS（ナショナルデベロップメントスコッド）キャンプ サポートトレーナー 

・サンウルブスアスレティックトレーナー 

・スーパーラグビー マッサージサポート 

・2019RWC MO → 公募サポート 

・東京 2020 オリンピックメディカルスタッフ(ラグビー)  

Athlete Care Assistant/理学療法士 

 → 公募サポート 

 

  6)安全対策委員会連携事業 

    ・高校花園全国大会 代表者会議出席、SA 活動視察(石山、山根) 

・JRTL メディカルコントロール部会 SA 認定講習会(石山) 10 名 
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１５．女子委員会 

（１） 第 6 回全国女子ラグビーフットボール選手権大会 

2019 年度より、大会の競技力向上や女子ラグビーの発展、選手の負担等を考慮し、高校の部、東西対抗

戦を無くし、同大会へ一本化することとした。 

【準決勝】 

日程 2020 年 1 月 26 日 会場  三重交通 G スポーツの杜鈴鹿 サッカー・ラグビー場 

概要 関東大会、関西大会の結果により会長杯を争う 15 人制大会 

結果 決勝進出 RKU ラグビー龍ケ崎 GRACE / 横河武蔵野 Artemi-Stars 

【決勝】 

日程 2020 年 2 月 9 日 会場 熊谷スポーツ文化公園ラグビー場 A グラウンド 

概要 関東大会、関西大会の結果により会長杯を争う 15 人制大会 

結果 RKU ラグビー龍ケ崎 GRACE / 横河武蔵野 Artemi-Stars 

＊同点のため、両チーム優勝 

（２）第 99 回全国高等学校ラグビーフットボール大会 U18 花園女子 15 人制 

日程 2019 年 12 月 27 日（金） 会場 大阪府・東大阪市花園ラグビー場 

概要 全国を東西に分け、各地域で選抜された選手による 15 人制の試合 

結果 EAST（東軍） 0-31 WEST（西軍） 

（２） 大学女子 7 人制ラグビーフットボール交流大会-WOMEN’S COLLEGE SEVENS 

日程 2019 年 9 月 7 日～9 月 8 日 会場 埼玉県・立正大学 

概要 全国の女子大学生による 7 人制大会 

結果 優勝：立正大学 2 位：日本体育大学 

（３） Regional・Women’s Sevens2019 

(関東大会) 

日程 2019 年 5 月 11 日～12 日 会場 麗澤大学ラグビー場 

概要 全国の女子チームによる７人制大会 

結果 優勝：四国大学女子 7 人制ラグビー部   

（関西大会）  

日程 2019 年 6 月 1 日～2 日 会場 中部大学研修センター 

概要 全国の女子チームによる７人制大会 

結果 優勝：四国大学女子 7 人制ラグビー部  

（６）2019 年度女子ユースキャンプ 

      概要：ACL 損傷予防研修、代表スタッフによるスキルトレーニングを実施 

      開催回数：7 回 

開催都道府県：群馬、愛知、東京、青森、徳島、石川 

参加者：250 人 

      

 

１６．アスリート委員会 
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今後のアスリートのあり方や、ラグビーの普及について議論。 

 

 

 

１７．アンチ・ドーピング委員会 

日本ラグビーフットボール協会アンチ・ドーピング規程に則り、国内アンチ・ドーピング機関である日本アンチ・ドー

ピング機構（JADA）と連携調整しながら、選手、コーチ、トレーナー、チームドクター等の関係者を対象として、ア

ンチ・ドーピング活動を行った。 

1．ドーピング検査 

⚫ 日本スポーツフェアエネス推進機構（J-Fairness）に分担金を支払い、J-Fairness 内に設置されたアンチ・ドー

ピング体制審議委員会が策定したドーピング検査の基本計画にしたがって JADA が実施する検査に協力し

た。競技会検査 136 検体(トップリーグ 48 検体・大学チームの定期戦（関東大学対抗戦・リーグ戦、関西大学

A リーグ、九州学生リーグⅠ部）51 検体・大学選手権 8 検体・代表戦 4 検体、WR 主催試合（RWC2019 以外）

17 検体、スーパーラグビー8 検体)を実施した。年度末の新型コロナ感染症の流行に伴い中止となった試合

があり、計画よりも実施数が減少した可能性がある。WR 主催試合（RWC2019 以外）では WR 主催の検査実

施に協力した。RWC2019 の検査には当委員会は関与していない。競技会外検査は JADA がラグビー選手

に対しても実施した。国内のラグビー選手に対するドーピング検査で陽性例はなかった。 

⚫ H24 年度から大学チームの定期戦（関東大学対抗戦８校・リーグ戦８校、関西大学 A リーグ８校、九州学生リ

ーグⅠ部上位４校）でもドーピング検査を実施している。これらの大学チームについては、引き続きアンチ・ド

ーピング教育・啓発を行っていく必要がある。 

⚫ 治療使用特例（TUE）申請手続きに関する助言を行った。 

2．普及活動、セミナー開催、情報提供活動 

⚫ トップリーグの各チームドクターとトレーナーを対象にアンチ・ドーピング関連の情報提供を行った。 

⚫ JADA 主催の研修会講師講習を受講した委員を研修会講師としてチームに対するアンチ・ドーピング研修会

を実施した。2019 年度はトップリーグおよびカップ戦出場チーム、Ｕ20 日本代表（男子）、7 人制日本代表

（女子）、ユニバーシアード日本代表（女子）、ユースアカデミー（男子）、3 地域検査対象全大学および大学

選手権出場チーム（全 29 大学）へ計 36 回実施した。 

⚫ 日本代表（15 人制、7 人制）各チーム、トップリーグ各チーム、日本選手権出場チーム、全国大学選手権出

場校、女子日本代表チームに JADA 作成のアンチ・ドーピング関係教材を配布した。 

⚫ 2019 年度は日本協会関係事業部と協力し本委員会でアウトリーチ・プログラムを３大会で実施した。第 99 回

全国高等学校ラグビーフットボール大会では、トップリーグチーム（近鉄ライナーズ・女子日本代表）からロー

ルモデルアスリートを派遣して頂いた。ＷＲ北九州ウィメンズセブンス大会、太陽生命カップ 2019 第 10 回全

国中学生大会でも大会参加者・関係者に参加して頂いた。 

⚫ ３地域協会を通じて、JADA 作成のアンチ・ドーピング教材、JADA アスリート動画を各協会の大学チーム等

へ配布・周知した。 

3. 医薬品やサプリメント等への問い合わせ対応 

アンチ・ドーピング委員会に対して 18 件の問い合わせ（一般医薬品 1 品目、医療用医薬品 8 品目、医薬部

外品、栄養補助食品等 2 品目）があり、JADA 公認スポーツファーマシストの資格を有するアンチ・ドーピング
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委員が禁止物質の有無について回答した。 

サプリメントについては、国内の他競技でドーピング違反の原因となっていることから、注意喚起をおこなった。 

 

 

１８．監査委員会 

〇2019 年度活動報告 

（１）JSC 助成金監査 

   監査日 2019 年 4 月 27 日（土）・2019 年 7 月 27 日（土） 

被監査部署 事務局 

内容 JSC 助成金の会計整理、報告書等の確認 

 

（２）業務監査(業務状況リアリング) 

監査日 2019 年 11 月 16 日（土） 

被監査部署 事務局 

内容 全般的な内部統制に関する事項 

 

(3)「JSC 助成金監査」および「全般的な内部統制」については、問題ないものと判断した。 

 

 

１８．関東ラグビーフットボール協会 

１．メディカル委員会 

1．委員会活動 

1）総務委員会各小委員会の支援、日本協会との連携 

2）傷害安全対策委員会重症傷害データ分析と報告 

3）救急医療委員会秩父宮医務室、医療用品の管理 

4）医師派遣委員会協会主催試合へのマッチドクター派遣 

5）学術委員会アンチドーピングに関する情報提供 

6）歯科委員会マウスガードの普及と有用性の学術的検討 

2．都道県医務委員長会議 

1）令和元年6月1日（土）於TEPIA会議室 

1．都道府県協会の現況報告 

2．重症傷害報告 

3．その他 

2）令和2年1月19日（日）於ジャパンクラブ 

1．RWC2019の報告 

2．その他 

3．メディカル委員会総会 

令和元年6月2日（日）於日本青年館8F会議室 
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1．各委員会報告 

2．重症傷害報告 

3．その他 

4．ラグビードクター養成セミナー 

「ラグビーワールドカップに向けた循環器疾患や外国人傷病者に対する救急対応」 

講師 武田 聡（慈恵医科大学救急部教授） 

4．日本協会メディカル委員会への参加 

5．三支部連絡協議会への参加 

6．日本協会主催試合（トップリーグを含む）の医務活動への協力 

7．日本協会メディカル委員会共催第三回ラグビードクターカンファランズへの協力 

〈令和元年度メディカル委員会/部門会等開催状況〉 

 令和元年5月22日（水） 医師派遣委員会     秩父宮ラグビー場ジャパンクラブ 

 令和元年6月1日（土） 都道県医務委員長会議  TEPIA会議室 

 令和元年6月2日（日） メディカル委員会総会  日本青年館会議室 

 令和2年1月19日（日） 都道県医務委員長会議  秩父宮ラグビー場ジャパンクラブ 

 

２．レフリー委員会 

1．目標 

（1）ＭＯ資格認定制度改正の都道県展開（説明と周知） 

（2）日本協会との連携によるレフリングスキルアップ推進 

（3）関東協会所属レフリー及びレフリーコーチの育成強化 

（4）都道県協会との連係強化により、一貫性のある育成推進 

2．会議関係 

（1）レフリー委員会定例会議（委員会開催実績表参照） 

（2）都道県レフリー委員長会議（2020年2月末～4月ブロック別委員長会議を実施） 

（3）首都圏レフリー委員長連絡会議（6月、2月開催） 

3．研修会・講習会関係 

（1）レフリー・レフリーコーチ研修会（3月25日熊谷、5月17-19日、24-26日東京、7月21日東京 

8月10-12日菅平、9月11日、12月19日東京） 

（2）関東トップレフリー研修会（5月17-19日、5月24-26日、9月11日東京） 

（3）Ｂ級レフリー認定講習会（8月10-12日長野県菅平） 

（4）関東協会各種大会等レフリー研修会への委員＆レフリーコーチ派遣 

① 関東高校大会レフリー研修会（6月8-9日神奈川） 

② 東北高校体育大会レフリー研修会（6月13-16日青森、2月6-8日福島いわき） 

③ 新潟県レフリー研修会（6月1-2日新潟） 

④ 北海道レフリー研修会（6月28-30日北海道） 

4．日本協会主催各種大会及び研修会 

（1）asics 杯全国高校７人制大会（7 月21-23 日長野県菅平） 
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（2）三地域トップレフリー研修会（8月17-19日長野県菅平） 

（3）太陽生命女子セブンズシリーズ（4月28-29日秋田5月18-19日東京） 

（4）女子レフリー研修会（全体研修７月菅平、選抜研修８月菅平） 

（5）太陽生命カップ全国中学生大会（9月15-17日水戸） 

（6）国民体育大会（9月29日～10月3日水戸） 

（7）全国高校大会レフリー研修会（12月27日～1月7日花園） 

（8）三地域及び花園大会レフリーコーチ研修会（8月菅平、12月花園） 

5．レフリー及びレフリーコーチ派遣関係 

（1）春季公式戦、定期戦、交流試合他各種大会（中学、高校、大学、クラブ、社会人等） 

（2） 7人制大会（YC&AC、東日本大学、対抗戦、関東大学リーグ戦、東日本クラブセブンズ、 

メディカルセブンズ等） 

（3）秋季公式戦、定期戦、交流試合他各種大会（中学＆ジュニア、高校、大学、クラブ、 

社会人等） 

（4）NZ ウェリントンレフリー交流（派遣：5月30-6月10日、RWCのため9年度受入なし） 

（5）関東女子大会（2019年12月-2020年1月） 

（6）全国ジュニア選抜大会（12月26－29日東京） 

6．大学委員会、社会人委員会との意見・情報交換及び講習会開催 

（1）関東大学ラグビーフットボール連盟主催タッチジャッジ講習会（4 月 13 日、21 日東京） 

 

〈平成31年度レフリー委員会／部門会等開催状況〉 

4月17日（水）第1回レフリー委員会（ JC） 

5月19日（日）第2回レフリー委員会（オリンピックセンター） 

6月15日（土）第3回レフリー委員会＆首都圏レフリー委員長会議（JC） 

7月3日（水）第4回レフリー委員会（JC） 

8月10日（土）第5回レフリー委員会（菅平） 

9月11日（水）第6回レフリー委員会（JC） 

10月9日（水）第7回レフリー委員会（JC） 

11月6日（水）第8回レフリー委員会（JC） 

12月4日（水）第9回レフリー委員会（JC） 

1月8日（水）第10回レフリー委員会（オープンルーム6） 

2月23日（土）甲信越レフリー委員長会議（松本） 

2月25日（火）第11回レフリー委員会（JC） 

3月21日（土）第12回レフリー委員会＆首都圏レフリー委員長会議（JC） 

（中止） 

３．安全対策委員会 

1．菅平高原及び夏の合宿地での安全対策啓発活動 

・熱中症の予防 

・個人登録の義務再認識 
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・安全対策啓発ポスターの配布 

・高校生対象のスキルアップ講習会での安全対策講習会の実施 

2．日本協会主催の関東協会管下各県安全対策委員長会議開催 

・1月19日（日）11：00～ 於都立青山高校大ホール 

3．各都道県における安全推進講習会の開催とその受講義務の徹底 

（日本協会安全対策委員会との連携） 

4．随時、重傷事故予防に関する注意喚起を促し、その啓発を図る。 

5．脳振盪、脳振盪の疑いの報告書・復帰証明書の提出先・方法の徹底 

6．総 括 

各都道県安全推進講習会の受講義務化（チーム登録と連動）による効果もあり、ここ2，3年重傷事故は、減少

傾向にあります。各県の安全対策委員長始め、関係各位のご協力に感謝申し上げます。指導者の安全対策に

対する意識が高くなってきていると感じています。ただ、いまだ脳振盪・脳振盪の疑いの際のプロトコルが徹底し

きれていないようで、時にトラブル等の情報を耳にします。今年度、その徹底にさらに努めたいと考えています。

御協力のほど、お願いします。 

 

４．コーチ委員会 

1．指導者養成事業 

2019年コーチカンファレンス 

日時：令和元年5月25日 

場所：国立オリンピックセンター（141名参加） 

A級コーチ講習会 

日時：令和元年7月20日～24日 

場所：立正大学（41名参加） 

B級コーチ講習会 

日時：令和元年7月13日～15日 

場所：秩父宮ラグビー場（28人参加） 

日時：令和2年1月11日～13日 

場所：盛岡大学（19人参加） 

C級コーチ講習会 
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※2月・3月の講習会は中止 

2．地域推進事業 

関東協会コーチ委員会会議 

日時：令和2年 1月19日 

場所：都立青山高校 大ホール 

都道県コーチ委員長が出席 

3．コーチ派遣事業 

第12回東北地区高専ラグビー講習会 

日時：令和元年 6月22日～23日 

場所：仙台高専名取キャンパス 

 

５．普及育成委員会 

「普及育成委員会中学生（中学校、スクール中学生）」 

中学生（ジュニアラグビー）の普及、育成活動を推進することを目的に以下の事業を実施しました。 

本年は重点目標である中学生選手数の増加、特に女子中学生の選手数増加を図るとともに、中学生年代の競

技の質向上を図る為、試合数増加による競技機会の拡大、及び将来のトップレフリーを目指す若手レフリーを

起用していただき、判りやすく明確な競技遂行を目指しました。 

1．「大会、行事の主催」 

1）「第13回東日本U15中学生ラグビークラブ大会」 

～太陽生命カップ2019第10回全国中学生ラグビー大会 

・東日本地区RSの部・女子の部セカンドステージ～ 

6月8日、9日 埼玉県三郷市セナリオハウス 
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＜ラグビースクールの部＞ 

優勝：ワセダクラブRS 準優勝：藤沢RS 第3位：南信州JRS 

＜女子の部＞ 

優勝：神奈川県女子 準優勝：東京都女子 第3位：群馬・長野女子 

※各部ともに上位3チームを太陽生命カップに推薦 

2）「第70回関東中学校ラグビーフットボール大会」 

6月8日 9日16日 山梨県御勅使南公園 埼玉県熊谷ラグビー場 

優勝：世田谷区千歳中 準優勝：桐蔭学園中 第3位：國學院大學久我山中 

※上記の上位2チームを太陽生命カップに推薦 

3）「第21回東日本ジュニアラグビー菅平ジャンボリー」 

7月26日、27日、28日長野県上田市菅平・菅平サニアパーク5面、他計8面 

70余チーム、2000人近くの中学生選手が参加し、合計144試合の交流試合を実施 

※含む同時開催の「太陽生命カップ2020第11回全国中学生ラグビー大会 

・関東甲信越地区中学校の部ファーストステージ」 

1位：茨城県中学2位：東京都中学※左記2チームを全国ジュニア大会に推薦 

4）「第1回東日本ジュニアラグビー東北ジャンボリー 

～第40回東北中学生ラグビーフットボール交流大会～」 

8月3日、4日 福島県Jビレッジ 

本年度からジャンボリーとして広く関東協会管下の多くのチームが参加できるよう改変 

関東からのチームを含めて19チーム、300人余りの中学生選手が参加 

5）「太陽生命カップ2019第10回全国中学生ラグビー大会 

・東北北海道地区中学校の部ファーストステージ」 

8月24日、25日 秋田県秋田市 

第1位：秋田県将軍野中 ※ 第1位の将軍野中を太陽生命カップに推薦 

6）「第39回東日本中学生ラグビーフットボール大会」 

～第25回全国ジュニアラグビーフットボール大会 RSの部2nd.ステージ・ファイナルマッチ、 

女子の部 東日本地区1st.ステージ～ 

10月6日～11月15日 セカンド、ファイナルステージを千葉県総合スポーツセンターで、ファーストステージは北海

道 福島県 群馬県 埼玉県の各地で実施 

＜RSの部＞ 優勝：長野県RS 準優勝：群馬県 RS 第3位：神奈川県RS 

＜女子の部＞ 優勝：東京都女子 準優勝：神奈川県女子 ※ RSの部は上記の上位3チームと第4代表戦に勝利

した東京都RSを、女子の部は優勝の東京都女子を全国ジュニア大会に推薦 

7）「第39回東日本中学校ラグビーフットボール大会」 

10月26日～12月22日 準決勝、決勝は東京都江戸川区陸上競技場で、1，2回戦は埼玉県 北海道 神奈川県の

各地で実施 

優勝：茗溪学園中 準優勝：國學院大學久我山中 3位：将軍野中（秋田） 

8）「第25回全国ジュニアラグビーフットボール大会 中学校の部・東北北海道地区・1st.ステージ」 

11月16日17日 秋田県 第1位：秋田県中学 ※第1位の秋田県を全国ジュニア大会に推薦 
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9）「第17回東日本U15中学生ラグビーフットボール選抜大会」 

2020年3月14日、15日 水戸市K’sデンキスタジアム、ツインフィールド 

※ 新型コロナウイルス感染症肺炎の流行により中止 ※ 

2．「女子合同チームの編成」 

春季と秋季に各都道県の女子の活動人数を勘案し、少人数で都道県単位ではチームを編成できない都道県に

ついては、中学生女子の都道県を跨いだ合同チームの編成し、円滑な中学生女子のラグビー活動を推進。 

3．「JRFU主催大会の主管」 

1）「太陽生命カップ2019第10回全国中学生ラグビーフットボール大会」 

9月14日 15日 16日 水戸市K'sデンキスタジアム、ツインフィールド 

  ※RSの部ではワセダクラブRSが福岡県かしいヤングラガーズと同点優勝 

  ※女子の部では関東協会推薦の神奈川県女子と東京都女子の2チームが同点優勝 

※なお、第10回の記念大会として記念トーナメントを設置 関東協会からは南茨城JRSと茗渓学園中が出場 

2）「第25回全国ジュニアラグビーフットボール大会」 

  12月26日 27日 28日 29日 江東区夢の島陸上競技場 江戸川区陸上競技場他 

   本年度から主管を関西協会から関東協会に変更され、会場は東京都に移管して実施 

   ※第2ブロックで神奈川県RSが第1位 群馬県RSが第2位 

   ※第 3 ブロックで東京都女子が第 2 位 

〈2019年度（普及育成委員会中学生）委員会／部門会等開催状況〉 

  5月12日（日）普及育成員会中学校部門会議（ジャパンクラブ） 

  6月20日（木）普及育成員会スクール中学生幹部会（関東協会内）～ジャンボリー打ち合わせ～ 

  7月27日（土）普及育成員会中学校・スクール中学生合同幹部会（菅平ニューダボス） 

  12 月 22 日（日）普及育成員会中学校部門会議（江戸川区陸上競技場会議室） 

 

６．セレクションコミッティ・強化委員会 

1．委員会開催 

セレコン会議： 

2019 年6 月：第1 回2020 ニュージーランド学生代表来日交流戦、開催検討会議 

2019 年8 月：第2 回2020 ニュージーランド学生代表来日交流戦、開催検討会議 

2020 年5 月6 日に開催決定 

2020 年3 月：関東学生代表選考会議 

2．セレコン委員による試合観戦 

第8 回関東大学春季大会 

大学オールスター戦 

秋季公式戦（対抗戦・リーグ戦） 

3．その他 

2020 年 3 月、新型コロナウイルス感染拡大に懸念により中止を決定 

 

７．社会人委員会 
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1．各種大会への実施、参加 

（1）第60 回ＹＣＡＣセブンズ4 月7 日（日）：ＹＣ＆ＡＣ 

チャンピオンシップ優勝：YCAC コンショレーション優勝：慶應義塾大学 

（2）第74 回国民体育大会 

・東北ブロック国体8 月24 日（土）～25 日（日） 福島県福島市 

・関東ブロック国体8 月24 日（土） 千葉県市原市 

・北信越ブロック国体8 月24 日（土）～25 日（日） 石川県能美市 

本国体出場チーム北海道・秋田県・山形県・茨城県・東京都・山梨県・神奈川県 

・本大会9 月30 日（月）～10 月1 日（火）：茨城県水戸市 

東京都3 位、茨城県5 位秋田県7 位、北海道・山形県・山梨県・神奈川県予選敗退 

（3）各大会への参加 

トップリーグ・トップチャレンジリーグ・トップイーストリーグDiv1 Div2・ 

関東社会人リーグへの参加 

2．全体会議 

（1）2019.5 月社会人委員会の開催 

・大会規約、リーグ運営等々の諸問題の抽出・確認・見直し・検討 

2019.6 月社会人委員会の開催 

・トップチャレンジ・トップイーストスケジュール会議 

2019.7 月社会人委員会の開催 

・シーズン前連絡会議 

2020.1 月社会人委員会の開催 

・2020 年度構想の検討 

（2）2020 年2 月23 日社会人委員長会議 

・2019 年度所管試合結果報告 

・各都道県活動状況の報告・確認 

・社会人強化・普及費の活用状況確認 

（3）2019.4 月、7 月、20120.1 月、2 月3 地域社会人委員長会議 

・2019 年度トップチャレンジリーグ運営・スケジュール検討会議 

・2019 年度関東・関西・九州各協会所管試合結果報告 

・大会運営・競技規則等の確認・見直し・検討 

3．チームとの意見・情報交換会 

2019.5 月イーストDiv1 主務意見交換会 

2019.6 月イーストDiv1 主務意見交換会 

2019.7 月イーストDiv1 主務意見交換会 

2020.1 月イーストDiv1・Div2 主務会議の開催 

4．社会人連盟との合同会議の開催（通年） 

・選手資格・登録・競技規則・大会運営等の検討・確認 

・個別案件対応 
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5．日本協会トップリーグ機関との意見・情報交換会 

・通年適宜開催（大会運営方法・競技規則等の確認） 

 

８．クラブ委員会 

1．第27 回全国クラブ大会の主管 

①期日／2020 年１月13 日（熊谷ラグビー場B/C グランド・１回戦）、2 月16 日（熊谷ラグ 

ビー場Aグランド・決勝） 

②出場チーム／16 チーム（関東6、関西6、九州4） 

※関東協会から北海道バーバリアンズ（北海道）、岩手ブレーズラガー（岩手）、桐生ラガーズ 

（群馬）、神奈川タマリバクラブ（神奈川）、ハーキュリーズ（東京）、新潟アイビス（新 

潟）の６チーム出場 

③戦績／優勝・ハーキュリーズ（東京）、準優勝・名古屋クラブ（愛知） 

2．第29 回東日本クラブ選手権大会の主催（兼、第27 回全国クラブ大会東日本地区予選） 

①期日／6 月9 日～11 月17 日 

②会場／熊谷、北上、桐生市桜遊園、八幡平、保土ヶ谷、栃木総合、江戸川臨海他 

③出場チーム／26 チーム 

④戦績／優勝・北海道バーバリアンズ（北海道）、準優勝・ハーキュリーズ（東京） 

3．第16 回東日本トップクラブリーグの主催 

①期日／8 月18 日～12 月15 日 

②会場／定山渓、保土ヶ谷、流通経済大、東京海洋大、桐生市桜遊園、三鷹大沢他 

③出場チーム／17 チーム 

④戦績／優勝・RKU ラグビー龍ヶ崎ドラゴンズ、準優勝・北海道バーバリアンズ 

4．第38 回ラグビーフェスタ2019 in SUGADAIRA の主催 

①期日／6 月29 日～30 日 

②会場／長野県上田市菅平高原サニアパーク・宿舎各グランド 

③出場チーム／16 チーム（交流試合6 月30 日） 

④代表者会議／6 月29 日（菅平高原国際リゾートセンター・大ホール） 

⑤菅平セブンズ大会／参加チーム不足の為実施無し。希望チームの交流戦実施（6/29） 

5．第36 回東北クラブ選手権大会の主催 

①期日／10 月6 日、20 日、11 月10 日 

②会場／八幡平市ラグビー場、いわぎんスタジアム 

③出場チーム／6 チーム（東北６県） 

④成績／優勝・スクラップス（青森県）、準優勝・北陵ラガークラブ（宮城県） 

6．第26 回ラグビーフェスタ2019 in HACHIMANTAI の主催 

①期日／7 月13 日～14 日 

②会場／岩手県八幡平市ラグビー場 

③出場チーム／東北各県クラブチーム、東北各県セブンズチーム、オーバー35 チーム 

④代表者会議&懇親会／7 月13 日 
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⑤メインゲーム／船岡自衛隊19―14 八戸学院大学 

※金カップ、東北男女セブンズ、不惑交流戦、エキシビションセブンズマッチ実施 

7．東日本クラブセブンズ2019 の主催 

①期日／5 月5 日（社会人クラブ）、6 月16 日（学生クラブ） 

②会場／熊谷ラグビー場（社会人クラブ）、駒沢補助競技場（学生クラブ） 

③出場チーム／5 チーム（社会人クラブ）、16 チーム（学生クラブ） 

成績／社会人クラブ優勝=茨城県選抜 

学生クラブ優勝=早稲田大学 GW 

8．サンケイスポーツ杯第27 回関東学生クラブ選手権大会の主催 

①期日／9 月15 日～12 月1 日 

②会場／熊谷市営、サンケイスポーツセンター、江戸川臨海、拓殖大、防衛大他 

③出場チーム／1 部（7 チーム）、2 部A（6 チーム）、2 部B（5 チーム）各リーグ戦 

④戦績／（1 部） 優勝・拓殖大学オリバーズ、準優勝・早稲田大学GW 

（2 部） １位・慶應大学BYB、２位・くるみクラブ 

※１部優勝の拓殖大学オリバーズを東西学生クラブ対抗試合（熊谷）へ派遣 

⑤サンケイスポーツ新聞の後援によりサンケイスポーツ紙面に各試合結果を掲載 

9．第18 回東西学生クラブ対抗試合の主管及び関東代表を派遣 

①期日／12 月22 日 

②会場／熊谷ラグビー場西多目的グランド 

関東、関西の学生クラブ選手権大会（各々9 月～12 月実施）の覇者による対抗試合 

③成績／拓殖大学オリバーズ（関東） 78―7 立命館大学グラスルーツ（関西） 

10．学生クラブ東西交流ラグビーフェスティバル2019 in SUGADAIRA の主管 

①期日／8 月30 日～9 月1 日 

②会場／長野県上田市菅平高原リゾートセンター及び宿舎グランド 

③参加チーム／20 チーム（関東18 チーム、関西2 チーム） 

④代表者会議／8 月30 日（菅平高原国際リゾートセンター） 

⑤講習会の実施／レフリー・TJ 講習、キャプテン・コーチ研修、安全推進講習の併催 

により、学生クラブへの安全対策、競技力向上を図った（8 月31 日） 

⑥交流試合／5 ブロックに分かれて2 日間で各チーム２試合実施 

11．東日本マスターズ大会2019 の主催 

①期日／9 月23 日 

②会場／駒沢補助競技場 

③参加チーム／9 チーム（午前ブロック=5 チーム、午後ブロック=4 チーム） 

④戦績／午前ブロック優勝・大塚刷毛、午後ブロック優勝・世田谷RF クラブ 

12．東北クラブ委員長会議の開催 

①期日／7 月14 日 

②場所／岩手県八幡平市 

③出席者／東北6 県クラブ委員長及び関東協会クラブ委員 
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※第26 回ラグビーフェスタ2019in HACHIMANTAI 開催時に併催 

13．関東協会都道県クラブ委員長会議の開催 

①期日／2020 年2 月23 日 

②場所／秩父宮ラグビー場クラブハウスジャパンクラブ 

③出席者／都道県クラブ委員長及び関東協会クラブ委員 

④議題／Ⅰ．2019 年度各都道県協会クラブ委員会事業報告 

Ⅱ．2019 年度関東協会クラブ委員会事業報告 

Ⅲ．2020 年度関東協会クラブ委員会事業計画確認他 

14．クラブ委員会・総務委員会・学生クラブ運営会議の開催 

〈令和元年度クラブ委員会状況〉 

4 月17 日（水）学生クラブガイダンス 

4 月24 日（水）クラブ委員会 

5 月 15 日（水）学生クラブ運営会議 

6 月12 日（水）学生クラブ運営会議 

6 月26 日（水）クラブ委員会 

7 月30 日（火）学生クラブガイダンス 

9 月12 日（木）関東学生クラブ選手権大会開会式 

10 月11 日（金）学生クラブ運営会議 

11 月13 日（木）クラブ委員会 

2 月12 日（水）関東学生クラブ選手権閉会式 

2 月18 日（火）クラブ委員会 

2 月23 日（日）都道県委員長会議 

2 月27 日（木）学生クラブ社会人担当総務会議 

 

９．女子委員会 

関東協会主催 女子委員会担当大会・ラグビー行事等 

1．U18全国女子セブンズ関東ブロック予選会 9月7日8日（麗澤） 

関東学院徳六浦高校ブロック1位リーグ1位、國學院栃木高校 同2位の2チームが 

全国女子セブンズに出場。 関東学院六浦高校が同大会2位 

2．第13回 ガールズラグビーフェスティバル 11月30日（熊谷） 

3．オトワカップ第30回 関東大会 

9月22日（日体大健志台） 10月20日（武蔵野市営） 12月8日（熊谷） 

12月15日（熊谷） 12月22日（熊谷）（12月15日は高校大会併催） 1月5日（日体大健志台） 

優勝：RKUラグビー龍ヶ崎GRACE 準優勝：横河武蔵野アルテミ・スターズ 

上記2チームが全国選手権準決勝出場。ともに勝上がり、決勝は引き分け 両チーム優勝 

4．ルーパス・ルーヴカップ第3回U18関東女子セブンズラグビーフットボール大会 

コロナ肺炎対策の一環で自粛・中止 

日本協会、都道県協会、高体連関連行事 
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1．サニックスワールドユース2019／女子セブンズ（日本協会共催：4月28日・29日ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｱﾘｰﾅ） 

関東協会推薦チームとして、関東学院六浦高校が出場3位入賞 

2．オッペンカップ2019高校女子セブンズ大会（長野県協会主催：7月30日̃31日／サニアパーク） 

3．第2回U18全国女子セブンズラグビーフットボール（日本協会主催：10月26̃27日／熊谷） 

関東管下では、関東学院六浦 カップ2位、國學院栃木プレート2位 

4．リージョナルウイメンズセブン2019関東大会 （日本協会主催：5月11日̃12日／麗澤） 

四国大学、名古屋レディースが入替戦出場権獲得 

5．U18花園女子15人制ラグビー東西対抗戦（日本協会主催：12月28日／花園）西軍勝利 

上記に向けての練習会・選手選抜等 

7．第13回横浜市女子セブンズ大会（横浜市協会主催：1月12日～13日／ニッパツ三ッ沢） 

一般の部優勝 自衛隊体育学校・世田谷レデース 高校の部優勝 関東学院六浦高校 

8．第7回女子ラグビー全国選手権大会（日本協会主催）2月9日／熊谷） 

優勝（会長杯）引分両チーム優勝 RKUラグビー龍ヶ崎GRACE・横河武蔵野アルテミ・スターズ 

以上の他、各地域でのガールズラグビーフェスティバル、女子ラグビー大会等に医師・レフリー派 

遣等に関する助言・協力、物品支援（ｶﾙﾋﾟｽ等）等実施。 委員会運営は、メール等による関連情 

報の共有・意見収集、各大会時での現地での打合等を 中心に実施。 

 

10．大学委員会 

1．各種大会実施 

（1）第20 回東日本大学セブンズ 

2019 年4 月14 日（日） 

チャンピオンシップ優勝：明治大学 

コンソレーション優勝：大東文化大学 

（2）第8 回関東大学春季大会実施 

2019 年4 月28 日（日）～6 月16 日（日） 

A グループ1 位：帝京大学B グループ1 位：明治大学C グループ1 位：専修大学 

（3）第7 回関東大学オールスターゲーム 

2019 年6 月30 日（日） 

試合結果：対抗戦選抜38 － 0 リーグ戦選抜 

対抗戦B 29 － 21 リーグ戦2 部 

東邦大学24 － 14 医歯薬リーグセブンズ選抜 

（メディカルセブンズ優勝） 

リーグ戦3 部19 － 12 リーグ戦4 部 

リーグ戦5 部A 15 － 12 リーグ戦５部B 

（4）リーグ戦、対抗戦など公式戦の実施 

期間：2019 年8 月31 日（土）～12 月1 日（日） 

※RWC 日本大会開催中、公式戦を中止したため、開幕時期を早め、 

リーグ戦、対抗戦全チームによる開幕戦を長野県菅平高原サニアパークにて開催 
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リーグ戦1 位：東海大学 

対抗戦1 位：明治大学 

リーグ戦１部・２部入替戦: 2019 年12 月8 日（日） 

対抗戦１部・２部入替戦: 2019 年12 月7 日（土） 

（5）第41 回関東大学ジュニア選手権 

リーグ戦2019 年9 月8 日（日）～11 月17 日（日） 

入替戦2019 年11 月24 日（日）・12 月1 日（日）・12 月7 日（土） 

対抗戦、リーグ戦20 チーム参加 

優勝：帝京大学カテゴリー２：筑波大学カテゴリー３：立正大学カテゴリー４：東洋 

大学※RWC 日本大会開催中 

（6）第70 回全国地区対抗関東1 区、2 区予選実施 

1 区１部：東京学芸大学、１区２部：北里大学2 区：新潟大学 

（7）第68 回関東医歯薬リーグ実施1 部優勝：筑波大学医学専門学群 

2．諸会議の開催 

（1）大学スケジュール会議2019 年4 月8 日（月） 

（2）関東大学春季大会 

オールスター選考会2019 年6 月17 日（月） 

表彰式2019 年6 月30 日（日） 

（3）大学主務会議2019 年7 月31 日（水） 

（4）長野県菅平高原開幕戦準備委員会 

第1 回2019 年4 月26 日（金） 

第2 回2019 年5 月21 日（火） 

第 3 回 2019 年 7 月 12 日（金） 

第4 回2019 年8 月8 日（木） 

第5 回2019 年8 月20 日（火） 

（5）リーグ戦、対抗戦１部監督会議 

第1 回2019 年7 月29 日（月） 

第2 回2019 年10 月8 日（火） 

第3 回2019 年12 月2 日（月） 

第4 回2020 年2 月4 日（火） 

（6）大学委員会 

第1 回2019 年6 月4 日（火） 

第2 回2019 年11 月20日（水） 

第3 回2020 年1 月28日（火） 

（7）日本協会大学部門会議 

第1 回2019 年11 月21日（木） 
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11．高校委員会 

1．各種大会、予選会実施、全国大会参加 

（1）地区大会 

第46回北海道高校大会 7月25～30日 小樽市・札幌市 

（小樽市望洋ラグビー場・札幌月寒ラグビー場） 

第70回東北高校大会 6月13～16日 青森県：青森市 

（青森市スポーツ公園・新青森県総合運動公園球技場） 

第67回関東高校大会 6月7～9日 神奈川県：相模原市 

（相模原ギオンスタジアム・ギオンフィールド・横山公園人工芝グランド） 

第41回北信越高校大会 6月15～16日 石川県：小松市（小松市民センター・県ラグビー場） 

（2）Ｕ16ブロクトレセン・Ｕ17ブロックトライアウト 

北海道ブロック （U17）6月7～9日 （U16）11月16～17日 

 U17芦別市（なまこ山競技場・体育館）・U16札幌市（札幌南高校体育館・札幌大学） 

東北ブロック 6月28～30日（同時開催） 青森県：青森市（青い森アリーナ） 

関東ブロック （U17）6月21～23日 （U16）11月22～24日 埼玉県：熊谷市（くまぴあ） 

北信越ブロック 6月21～23日（同時開催） 長野県：上田市（菅平） 

（3）ブロック国体・第74回国民体育大会予選会 

北海道大会 6月13～15日帯広市（帯広の森ラグビー場）  

東北大会 8月22～24日 福島県：福島市（信夫ヶ丘競技場） 

関東大会 8月23～25日 千葉県：千葉市（千葉県総合運動場）市原市（ちはら台公園グランド） 

北信越大会 8月18・24～25日 石川県：能美市（石川県サッカー・ラグビー場） 

（4）第74回国民体育大会参加 9月29～10月3日 茨城県：水戸市 

 （ツインフィールド・ケーズデンキスタジアム） 

（5）第99回全国高校大会参加 12月27日～2020年1月7日 大阪府：東大阪市（花園ラグビー場） 

（6）第21回全国高校選抜大会地区予選 

北海道新人大会 11月4～7日 函館市（根崎ラグビー場） 

東北新人大会 2020年2月5～8日 福島県：いわき市（いわきグリーンフィールド） 

関東新人大会 2020年2月15～16日・2月22～23日 

 栃木県：宇都宮市(栃木県総合運動公園陸上競技場・ラグビー場） 

 群馬県：前橋市（敷島公園サッカー・ラグビー場） 

北信越大会 2020年2月8～9日・3月7～8日 

（3月7～8日は新型コロナウィルス感染症の影響により中止） 

 愛知県：中部大学 長野県（飯田市総合運動場） 

（7）関東都県対抗戦 2020年2月22日 群馬県：前橋市（敷島公園サッカー・ラグビー場） 

（8）合同チーム大会 

北海道大会 5月11～12日 遠軽町（遠軽町えんがる球戯場） 

東北大会 2020年3月14～15日（新型コロナウィルス感染症の影響により中止） 

宮城県：宮城郡利府町（みやぎ生協めぐみ野サッカー場） 
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関東大会 2020年3月20～21日（新型コロナウィルス感染症の影響により中止） 

 埼玉県：熊谷市（県営熊谷ラグビー場） 

（9）第21回全国高校選抜大会参加 2020年3月24～31日 

（新型コロナウィルス感染症の影響により中止） 

 埼玉県：熊谷市（熊谷スポーツ文化公園） 

（10）普及指導講習会 

 北信越ブロック 2020年3月21～23日（新型コロナウィルス感染症の影響により中止） 

 新潟県：（新潟市鳥屋野運動公園球技場） 

2．第6回全国高校7人制大会の主管と準備会議の実施 

3．第2回全国U18女子セブンズラグビー大会の主管と準備会議の実施 

4．第44回高校ラグビー指導者研修会 2020年1月10～12日 東京都：目黒区（大橋会館） 

5．第21回全国高校選抜大会の主管と準備会議の実施 

6．高等専門学校チームとの普及・強化に向けた事業（各種大会への参加・新規大会の企画） 

〈2019年度（ 高校 ）委員会／部門会等開催状況〉 

  4月14日（日）第67回関東大会準備会、その他 

第70回東北大会準備会・組合せ抽選、その他 

第41回北信越大会抽選、その他（YMCAアジア青少年センター） 

  4月22日（月）第1回北海道高体連ラグビー専門部会（小樽潮陵高校） 

  5月20日（月）第67回関東大会組合せ抽選、その他（湘南高校） 

  6月 8日（土）第68回関東大会要項審査会議、その他（小田急センチュリー相模大野ホテル） 

  6月12日（水）第70回東北大会準備会、その他（青森市 ホテルクラウンパレス） 

  6月13日（木）北海道国体準備会（帯広市民文化ホール） 

  6月14日（金）第41回北信越大会準備会（石川県サッカーラグビー場会議室） 

  8月10日（金）北海道U16大会準備会（北見市東和ホテル） 

  9月13日（金）第2回北海道高体連ラグビー専門部会（立命館慶祥高校） 

  11月29日（金）第3回北海道高体連ラグビー専門委員会（小樽潮陵高校） 

  12月26日（木）第20回関東新人大会・都県対抗戦準備会、その他 

   第29回東北新人大会組合せ抽選、第5回東北高校合同チーム大会組合せ抽選、 

その他 

  第22回北信越新人大会組合せ抽選、その他（ホテルアウィーナ大阪） 

  2月4日（火）第28回東北新人大会準備会、その他（いわきグリーンフィールド会議室） 

  2月10日（月）第20回関東新人大会・都県対抗戦組合せ抽選、 

その他（秩父宮ラグビー場ジャパンクラブ） 

  2 月 22 日（土）関東合同チーム大会準備会、その他（敷島ラグビー場） 

 

12．市町村協会担当 

1．日本協会戦略企画の中枢を成す「ラグビーファミリーを増大させる」という課題の下、全市町 

村にラグビー協会を設立するミッションに関東協会としての独自の取り組みを行ってきた。 
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協会新設に向け、日本協会「市町村協会新設補助金」の活用も推奨。 

2．「競技人口の増加」だけでなく、「観客数（ファン）の増加、ラグビーの支援者（関係者・関心 

者）の増加」までを含む、「するラグビー」「観るラグビー」「支えるラグビー」全ての拡大を 

目指すことを、ラグビーワールドカップ2019日本大会の盛り上げとともに2020年までの中期的 

計画の一環として取り組んできた。 

3．地域活性化の推進の中核として、各市町村ラグビー協会設立の推進を図る。地方自治体との提 

携推進、総合型地域スポーツクラブ、スポーツ少年団など、地域に根付いた多角的なラグビー 

クラブの活性化と拠点づくりを継続的に推進してきた。 

〈市町村協会担当委員会開催状況〉 

4月12日（金）都内某T会議室 

5月23日（木）都内某H会議室 

8月31日（土）菅平Kホテル内 

1月16日（木）秩父宮ラグビー場2階ジャパンクラブ 

13．広報委員会 

①HPの閲覧数拡大 

（目標） 

・延べセッション：680万回／延べユーザー：200万人 

⇒3,434,641回（前年3,424,545）／1,251,281人（前年1,012,290） 

前年微増、目標未達。17年（HPリニューアル）→18年の伸びと比べて鈍化。アクセスの多い試合やチーム、また

アクセスするユーザーが固定化している状況が推察される 

（達成策） 

・大学春季大会～オールスターを通じた新規閲覧獲得 

⇒966,073→1,215,791（人）特設サイトで春季大会を通して関心喚起に努めた事に、一定の成果が見られる 

・ワールドカップ関連（所属チームからの選出、管轄エリアの試合情報等）の掲載 

⇒権利関係上障害が多く断念・FB投稿（リンク掲載）からのHP誘導 

⇒共同会見、試合写真を積極的に投稿し、試合情報へのリンクによってHPへの誘導実施 

②関東大学オールスター集客（協会全体目標）への貢献（上位目標）5,000人以上 

⇒5,796人となり、天候不順だったにもかかわらず目標達成 

（達成策［広報貢献部分］） 

・HPへの春季大会のマッチレポート掲載 

（各校の新聞部と連携した機運醸成） 

⇒実施。半数以上のチームの新聞部から協力を得て、レポートや写真を掲出し（各紙サイトへのリンク含む）、オ

ールスターへの関心喚起に努めた 

・FBアカウントでのカウントダウン投稿（各チームとの連携） 

⇒実施 

③ 関東大学公式戦・菅平開幕の集客（協会全体目標）への貢献 

（上位目標）入場者 10,000 人以上（2 日間） 

⇒延べ5,828（初日3,062人、2日目2,766） 
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※選手、部員や関係者含めれば2日間で凡そ8,000人前後までは集客 

（達成策［広報貢献部分］） 

・オウンドメディア（HP・FB）の最大活用による情報拡散 

⇒菅平開幕特設サイトに、試合やチケットはもちろん、交通、駐車場、特設ラジオ、物販、 

Q&A等の情報やPR動画を掲載。合せてTwitterを駆使し、HP情報をフォロー 

・メディア各社への掲載働きかけ 

⇒リリース、個別連絡によって協力依頼 

・制作物（大会プログラム「菅平開幕特別号」）の企画、編集 

⇒事務局企画で出版。目標販売数は未達成であったが、開幕後の各会場でも販売を継続 

④TCL集客、メディア露出の拡大 

（目標）全国紙のスポーツ頁「今日のスポーツ」欄への試合情報掲載 

⇒未達成 

（達成策） 

・メディア各社への働きかけ（三支部協会連携） 

⇒主要記者には打診するも、昨年はW杯もあり、元より困難な状況ではあった 

・シーズン日程のリリース 

⇒実施 

・新陣容発表会への在京チーム参加 

⇒未実施 

 

14．観客動員委員会 

1．既存ファンの囲い込みと、新規ファンを開拓 

2．31年度の活動対象を大学ラグビーに特化 

3．各種プロモーションを以下の様に実施 

☆ポスター・・・関東大学ラグビー共通ポスター制作 

・対抗戦G・・・AB16校に配布 

・リーグ戦G・・1部～６部の全校に配布 

☆プロモーションビデオ・・・リーグ戦・対抗戦Gの統合PVを制作 

競技場で放映 

☆校歌斉唱・・・CDもしくは関連団体の生斉唱を選手整列のうえ実施 

☆ハーフタイムイベント・・チームの希望によりチアリーディング、 両校応援イベントを実施 

☆Webメディアの活用・・F.B（フェースブック）の運営、管理 

☆マンオブザマッチ表彰・・「マンオブザマッチ」を対抗戦Ａグループ、リーグ戦1部の秋 

季リーグ戦全試合で選定、表彰した。 また、「マンオブザイ 

ヤー」を選定、表彰した。 

☆大学女子マネージャーによる場内アナウンス（ルール解説）の継続 

4．後援企業契約・・・ 

「（株）タイセー・ハウジー」との契約継続 
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「タグホイヤー」との契約継続 

「（株）丸運」との契約継続 

5．就活セミナー 「（株）ナイスガイパートナーズ」との契約継続 

 

〈2019年度（観客動員）委員会／部門会等開催状況〉 

  1月12日（日）2018年度総括・2019年度活動方針打ち合わせ（外苑前・ぼん梵） 

  5月14日（火）2019年度活動方針承認（ジャパンクラブ） 

  6月25日（火）三井・住友トラスト（ダイナースクラブ）へのご協賛のお願い（勝どき本社） 

         →8/1㈭、本年度はNG 

  7月19日（金）本年度協賛社のまとめ（大原委員長⇔久米副委員長、電話で打ち合わせ） 

  8月5日（木）今年度の方針、ポスター・PVの制作内容報告（代々木・タイセイ・ハウジー本社） 

  8月15日（木）プロモーションビデオ仮編試写（池袋・アイルムービー本社） 

  8月19日（月）ポスター色校正（代々木・タイセイ・ハウジー本社） 

  8月31日（土）今年度方針・制作物等最終報告（菅平・サニアパーク） 

  9月11日（水）ポスターを各大学への配送手配（協会事務局） 

  12月1日（日）2019年度反省会、マンオブザイヤー選出（外苑前・鳥メロ） 

 

15．登録者傷害見舞金審査委員会 

1. 各都道県協会より報告された傷害報告、見舞金請求（診断書）に対し毎月審査委員会を実施。 

2. 登録者傷害見舞金制度、関東協会管下分について収支明細及び見舞金支給者名簿を作成し日本 

協会 へ報告。 

  ＊日本協会の登録者傷害見舞金委員会（特別委員会）の委員として当委員会より 3 名が参加。 

3. 2019 年度 審査明細（各月の金額、件数は審査委員会処理月でカウント） 

 

＊死亡報告 2件 

＊重傷診断 6件（4月：1件、9月：2件、11月 :2件、12月 :1件） 

〈2019年度登録者傷害見舞金審査委員会開催状況〉 

  4月24日（水） 秩父宮ラグビー場 1F打ち合わせ室 

  5月29日（水） 秩父宮ラグビー場 1F打ち合わせ室 

  6月19日（水） 秩父宮ラグビー場 1F打ち合わせ室 

  7月31日（水） 秩父宮ラグビー場 1F打ち合わせ室 



70 

 

  9月18日（水） 秩父宮ラグビー場 1F打ち合わせ室 

 10月30日（水） 秩父宮ラグビー場 1F打ち合わせ室 

 11月20日（水） 秩父宮ラグビー場 2F 旧代表強化部屋 

 12月25日（水） 秩父宮ラグビー場 関東協会事務局 

  1月22日（水）  秩父宮ラグビー場 関東協会事務局 

  2月26日（水）  秩父宮ラグビー場 1F打ち合わせ室 

  3 月      電磁的開催 ※コロナウイルス対策 

 

16．選手資格審査委委員会 

1．ラグビーファミリー登録のチェック（通年） 

2．外国人選手登録のチェックと審査 

3．個別案件の迅速な対応（移籍・留学・その他） 

4．チームガイダンスの実施 

2020 年３月実施予定も開催困難により下記内容を資料配布にて対応 

・ラグビーファミリー登録 

・外国人選手登録 

・留学対応 

・その他 

 

17．規律委員会 

1．競技規則、トップリーグ表彰懲罰規程に準拠した不行跡、不規律の処置 

（1）期日：2019 年5 月19 日（日） 場所：早稲田大学上井草グラウンド 

試合：早稲田大学対流通経済大学（関東大学春季大会） 

内容：流通経済大学選手による相手選手に対する危険行為 

処分：対外試合３試合の出場停止 

（2）期日：2019 年5 月19 日（日） 場所：日本体育大学健志台グラウンド 

試合：日本体育大学対専修大学（関東大学春季大会） 

内容：日本体育大学選手による相手選手に対する危険行為 

処分：対外試合３試合の出場停止 

（3）期日：2019 年9 月8 日（日） 場所：関東学院大学ギオンパーク 

試合：関東学院大学対立正大学（関東大学ジュニア選手権） 

内容：関東学院大学選手による相手選手に対する危険行為 

処分：対外試合3 試合の出場停止 

（4）期日：2019 年10 月20 日（日） 場所：あきぎんスタジアム 

試合：秋田ノーザンブレッツR.F.C 対セコムラガッツ（トップイーストDiv1 公式戦） 

内容：秋田ノーザンブレッツR.F.C 選手による相手選手に対する危険行為 

処分：トップイーストDiv1 公式戦３試合の出場停止 

2．シンビンの計数ならびに公開、イエローカード累積3 枚時の処置 
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（1）期日および試合：該当なし 

〈平成30 年度規律委員会開催状況〉 

5 月21 日（火） 規律委員会審議（関東協会事務局内） 

9 月15 日（日） 規律委員会審議（関東協会事務局内） 

10 月 24 日（木） 規律委員会審議（電子メール及び電話） 

 

18．競技委員会 

1．公式戦の日程調整と決定 

各地区・各地域での有料試合調整と運営 各セクションの公式大会実施 

（ミニラグビー・タグラグビー・ジュニアラグビー・高校・ 大学・大学地区対抗・高専・学生 

クラブ・クラブ・レディース 等の公式試合） 

2．関東協会主催試合・主管試合の競技運営 主催・主管試合への担当理事・競技委員の決定と派 

遣 ボール係の派遣依頼と管理 

3．競技運営向上施策 担当職務（伝令担当、Dr.担当、ボールボーイ担当、担架搬送担当、HIAタ 

イムキーパー、危機管理担当）のローテーションを実行し、GeneralistとSpecialistを育成した。 

担架搬送に於いてはOJTによりスキルアップを図り,S.R.を含めた国際基準の競技運営にも対応 

し、RWC2019に於いては東京スタジアム開催 8試合に担架チームを派遣した。 

救命講習会を実施した。（12/15） 

危機管理体制強化…担当チーム制の整備と警備会社との職務分担連携を確認。 

観客‧選手の怪我‧病気対応は、安全性‧迅速性を考慮し担当職務の明確化を図った。 

4．競技委員新規登録者発掘と教育 競技委員の若返りを目論み、30才台40才台の競技委員を新規 

登録。 新人教育は、マニュアル教育とOJT教育を実施。 

19．法務総務委員会 

1．関東協会規約その他の諸規定の整備 

2．公租公課に対する対応 

3．労務管理の整備 

4．法令遵守の推進 

5．各委員会間の調整作業 

6．その他 

20．国体委員会 

1．ブロック大会（北海道、東北、関東）及び本大会（第74 回茨城国体）の支援 

1）関東ブロック大会（千葉県）結果 

【8 月23 日（金）、24 日（土）、25 日（日）：リーグ戦】 

＊茨城県の成年男子・女子・少年男子チームは、本大会開催県として出場 

① 成年男子（3 チーム出場）8 月24 日（土）会場：ちはら台公園多目的スポーツ広場 

・A ブロック：東京都、埼玉県、山梨県 

・B ブロック：千葉県、神奈川県、群馬県、栃木県 

＊本大会出場3 チーム：【東京都（A ブロック1 位）】【神奈川県（B ブロック1 位）】 
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【山梨県（代表第3 決定戦勝利】 

② 女子（2 チーム出場）【8 月24 日（土）：リーグ戦】 

会場：千葉県総合運動場サッカー・ラグビー場 

・A ブロック：埼玉県、山梨県、千葉県 

・B ブロック：神奈川県、東京都、栃木県、群馬県 

＊本大会出場 2 チーム：【埼玉県（A ブロック 1 位）】【神奈川県（B ブロック 1 位）】 

 

③ 少年男子（2 チーム出場） 【8 月23 日（金）、25 日（日）：トーナメント戦】 

会場：A 千葉県総合運動場サッカー・ラグビー場・B ちはら台公園多目的スポーツ広場 

・A：山梨県、東京都、千葉県・B：埼玉県、群馬県、神奈川県、栃木県 

8 月23 日（金） A 山梨0-20 東京、 

B 埼玉21-5 群馬、神奈川15-28 栃木 

8 月25 日（日） A 代表決定戦千葉19-40 東京、 

B 代表決定戦埼玉10-42 栃木、 

＊ 本国体出場（2 チーム）：【東京都】【栃木県】 

2）東北ブロック大会（福島県）結果【8 月22 日（金）、24 日（土）、25 日（日）】 

④ 成年男子（2 チーム出場） 8 月24 日（土）、25 日（日） 会場：信夫ｹ丘球技場 

・予選リーグ（8 月 24 日） 

 
・決勝トーナメント（8 月25 日） 

1 回戦岩手県7-26 宮城県、福島県0-41 青森県 

代表決定戦山形県35-17 宮城県、青森県12-24 秋田県 

＊ 本国体出場（2 チーム）：【山形県】【秋田県】 

⑤ 女子（1 チーム出場） 8 月24 日（土）、25 日（日） 会場：信夫ｹ丘球技場 

・予選リーグ（8 月 24 日） 
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・決勝トーナメント（8 月25 日） 

1 回戦秋田県49-0 山形県、福島県29-7 宮城県 

準決勝青森県12-28 秋田県、福島県0-34 岩手県 

代表決定戦秋田県0-34 岩手県 

＊ 本国体出場（1 チーム）：【岩手県】 

⑥ 少年男子（2 チーム出場） 【8 月22 日（木）、24 日（土）：トーナメント戦】 

会場：信夫ｹ丘球技場 

8 月22 日（木） 福島12-19 宮城、山形5-33 青森 

8 月24 日（土）代表決定戦秋田28-36 宮城、青森42-50 岩手 

＊本国体出場（2 チーム）：【宮城県】【岩手県】 

3）北海道ブロック 

出場枠：成年男子（1 チーム）、女子（1 チーム）、少年男子（1 チーム） 

2．本大会第74 回国民体育大会（茨城県）ラグビーフットボール競技 

期間： 9 月29 日（日）～10 月3 日（木） 5 日間 

会場：少年男子：水戸市サッカー・ラグビー場 

成年男子・女子：ケーズデンキスタジアム水戸 

①関東協会（北海道、東北、関東ブロック）の出場チーム 

成年男子（7 チーム）：北海道、山形県、秋田県、東京都、神奈川県、山梨県、茨城県 

女子（5 チーム）：北海道、岩手県、埼玉県、神奈川県、茨城県 

少年男子（6 チーム）：北海道、宮城県、岩手県、東京都、栃木県、茨城県 

② 結果順位 

・成年男子9 月30 日、10 月1 日◎ → 決勝トーナメントへ 

予選プール：◎東京（3 勝）、◎茨城（3 勝）、◎秋田（2 勝1 敗） 

北海道（3 敗）、山梨（1 勝2 敗）山形（3 敗）、神奈川（1 勝2 敗）、 

決勝トーナメント 

茨城県：1 回戦茨城24-26 佐賀。敗者戦茨城33-5 愛媛。 

5・6 位決定戦：茨城33-7 熊本。☆ 5 位 

東京都：1 回戦東京40-14 秋田。準決勝東京14-29 三重。 

3 位決定戦東京26-19 佐賀☆ 3 位 

秋田県：1 回戦東京都40-14 秋田敗者戦秋田14-17 熊本☆ 7 位 
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・女子10 月2 日、3 日◎ → 決勝トーナメントへ 

予選プール：◎茨城（2 勝）、◎北海道（1 勝1 敗）、◎埼玉（2 勝）、◎神奈川（2 勝） 

岩手（2 敗） 

決勝トーナメント 

茨城県：1 回戦茨城33-0 徳島。準決勝茨城19-10 北海道。 

決勝茨城17-12 埼玉☆ 優勝 

埼玉県：1 回戦埼玉14-12 島根。準決勝埼玉19-5 福岡。 

決勝埼玉12-17 茨城☆ 2 位 

神奈川県：1 回戦5-19 北海道。敗者戦神奈川19-14 徳島。 

5・6 位決定戦神奈川5-37 福岡。☆ 6 位 

北海道：1 回戦北海道19-5 神奈川。準決勝北海道10-19 茨城県。 

3 位決定戦北海道 14-5 福岡。☆ 3 位 

・少年男子9 月29 日、30 日、10 月2 日、3 日 

1 回戦北海道10-12 宮城。岩手19-33 鹿児島。東京10-27 京都。 

栃木12-63 大阪。茨城17-21 愛知。 

2 回戦宮城0-70 佐賀☆ 宮城県7 位 

3．今後の国体開催県（会場地）及び参加人数他（第 75 回～第 80 回大会） 

 

＊女子競技（第75 回鹿児島国体以降の16 チーム）について＊通達で連絡済み 

・従来通り（9 ブロック×1＋開催県1）の10 チームに、関東ブロック（+2）、近畿ブロック 

（+1）、九州ブロック（+1）、次回開催県ブロック（+1）、及び前大会優勝ブロック（+1）とす 

る。 

＊女子競技（2020 オリンピック対策・実施計画）は、第77 回栃木国体まで実施対象。 

＊第 78 回佐賀国体より国民体育大会→ 国民スポーツ大会に名称変更 
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4．第 75 回鹿児島国体（国体ブロック大会開催県からの出場チーム数） 

 

〈令和元年度国体委員会／部門会等開催状況〉 

7 月初旬関東及び東北ブロック大会の確認をする、（組合せ・実施要項・他） 

8 月23 日～25 日関東ブロック大会を支援 

9 月7 日本大会の抽選会及び茨城国体の事前確認会議。（ジャパンクブ） 

＊日本協会の国体部門会議と兼ねる 

9 月29 日～10 月2 日本大会（第74 回茨城国体）の大会役員として参加。開催前日の代表者会 

議より支援を行う。（会場：水戸市） 

＊日本協会の国体部門会支援と兼ねる 

11 月E 日本大会（第74 回茨城国体）の反省及び次回大会（第75 回鹿児島国体） 

以降の事前準備・確認会議。（ジャパンクラブ） 

＊日本協会の国体部門会議と兼ねる 

 

 

２０．関西ラグビーフットボール協会 

1. 医務委員会 

・総務部会（7・11 月） 

・リーグ医師派遣委員会（7 月） 

・学術部会（7 月） 

・総会（※中止） 

・担架講習会の実施 
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・トップリーグ、大学選手権、全国高校大会他各地区公式戦での委員派遣 

・RWC2019 戦への派遣 

 

2．総務委員会 

  委員会開催（14 回） 

 

３. レフリー委員会 

・B 級レフリー認定講習会・育成講習会（5 月～6 月 天理市他各ブロック） 

・女子レフリー研修会（5 月・7 月・11 月 菅平他） 

・22 府県レフリー委員長会議（6 月･2 月）  

  ・関西ディベロップメントスコッドレフリー、レフリーコーチ研修（7 月･御所） 

・NZ カンタベリーレフリー交流（5 月・11 月） 

・3 地域レフリー研修会（8 月・菅平高原） 

・シーズン前レフリーミーティング（9 月） 

  ・レフリーコーチ研修（12 月・花園） 

  ・レフリー、レフリーコーチ研修（3 月・上富田※中止） 

  ・レフリー派遣（リーグ戦他公式戦） 

 

４．強化・セレクション委員会 

・強化・セレコン委員会（９月・1 月） 

・関西学生代表選定 

・大学 A リーグマン・オブ・ザ・マッチ選考協力 

・強化・セレコン委員派遣（リーグ戦各試合） 

 

５. コーチ委員会 

・総務部会（年 5 回）  

・コーチカンファレンス（旧トップチームコーチ会議）（7 月・大阪） 

・強化コーチ養成講習会（2 月・大阪体育大学） 

・育成コーチ養成講習会（9 月・大阪体育大学） 

・22 府県コーチ委員長会議（2 月･大阪） 

・育成コーチブラッシュアップ講習会（通年・各府県） 

・スタートコーチブラッシュアップ講習会（通年・各府県） 

 

６．U１５普及育成委員会 

・中学生・スクール部門会議（15 回） 

・全国中学生大会スクールの部関西地区予選（大阪） 

・関西中学生大会（7 月・数河高原） 

・関西中学生ジャンボリー（7 月・数河高原） 
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・各ブロック指導者講習会（山口 他） 

・近畿スクールジュニア交流大会（11 月・和歌山） 

・全国ジュニアブロック･スクールの部予選（11 月・和歌山） 

・関西スクールジュニア新人交流大会（3 月・淡路佐野運動公園※中止） 

＜女子中学生部門＞ 

・関西女子中学生大会（6 月・追手門学院大学） 

・関西女子中学生交流大会（6 月・追手門学院大学） 

・全国ジュニア大会関西ブロック予選（11 月・大阪） 

 

７．U１２普及育成委員会 

・部門会議（8 回） 

・関西ミニ・ジャンボリー大会（6 月・淡路佐野運動公園） 

・各ブロック交流大会（福井・高知他） 

・ラグビーマガジンカップ（10 月・J-GREEN 堺） 

・スクール指導者セミナー（2 月・天理市） 

＜タグラグビー部門＞ 

・部門会議（3 回） 

・四国小学生タグ大会（9 月・愛媛） 

・全国小学生タグ選手権大会府県大会予選及び各ブロック大会（11 月～2 月） 

・クリスマスカップ関西小学生タグラグビーチャンピオンシップ（12 月・岡山） 

・勧進帳 CUP（3 月・石川※中止） 

 

８. 安全対策委員会 

・安全推進インテグリティ推進伝達講習会（2 月･大阪） 

・安全推進インテグリティ推進講習会（各府県協会） 

 

９．社会人委員会 

・リーグ委員会（10 回）、スケジュール会議・リーグ総会 

・トップウェストリーグ戦 

・トップチャレンジリーグ（11 月～1 月 愛知・大阪） 

 

１０．クラブ委員会 

・各ブロック大会兼全国クラブ大会予選 

・関西クラブ大会（９月･岡山） 

・関西学生クラブリーグ 

・近畿クラブリーグ 

 

１１．大学委員会 
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・リーグ委員会（3 回）、リーグ総会 

・大学委員会（3 回） 

・各リーグ戦 

・ベスト XV 表彰式 

 

1２. 高専委員会  

  ・全国高等専門学校大会（1 月･神戸市） 

 

1３．高校委員会 

  ・高校委員会（3 回） 

  ・全国高等学校大会 

  ・関西高校少人数校交流大会(6 月 大阪体育大学) 

  ・各ブロック高校大会および普及指導講習会（通年・各ブロック※一部中止） 

   

1４．女子委員会 

  ・関西女子大会 

  ・傷害プログラム女子講習会（クリニック） 

  ・ブロック担当者会議 

  ・女子ラグビープロモーション活動 

  ・女子学生フィオーレリーグ(11 月・神戸ユニバー) 

 

１５. スケジュール調整委員会 

  ・スケジュール調整会議開催（年 2 回） 

 

１６．広報委員会 

  ・委員会開催 

  ・TL、リーグ戦各試合への委員派遣とマッチレポート作成 

  ・関西協会記者懇親会への委員派遣 

  ・主要試合メディア協力・取材活動 

  ・プロモーション活動 

  ・マスコットキャラクターの募集・決定 

 

１７．ツアー委員会 

・委員会開催 

・海外チーム受入帯同業務 

 

１８.ＲＷＣ委員会 

  ・RWC2019 開催にむけての情報収集および機運醸成 
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  ・各府県協会へのアンケート実施 

 

１９．傷害見舞金審査委員会 

 ・傷害見舞審査委員会の開催（11 回） 

 

 

２１．九州ラグビーフットボール協会 

1 レフリー委員会  ( 理 事 : 石本 月洋)    

(1)各県委員長会議         

① ６月１５日 : 福岡    

② １２月７日  : 福岡     

③ ２月２２日  : 鹿児島       

④ 副委員長会議 7月 21日、3 月 6 日 ：福岡      

 (2) レフリー研修会         

① 九州地区トップレフリー研修会 2019 年 8 月 2 日～4日 由布スポーツセンター  

② 九州地区レフリー研修会 2019 年 7 月 27 日～29 日 久住スポーツ研修センター 

③ 九州地区 B 級レフリー認定講習会 2019年 8 月 9 日～11日 北薩広域多目的グラウンド 

④ 三地域トップレフリー研修会 2019 年 8 月 16日～18 日 菅 平   

(3) 各県巡回指導研修会  2020 年 1 月～3月 佐賀・宮崎・鹿児島  

(4) レフリー研修会講師派遣 年６～７回程度  各 県   

(6) レフリー派遣  年間を通して  各 地  

(7) レフリーコーチおよび評価 年間を通して  各 地   

(8) コーチ・アセッサー研修会 2019 年 12 月 7 日 福 岡   

(9) レフリー評価委員会  2020 年 3 月 6 日  福 岡   

（10）九州アカデミー研修 年間を通して  各 地   

（11）女子レフリー研修会        

①東日本ジャンボリー大会・研修会 2019年 7 月  菅 平   

②全国女子ラグビー大会 MO 参加 年間を通して  各 地   

③女子集合研修   2020 年 2 月 22 日  鹿児島   

（12）レフリー名簿作成（隔年）2019年度作成     

（１３）海外交流  ２０１９年１１月８日（金）～１１月１８日（月）【１１日間】 

    

2 社会人委員会 （理事： 篠 田 順 二）    

(1)第 57 回  九州セブンズ（木元杯全九州 ７人制）大会  

2019 年 4月 13日・14 日 鹿児島   

(2）第 39 回 九州地区国民体育大会（成年の部）       

    2019 年 8月 23日・25 日 佐 賀   

(3) トップリーグカップ戦  2019 年 6月～8月 各 地   
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(4) トップリーグ戦   2020 年 1月～2月 各 地   

(5)トップチャレンジリーグ戦 2019 年 11月～2020年 1 月 各 地   

 (6) トップキュウシュウリーグ戦 2019 年 9月～12月  各 地   

 (7) トップキュウシュウリーグ戦 入替戦       

    2019 年 12月 15 日 福 岡   

 (8) トップキュウシュウリーグ代表者会議       

    2019 年 8月 24日 福 岡   

    2020 年 2月 11日 福 岡   

 

3 クラブ委員会   ( 理 事 : 土 田 晴 敏 )    

(1) 各県クラブ委員長会議  第１回 令和 元年 ５月 ２５日 福 岡   

   第２回 令和 元年 １１月 １６日 宮 崎   

   総務委員会 令和 元年 ５月 8 月 １１月 １月 福 岡  

(２) 第５回西九州クラブ交流大会  （新規事業）      

   令和 元年 ５月～6 月 中止     

(３) 第３８回九州惑大会 令和 元年 ６月 １日、２日  宮 崎   

(４) 第１５回 九州トップクラブリーグ戦       

   令和 元年 9月～１２月   各 地   

①福岡かぶと虫クラブ ②熊本サンデーズ ③川南クラブ ④やんばるクラブ   

⑤玖珠クラブ ⑥甲南クラブ ⑦帆柱クラブ ⑧玄海タンガロア    

(５) 第４５回 全九州クラブ・実業団大会       

   令和 元年 １１月 １５日～１７日 宮 崎   

決勝戦 令和 元年 １２月 ２日  宮 崎   

優勝 別府クラブ  準優勝 宜野座クラブ   

(６) 九州トップクラブ 入替戦 令和 ２年 １月１２日     

   帆柱クラブ  ９２－２４ 宜野座クラブ   

   玄海タンガロア ２６－２２ 別府クラブ   

   ※ 帆柱クラブ、玄海タンガロア 九州トップクラブリーグ残留   

(７) 第２７回全国クラブ大会  

１回戦 令和 ２年 １月１３日 北九州市   

やんばるクラブ  ５－７１ ハーキュリーズ  

   福岡かぶと虫クラブ １０－０ パフォーマンスアカデミー

   熊本サンデーズ  ２２－３６ 岡山クラブ  

   川南クラブ  １２－９３ 神奈川タマリバクラブ 

  ２回戦 令和 ２年 １月 ２６日 北九州市   

   福岡かぶと虫クラブ １２－７８ 愛知教員クラブ   

(８) 第２回リーダー講習会 令和 ２年 ３月 中止     
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4 大学委員会  （理事：後 藤 義 勝）    

(1)会議及び講習会         

①大学委員長会議   第 1 回 2019 年 7 月 13 日 福  岡   

   第 2 回 2019 年 12 月 14日 福  岡   

②普及指導講習会 2019 年 3 月   福 岡   

（2）第 57回 九州山口医科系大学大会          

   2019 年 4 月 27 日～5月 4日 長 崎   

   優勝 九州大学医学部 長崎市総合運動公園補助競技場  

（3）第 58回 九州商経大学大会          

   2019 年 6 月 8 日～9日  佐 賀   

   優勝 九州産業大学  佐賀県総合運動公園  

（4）第 69回 九州地区大学大会(インカレ) 2019 年 12 月 福 岡   

   優勝 日本文理大学      

（5）第 27回 九州学生リーグ戦 2019 年 9 月～11月 福岡他   

［1部リーグ」 １位九州共立大学、２位福岡大学、３位福岡工業大学、４位日本文理大学 

５位鹿児島大学、６位九州大学、７位西南学院大学、８位志學館大学  

［2部リーグ］ １位長崎大学、２位宮崎大学、３位熊本大学、４位大分大学   

５位立命館アジア太平洋大学、６位沖縄国際大学、7 位琉球大学、 

８位九州産業大学       

（6）第 19回 九州学生Ⅲ部優勝決定戦       

  2019 年 11 月    福 岡   

（7）九州学生リーグジュニア戦 2019 年 9 月～10月 福岡他   

１位九州共立大学、２位福岡大学、３位福岡工業大学、４位日本文理大学   

(8)九州地区対抗大学大会 2019 年 11月 17 日(土)・23 日・24日(日) 福 岡   

 (九州学生Ⅲ部リーグ優勝決定戦）          

優勝 佐賀大学  ２位 久留米大学       

（9）九州学生リーグ入替戦 2019 年 12月 8 日     

Ⅰ部－Ⅱ部           

志學館大学(Ⅰ部 8 位)  対  長崎大学(Ⅱ部 1位)     鹿児島   

西南学院大学(Ⅰ部 7位)  対  宮崎大学(Ⅱ部 2 位)  福 岡   

長崎大学と宮崎大学棄権により、志學館大学、西南学院大学はⅠ部残留   

Ⅱ部－Ⅲ部           

琉球大学 

(Ⅱ部 7位)  ２６対２４ 久留米大学(Ⅲ部 2位)  沖 縄   

九州産業大学(Ⅱ部 8位) ５３対３６ 佐賀大学(Ⅲ部 1 位) 福 岡   

琉球大学と九州産業大学はⅡ部残留        

(10)第７０回全国地区対抗大学大会 2020年 1 月２日～6 日 瑞 穂   

1 回戦   鹿児島大学●  14－15  ○大阪国際大学     
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（11）第 56回 全国大学選手権        

２回戦 九州共立大学 19－49 朝日大学 2019 年 11 月 24日 北九州   

            

5 高専委員会  （理 事：後 藤 義 勝）    

（1）第 28回 九州高専チームリーダー講習会 2019年  3 月 29 日～31日 八 代  

（2）第 28回 九州高専新人大会 2019 年  5月 18日～19 日 久留米   

優勝 久留米高専(15人制）   優勝 佐世保高専（7 人制）    

（3）九州高専委員長会議  2019 年 11 月 8 日 鹿児島   

（4）第 56回 九州地区高専大会 2019 年 11月 9日～12 日 鹿児島   

優勝 久留米高専   準優勝 佐世保高専      

（5）第 50回 全国高等専門学校大会 2020 年 1 月 4 日～9日 神 戸   

１回戦  佐 世 保 高 専 ● ０ - ７１  ○ 津山工業高専     

2 回戦  久 留 米 高 専 ● ０ - ７１  ○ 津山工業高専    

     

6 高校委員会 （理 事：牟田口 享司）    

（1）サニックス 2019 ワールドユース交流大会      

  2019 年 4 月 28 日～5月 5日 福 岡   

（2）第 9 回全国高等学校女子合同大会 九州代表選考会     

  2019 年 5 月 25 日～26 日  福 岡   

（3）第 72回 全九州高等学校大会（九州高体連主催）     

  2019 年 6 月 21～25 日  沖 縄   

（4）九州高体連ラグビー専門部委員長会議       

  2019 年 6 月 22 日   沖 縄   

（5）九州高校強化委員会  

2019 年 6 月 22 日   沖 縄   

（6）U17 九州代表選考合宿        

  2019 年 7 月 6～8日  湯布院   

（7）U16 九州ブロックトレセン  

2019 年 7 月 6～8日  湯布院   

（8）第 9 回全国高等学校女子合同大会 九州代表強化合宿     

  2019 年 7 月 14～15 日  福 岡   

（9）第 39回 九州地区国民体育大会        

  2019 年 8 月 23～25 日  佐 賀   

（10）第１回 九州高校 U18女子セブンズ大会      

  2019 年 8 月 31 日～9月 1日 福 岡   

（11）第 99回 全国高校選手権大会 各県予選      

  2019 年 10 月～   各 県   

（12）第 11回 Ｕ16・Ｕ17 九州交流会       
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  2019 年 12 月 7・8 日  福 岡   

（13）サニックス 2020 ワールドユース交流大会 予選会     

  2020 年 1 月 1 日～5日    福 岡   

（14）第 42回 木元杯全九州高校新人大会       

  2020 年 2 月 21～26 日  鹿児島   

（15）第７回 九州高等学校選抜女子セブンズ大会      

  2020 年 2 月 23 日   鹿児島   

（16）九州高校委員会及び強化委員会       

  2020 年 2 月 22 日   鹿児島   

（17）2020ＴＩＤユースキャンプ西日本トレセン（九州・中国・四国）   

 中止 2020 年 3 月 6～8日  山 口   

（18）次年度Ｕ17 九州代表候補合宿      

中止 2020 年 3 月 7～9日  湯布院   

（19）第 21回九州高校 10 人制大会      

中止 2020 年 3 月 13～15 日  佐 賀   

            

7 コーチ委員会   ( 理 事 : 村 上    純 )    

（1） 各県委員長会議 

1 回目 2019 年 5月 18日  福   岡   

2 回目 2020 年 1月下旬  福   岡   

（2）日本協会コーチカンファレンス（旧トップチームコーチ会議）    

  2019 年 ５月 18日  福   岡   

（3）A級（旧強化）コーチ養成講習会       

  2019 年 7月 20日〜24 日 埼 玉   

  2019 年  7月 24日～28 日 福 岡   

  2020 年 2月   大 阪   

（4）トップアスリート推薦者講習会       

 2019 年  8月 19日～23 日 東 京   

（5）九州協会コーチカンファレンス（旧トップチームコーチ会議）    

兼 A 級（旧強化）コーチブラッシュアップ研修会     

2019 年 ５月 18日  福 岡   

（6） B級（旧育成）コーチ養成講習会       

  2019 年 7 月 24日〜26 日  福 岡   

（7）ブラッシュアップ講習会       

2019 年 4月 20日  長 崎   

  2019 年 4月 29日  宮 崎   

  2019 年 5月 18日  大 分   

（8）新スタートコーチ養成講習会  
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2019 年 6月 1日  福 岡   

  2020 年 2月 1日  福 岡   

  2020 年 2月 9日  熊 本   

  2020 年 2月 9日  宮 崎   

  2020 年 2月 9日  鹿児島   

（9）その他:コーチ委員会として必要な事業      

  2020 年 2月 8日  福 岡   

            

8 中学委員会 （理 事：鶴 田 善 弘）    

（1） 第 1 回各県委員長会議  

2019 年 4 月 6 日   福 岡   

（2）第 32回新島旗九州中学校ラグビー大会      

  2019 年 7 月 31 日～8月 2日 鯛 生   

  【Ａグループ】優勝 富島中学校  準優勝 熊大附属中学校  

  【Ｂグループ】優勝 城南中学校  準優勝 西南学院中・輝翔館中等教育学校

           

（2） 第 2 回各県委員長会議      

2019 年 8 月 3 日   鯛 生   

（4）第 41回新島杯九州ジュニアラグビー大会      

  2019 年 8 月 2 日～4日  鯛 生   

  【Ａグループ】優勝 かしい YR  準優勝 長崎ＲＳ"   

  【Ｂグループ】優勝 帆柱 YR   準優勝  大村ＲＳ   

（5）第 2 回九州女子中学生ラグビー大会       

  2019 年 8 月 2 日～3日  鯛 生   

  優勝 福岡県ＲＳ女子選抜    準優勝 長崎県女子選抜  

（6）第 20回ジュニアラグビー九州ブロック大会（男子・女子）    

  2019 年 11 月 9 日～10 日  湯布院   

  優勝 福岡県選抜  準優勝 長崎県選抜  第３位 大分県選抜  

（7）第 3 回各県委員長会議  

11月 9日   熊 本   

（8）九州Ｊｒインストラクター会議  

2019 年 11 月 9 日～10 日  湯布院   

（9）第 21回九州ジュニアラグビー福岡ジャンボリー      

  2020 年 2 月 25・26 日  福 岡   

（10）第 21回九州ジュニアラグビー島原ジャンボリー     

  2020 年 2 月 22・23 日  島 原   

（11）ジュニアラグビー指導者講習会       

  随 時    各 県   
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9 普 及 育 成 委 員 会  ( 理 事 : 森 内 雅 文 )    

 (1)会議・研修会          

① 普及育成担当者研修会委員会  

2019 年 5 月１１日～ １２日  福 岡   

② タグ部門長会議(兼サントリーカップ打合せ)      

  2019 年６月 22 日～23 日  佐  賀   

③ラグビースクールプロモーション講習会       

  2019 年６月 22 日～23 日  宮  崎   

④ タグラグビーエディケーター講習会       

  2019 年 8 月 3 日～4日  佐 賀   

⑤ 九州ＭＲＲ認定講習会       

2019 年 8 月 17 日～18 日  熊 本   

 (2)ミニラグビー          

① 第 46 回 九州少年ラグビー交歓会       

  2019 年 8 月１6日～18 日  熊 本   

② 第 20 回 西九州ブロック交流大会       

  2019 年 5 月 19 日   佐  賀   

③ 第 20 回 東九州ブロック交流大会       

  2019 年 11 月 4 日   鹿児島   

④ 第 20 回 南九州ブロック交流大会       

  2019 年 12 月 8 日   鹿児島   

⑤ 第 12 回 沖縄県ブロック交流大会       

  2020 年 2 月 9 日   沖 縄   

⑥ 第 8 回 トライドリームカップ       

2019 年 11 月２２日～２４日 熊 本   

 (3)タグラグビー          

① タグフェスタ  

九州  

2019 年 9 月 22 日   沖 縄  

福岡(WITH アビスパ福岡) 

2019 年 11 月 10日  福 岡  

西部ガスタグフェスタ（兼パナソニック）    

2020 年 3 月 15 日   福 岡  

佐賀   

2019 年 5 月 26 日   佐 賀   

長崎(大村)      
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2020 年 3 月 7 日   長 崎   

 熊本      

2019 年 7 月 15 日   熊 本   

 大分      

2019 年 11 月 3 日   大 分   

 宮崎      

2019 年 10 月 12日  宮 崎   

 鹿児島      

2019 年 10 月 14日  鹿児島   

 沖縄(第 20回スポレク)      

2019 年 9 月 22 日   沖 縄   

②パナソニックタグフェスタ         

長崎 中止 2020 年 3 月 15 日 長 崎   

 熊本 中止 2020 年 3 月 14 日 熊 本   

 大分 中止 2020 年 3 月 7 日  大 分   

 宮崎 2019 年 11 月 30日  宮 崎   

 鹿児島 中止 2020 年 3 月 14 日 鹿児島   

 沖縄 中止 2020 年 3 月 7 日  沖 縄   

② タグラグビーティーチャー研修会        

福岡  2019 年  8 月  4日  福 岡   

 佐賀  2019 年  8 月  4日  佐 賀   

 長崎  2019 年  8 月 11日  長 崎   

 熊本  2019 年  7 月 28日  熊 本   

 大分  2019 年  8 月 11日  大 分   

 宮崎  2019 年  8 月 18日  宮 崎   

 鹿児島  2019 年  8 月 11日  鹿児島   

 沖縄  2019 年  7 月 28日  沖 縄   

③ 第 14 回 九州女子タグラグビー大会       

   2019 年 10 月 27日  福 岡   

④ 第 1６回 サントリーカップ全国大会予選        

福岡県予選大会 2019 年 11月 1７日  福 岡   

 佐賀県予選大会 2019 年 12月 １５日  佐 賀   

 長崎県予選大会 2019 年 12月  ８日  長 崎   

 熊本県予選大会 2019 年 11月 1７日  熊 本   

 大分県予選大会 2019 年 12月  １日  大 分   

 宮崎県予選大会 2019 年 11月 2４日  宮 崎   

 鹿児島県予選大会 2019 年 12月  １日  鹿児島   

 沖縄ブロック予選大会 2019 年 12 月 21日～22 日  沖 縄   
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 九州ブロック予選大会 2020 年  1 月 19日  佐 賀   

            

10 安 全 対 策 委 員 会  ( 理 事 : 川 端 健 聖 )    

 (1)２０１９年度  高専リーダー講習会にて研修会     

  2019 年 ４月   熊 本   

 (2)２０１９年度 安全・インテグリティ推進講習会     

    2019 年 ４月～５月  各 県   

  (3)２０１９年度 セーフティーアシスタント認定講習会    

  2019 年 ４月～７月  各 県   

  (4)２０２０年度 安全推進・インテグリティ推進伝達講習会   

   2020 年  １月  福 岡   

  (5)２０１９年度 九州協会スケジュール会議において研修会   

  2020 年  ２月 11 日  福 岡   

  (6)九州メディカル・安全対策委員会合同総会（委員長会議）   

  2020 年 ３月    福 岡   

            

11 強 化・セレコン 委 員 会  ( 理 事 : 平 野  勉 )    

 (1)第 57 回 九州セブンズ（木元杯全九州 ７人制）大会    

  2019 年 4月 13・14日  鹿児島   

  (2)大学生合同練習指導      

2019 年 ６月 1日・９月 14 日 熊 本   

  (3)トップキュウシュウリーグＡ、九州学生リーグ視察    

  未実施 2019 年 8月～12 月 各 地   

  (4)強化・セレコン委員会(九州代表セレクト会議)     

  未実施 2020 年 １月  福 岡   

 （5）三地域強化委員長会議 

未実施 2020 年 3月  東 京   

            

12 総 務 委 員 会  ( 理 事 : 城 戸 英 敏 )    

 (1)会員名簿の作成 2019 年 8月     

 (2)主要スケジュール、メンバー表の作成、配布          

   随 時     

 (3)九州及び各県公式記録の編集、発行      

   2019 年 10 月 1 日     

            

13 広 報 委 員 会  ( 理 事 : 永 野 修 仁 )    

 (1)日本協会機関誌への投稿記事作成      

   年 5 回     
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 (2)九州協会公式ホームページ、ＳＮＳ等での情報発信    

  随 時     

 (3)各県広報委員長会議       

2019 年 6月  福 岡   

  (4)報道機関への大会等開催及び結果リリース     

   随 時     

           

14 メディカル委員会  ( 理 事 : 東 原 潤一郎)    

(1) 公式戦 マッチドクター派遣 

2019 年 ４月～2020年 ３月 各 県   

  (2)九州メディカル総務委員会       

  2019 年 ９月 及び 2020 年 3 月 福 岡   

 (3) 第 4 回ラグビードクターカンファランス開催     

  2020 年 2月   福 岡   

 （4）ＷＲ女子 7's ワールドシリーズ北九州 メディカルサポート   

  2019 年 4月   北九州市   

  (5)九州協会 メディカル委員会・安全対策委員会合同総会    

  2020 年 3月   福 岡   

 (6)日本代表チーム・サンウルブズ帯同医師派遣への協力・      

合宿時メディカルサポート 随 時      

(7)トップリーグカップ戦、トップリーグ・メディカルコントロール     

 2019 年 ６月～2020年 2 月 開催県   

  (8)RWC2019 メディカル マネージメント (ゲーム地、キャンプ地）  

  2019 年 9月～11 月  関連県   

 (9)WR ファーストエイド・イン・ラグビー講習会開催     

 2019 年  8月 4 日   福 岡   

            

15 女子委員会   ( 理 事 : 平 野 勉)    

（1）各県女子委員長会議 2019 年  4月 21日 福 岡   

  2019 年  12月 14 日  福 岡   

（2）サニックスワールドユース女子セブンズ大会      

  2019 年  4月 28・29日  福 岡   

（3）南部九州女子交流大会 

2019 年  5月 6日  熊 本   

（3） 北部九州女子交流大会       

2019 年  6月 23日  佐 賀   

（5）第 9 回 九州ガールズフェスタ       

  2019 年  12月 14・15 日  福 岡   
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（6）サニックス ガールズセブンズキャンプ      

 中止 2020 年  3月   福 岡   

           

   

16 マーケティング委員会 ( 理 事 : 平 島 健 右 )    

(1)賛助会員募集強化策の検討・実施       

  随 時    福 岡   

(2)スクラム組もうぜ九州の施策の実施       

  随 時    福 岡   

(3)九州協会公式ホームページ、SNS の活用       

  随 時    福 岡   

(4)マーケティング委員会の会議開催       

  随 時    福 岡   

(5)メディアとの意見交換会 

随 時     

            

17 登録者傷害見舞金運営委員会 （事務局：川 地  光）    

（１）登録管理     

①各県各月登録状況管理 随時  

②登録費入出金管理 随時     

③登録費決算管理 2019 年 4 月     

④登録関連資料作成 随時 

（2） 傷害見舞金管理          

①傷害報告受付管理 随時     

 ②傷害見舞審査会開催 毎月     

 ③傷害見舞金払出管理 毎月  

④傷害見舞金決算管理 2019 年 4 月     

 ⑤傷害見舞関連資料作成管理 随時     

 


